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はじめに

『Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接
続』へようこそ。このドキュメントは、Oracle Solaris 11.1ネットワークの確立に関す
るシリーズの一部で、Oracle Solarisネットワークを構成するための基本的なトピック
および手順について説明しています。このドキュメントの記述は、Oracle Solarisがイ
ンストール済みであることが前提です。さらに、ネットワークを構成できる状態で
あり、そのネットワークに必要なネットワークソフトウェアを構成できる状態であ
る必要があります。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステムにつ
いては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを参照してください。このド
キュメントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記しま
す。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solarisが動作しており、ネットワークに構成されている
システムの管理を行うユーザーを対象としています。このマニュアルを利用するに
あたっては、UNIXのシステム管理について少なくとも 2年の経験が必要で
す。UNIXシステム管理のトレーニングコースに参加することも役に立ちます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

はじめに
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$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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リアクティブネットワーク構成 (概要)

リアクティブネットワーク構成 (以前はNetwork Auto-Magic (NWAM)と呼ばれていた
もの)では、基本的な EthernetおよびWiFi構成を自動的に処理することで、基本的な
ネットワーク構成が簡略化されます。この基本的なネットワーク構成には、起動時
の有線または無線ネットワークへの接続と、現在アクティブなネットワーク接続の
ステータスに関する通知のデスクトップからの表示が含まれます。リアクティブ (ま
たは自動)ネットワーク構成では、システム全体のネットワークプロファイルの作成
や管理などの、より複雑なネットワークタスクの一部も簡略化されます。たとえ
ば、ネームサービス、IPフィルタ、および IPセキュリティー (IPsec)の構成などの
Oracle Solarisの機能が含まれます。

この章では、リアクティブネットワーク構成の背景情報について説明します。この
システムでネットワーク構成を簡素化および自動化するために使用されるプロ
ファイルについても、詳細に説明します。

この章で扱う内容は、次のとおりです。

■ 12ページの「プロファイル管理ネットワーク構成の特徴」
■ 13ページの「リアクティブネットワーク構成とは」
■ 13ページの「リアクティブネットワーク構成を使用する場合」
■ 14ページの「ネットワークプロファイルとタイプ」
■ 20ページの「プロファイルのアクティブ化ポリシー」
■ 25ページの「プロファイル構成タスク」
■ 27ページの「リアクティブネットワークプロファイルのしくみ」
■ 28ページの「リアクティブネットワークとその他のOracle Solarisネットワーク技
術の連携動作」

■ 30ページの「SMFネットワークサービス」
■ 30ページの「ネットワーク構成のセキュリティーと承認」
■ 33ページの「ネットワーク構成タスクを検索する場所」

この章は、基本的なネットワークの概念を理解していて、従来のネットワーク
ツールやコマンドを使用してネットワーク構成を管理した経験がいくらかある
ユーザーおよびシステム管理者を対象としています。リアクティブネットワーク構

1第 1 章
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成を使用してネットワーク構成を管理する準備が完了している場合は、第 2章「リ
アクティブネットワークプロファイルの作成と構成 (タスク)」に進んでください。

Oracle Solarisでのネットワークインタフェース管理の基本情報については、『Oracle
Solaris 11.1ネットワークの構成と管理』および『Oracle Solaris 11.1での固定ネット
ワーク構成を使用したシステムの接続』を参照してください。

プロファイル管理ネットワーク構成の特徴
Oracle Solaris 11では、ネットワーク構成はプロファイルに基づいています。システ
ムのネットワーク構成は、特定のネットワーク構成プロファイル (NCP)および対応
する場所プロファイルによって管理されます。プロファイル管理ネットワーク構成
の詳細は、『Oracle Solaris 11ネットワーキングの紹介』の「ネットワーク構成プロ
ファイル」を参照してください。

注 –ネットワーク構成に関する主なプロファイルタイプは、NCP、場所プロファイ
ル、外部ネットワーク修飾子 (ENM)、および既知の無線ローカルエリアネット
ワーク (既知のWLAN)です。これらのタイプのうち、主要なプロファイルタイプは
NCPです。ネットワークプロファイルタイプの詳細は、14ページの「ネットワーク
プロファイルとタイプ」を参照してください。

プロファイルベースのネットワーク構成の特徴は、次のとおりです。

■ あるシステムのネットワーク構成を管理するために一度にアクティブになるの
は、1組のNCPと場所プロファイルだけです。システム上のほかの既存のNCPは
すべて、非運用状態になります。

■ アクティブなNCPは、リアクティブ、固定のいずれかになります。リアクティブ
プロファイルでは、システムのネットワーク環境の変更に適応できるように、シ
ステムがネットワーク構成を監視します。固定プロファイルでは、ネットワーク
構成はインスタンス化されますが、監視されません。

■ NCPのさまざまなプロパティーの値が、そのプロファイルによるネットワーク構
成の管理方法を制御するポリシーを構成します。

■ NCPのプロパティーに対する変更は、新しいプロパティー値として即座に実装さ
れ、そのプロファイルの、ネットワーク構成を管理するポリシーの一部となりま
す。

システムが固定ネットワーク用に構成されると、そのネットワーク構成を管理する
アクティブなNCPは DefaultFixedになります。このプロファイルは、オペ
レーティングシステム (OS)によって生成され、システム上の唯一の固定プロファイ
ルです。システムは複数の固定プロファイルをサポートしません。詳細は、『Oracle
Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』を参照してくださ
い。

プロファイル管理ネットワーク構成の特徴

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月12

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWADM
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWADM
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWSTA
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWSTA
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWINTgmadk
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWINTgmadk
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWSTA
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWSTA


このドキュメントに記載された概念的情報、手順、および例は、リアクティブ
ネットワーク構成に関するもので、この構成では複数のNCPを作成および構成でき
ますが、システム上で同時にアクティブにできるプロファイルは 1つだけです。

リアクティブネットワーク構成とは
リアクティブネットワーク構成では、手動の再構成を必要とせずに、システムが自
動的にネットワーク状況やネットワーク構成の変更に適応します。たとえば、有線
ネットワークインタフェースが取り外された場合や、新しい無線ネットワークが使
用可能になった場合は、それに応じてシステムが変更されます。リアクティブ構成
ポリシーでは、機動性に重点が置かれ、さまざまなネットワークイベントや
ユーザーのリクエストに応じてシステムの構成を動的に変更できます。

システムのネットワーク構成は、プロファイルにまとめられます。プロファイル
は、リアクティブ、固定のいずれかになります。リアクティブプロファイルに
は、プロファイルやそのコンポーネントをいつ有効にするかを決定するプロパ
ティーが含まれています。これらのプロパティーを使用することで、プロファイル
がネットワーク管理デーモン nwamdによって動的に適用されるようになります。固定
ネットワーク構成、および固定ネットワーク構成とリアクティブネットワーク構成
の区別については、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステ
ムの接続』の「固定ネットワーク構成とは」を参照してください。

リアクティブネットワーク構成を使用する場合
リアクティブネットワーク構成は、ネットワーク環境や接続方法を頻繁に変更する
必要があるノートパソコンモデルおよびシステムのユーザーに役立つ機能です。さ
まざまな設定 (たとえば、オフィス、自宅、外出先など)でネットワークに接続でき
るように、ユーザー定義のプロファイルを設定できます。さらに、ネットワーク管
理グラフィカルユーザーインタフェース (GUI) (以前はNWAM GUIと呼ばれていた
もの)を使用すると、従来のネットワークツールやコマンドよりもはるかに簡単
に、静的 IPの構成やWiFiネットワークへの接続を設定できます。リアクティブ
ネットワークプロファイルは、ネットワーク環境の変更 (Ethernet接続の喪失
や、ネットワークインタフェースカード (NIC)の取り外しなど)に適応するように構
成できます。
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ネットワークプロファイルとタイプ
システムは、優先されるプロパティー値をプロファイルの形式で格納することに
よって、ネットワーク構成を管理します。これらのプロパティー値は、ネット
ワークの構成方法と、そのコンポーネントを現在のネットワーク状況に応じていつ
構成する必要があるかを決定します。リアクティブプロファイルの実装は、リアク
ティブネットワーク構成の主要なコンポーネントです。主要な 2つのネットワーク
プロファイルタイプは、NCPと場所プロファイルです。常に、1つだけのNCPと 1
つの場所プロファイルをシステムでアクティブにする必要があります。

システムのネットワーク構成は、次のプロファイルタイプおよび構成オブジェクト
で構成されています。

■ ネットワーク構成プロファイル (NCP)
NCPには、ネットワークリンクおよびインタフェースの構成が指定されます。シ
ステムには、常に Automatic NCPと呼ばれるNCPが定義されます。このプロ
ファイルはデフォルトのリアクティブNCPです。Automatic NCPはシステムで作
成および保守され、変更も削除もできません。必要に応じて、ユーザー定義の追
加NCPを作成することもできます。Automatic NCPおよびユーザー定義のNCPの
詳細は、15ページの「Automatic NCPとユーザー定義のNCPの説明」を参照し
てください。NCPの詳細は、15ページの「NCPの説明」を参照してください。

■ ネットワーク構成ユニット (NCU)
NCUとは、NCPを定義するすべてのプロパティーが含まれる個々の構成オブ
ジェクトです。NCUには、リンクNCUとインタフェースNCUの 2つのタイプが
あります。各NCUは、物理リンクまたはインタフェースを表し、そのリンクま
たはインタフェースの構成を定義するプロパティーを含んでいます。NCUの詳細
は、16ページの「NCUの説明」を参照してください。

■ 場所プロファイル

場所プロファイルは、システムのネットワーク構成を構成する 2つの主要なプロ
ファイルタイプの 1つです。場所プロファイルには、システム全体のネット
ワーク構成 (ネームサービス、ドメイン、IPフィルタ、IPsecの構成など)が指定
されます。システム定義とユーザー定義の両方の場所があります。場所プロ
ファイルの詳細は、17ページの「場所プロファイルの説明」を参照してくださ
い。

■ 外部ネットワーク修飾子 (ENM)
ENMとは、システムによって管理されている構成の外部に独自のネットワーク構
成を作成するアプリケーション (たとえば、VPNアプリケーション)を管理するた
めに使用されるプロファイルです。ネットワーク管理デーモン nwamdは、ENMの
一部として指定されている条件に応じて、ENMを有効または無効にしま
す。ENMの詳細は、18ページの「ENMの説明」を参照してください。

■ 既知のWLAN
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既知のWLANプロファイルには、システムに登録されている無線ネットワークの
情報が格納されます。システムは、無線リンクを自動的に構成する間にこの情報
を使用して、使用可能な無線ネットワークへの接続を試行する順序を決定し、保
護された無線ネットワークの鍵情報を見つけます。既知のWLANの詳細は、19
ページの「既知のWLANの説明」を参照してください。

NCPの説明
NCPは、システムのネットワーク構成を定義します。NCPを構成するNCUは、各種
のネットワークリンクやインタフェースを構成する方法、およびそのリンクまたは
インタフェースを起動する条件を指定します。すべてのNCPには、プロファイルの
管理方法を決定する management-typeプロパティーがあります。このプロパティーに
指定できる値は、fixedと reactiveです。

リアクティブNCPを定義するNCUには、各NCUを有効にする条件を示すプロパ
ティー値が含まれています。システムのネットワークは、各NCUに指定されたプロ
パティーと条件を使用して、NCPアクティブ化ポリシーを適用します。NCPアク
ティブ化ポリシーについては、20ページの「プロファイルのアクティブ化ポリ
シー」を参照してください。

システムには、Automatic NCPという 1つのリアクティブNCPが定義されます。追
加のユーザー定義のリアクティブNCPを作成することもできます。

固定NCPも、ネットワーク管理デーモンによって管理されます。ただし、それらの
構成は、固定NCPが有効になっているときに常に適用され、そのNCPがアクティブ
になっている間はシステムによって変更されません。システムには、DefaultFixed

NCPという固定NCPが 1つだけ存在します。固定NCPの詳細は、『Oracle
Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』を参照してくださ
い。

AutomaticNCPとユーザー定義のNCPの説明
Automatic NCPは、システム上に存在する各物理リンクに対応する 1つのリンク
NCUと 1つのインタフェースNCUで構成されるシステム定義のプロファイルで
す。NCUについては、16ページの「NCUの説明」を参照してください。ネット
ワークデバイスが追加または削除されると、Automatic NCPの内容が変更されま
す。ただし、Automatic NCPに関連付けられた構成の設定は編集できません。

Automatic NCPは、動的ホスト構成プロトコル (DHCP)およびアドレスの自動構成を
利用してシステムの IPアドレスを取得します。このプロファイルはまた、無線リン
クよりも有線リンクを優先し、有効になっている各リンクに IPv4と IPv6の両方を
plumbするNCUアクティブ化ポリシーをこのNCPに実装します。代替の IP構成ポ
リシー、または代替のリンク選択ポリシーの指定が必要な場合は、追加の
ユーザー定義のNCPをシステムに作成できます。Automatic NCPは、新しいリンク
がシステムに挿入またはシステムから削除されたときに動的に変更されます。挿入
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または削除されたリンクに対応するすべてのNCUも、同時に追加または削除されま
す。このプロファイルは、ネットワーク管理デーモンによって自動的に更新されま
す。

ユーザー定義のNCPは、ユーザーによって作成および管理されます。指定されたプ
ロファイルからNCUを明示的に追加および削除する必要があります。現在システム
に存在するリンクに関連しないNCUを作成できます。システムに存在するリンクに
関連しないNCUを削除することもできます。さらに、ユーザー定義のNCPのポリ
シーを決定することもできます。たとえば、特定の時間にシステムで複数のリンク
およびインタフェースが有効になることを許可したり、NCUと静的 IPアドレス間に
さまざまな依存関係を指定したりできます。

ユーザー定義のNCPを作成して、このNCPにNCUを追加および削除する段階的な
手順については、46ページの「NCPを作成する」を参照してください。

NCUの説明
NCUは、NCPを構成する個々の構成オブジェクトです。NCUは、システム上の物理
リンクまたはインタフェースを表しています。ユーザー定義のNCPを構成するプロ
セスには、各リンクおよびインタフェースを構成する方法を指定するNCUの作成が
含まれます。リアクティブNCPのNCUでは、各リンクまたはインタフェースを構
成する条件も指定する必要があります。

NCPには次の 2種類があります。

■ リンクNCU

リンクNCU (物理デバイスなど)は、開放型システム間相互接続 (OSI)モデルの第
2層エンティティーです。

■ インタフェースNCU

インタフェースNCU (特に IPインタフェース)は、OSIモデルの第 3層エン
ティティーです。

リンクNCUはデータリンクを表します。データリンクにはさまざまなクラスがあり
ます:

■ 物理リンク (EthernetまたはWiFi)
■ トンネル
■ アグリゲーション
■ 仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN)
■ 仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC)

仮想NICを構成して仮想ネットワークを作成する方法の詳細は、『Oracle Solaris 11.1
での仮想ネットワークの使用』を参照してください。
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場所プロファイルの説明
場所プロファイルでは、基本的な IP接続が確立されたあとに、追加ネットワーキン
グの詳細が提供されます。場所には、システム全体のレベルでのネットワーク構成
に関連するプロパティーセットで構成されるネットワーク構成情報が含まれていま
す。

場所プロファイルは、ネームサービスやファイアウォールの設定などの特定の
ネットワーク構成情報で構成されています (必要に応じて、同時に適用されま
す)。また、場所は必ずしも物理的な場所に対応しているわけではないため、さまざ
まなネットワーク要件を満たすように複数の場所プロファイルを設定できます。た
とえば、会社のイントラネットに接続するときに、1つの場所を使用できます。オ
フィスに配置されている無線アクセスポイントを使用してパブリックイン
ターネットに接続するときに、もう 1つの場所を使用できます。

個々の場所プロファイルには、場所のアクティブ化の選択条件を定義したプロパ
ティーが含まれています。場所のアクティブ化の条件については、22ページの「場
所のアクティブ化の選択条件」を参照してください。

デフォルトでは、3つの場所プロファイルがシステムで事前定義されています。
■ NoNet

場所 NoNetには、非常に具体的なアクティブ化条件があります。このプロファイ
ルは、IPアドレスが割り当てられているローカルインタフェースがない場合にシ
ステムに適用されます。場所 NoNetは、システムではじめて有効化されたあとで
変更できます。この場所のデフォルト設定を復元する場合に備えて、元の場所
NoNetの読み取り専用コピーがシステムに格納されます。

■ Automatic

場所 Automaticは、使用可能なネットワークが複数存在するが、ほかの場所プロ
ファイルが優先されない場合に有効になります。場所 Automaticは、システムで
はじめて有効化されたあとで変更できます。この場所のデフォルト設定を復元す
る場合に備えて、元の場所 Automaticの読み取り専用コピーがシステムに格納さ
れます。

注 –場所 Automaticと AutomaticNCPを混同しないでください。場所 Automatic

は、システムの初期ネットワーク構成が実行されたあとでシステム全体のネット
ワークプロパティーを定義する場所プロファイルのタイプです。Automatic NCP
は、システムのリンクおよびインタフェースのネットワーク構成を指定します。

■ DefaultFixed

場所 DefaultFixedは、DefaultFixed NCPがアクティブであり、少なくとも 1つの
インタフェースに IPアドレスが構成されている場合に有効になります。システム
は、この場所がアクティブである間に関連するサービス管理機能 (SMF)プロパ
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ティーに対して行われた変更を反映するために、場所 DefaultFixedを更新しま
す。場所 DefaultFixedを直接変更することはできません。固定ネットワーク構成
の詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの
接続』を参照してください。

ユーザー定義の場所は、システム全体のネットワーク構成のために指定する値を使
用して作成するプロファイルです。ユーザー定義の場所はユーザーが設定した値で
構成されるが、システム定義の場所には事前設定された値が含まれるという点を除
いて、ユーザー定義の場所はシステム定義の場所と同じです。

ユーザー定義の場所の作成の詳細は、54ページの「場所プロファイルを作成す
る」を参照してください。

ENMの説明
ENMでは、アプリケーションまたはスクリプト (たとえば、VPNアプリケーション)
がNCPおよび場所プロファイルで指定された構成の外部で独自のネットワーク構成
をいつ行うかを指定できます。ENMは、有効または無効になったときにネット
ワーク構成を直接変更するサービスやアプリケーションとして定義することもでき
ます。ENMを有効または無効にする条件を指定できます。ENMを手動で有効または
無効にすることもできます。常にシステムで各プロファイルタイプの 1つのみをア
クティブにできるNCPまたは場所プロファイルとは異なり、同時に複数の ENMが
システムでアクティブになる可能性があります。常にシステムでアクティブな ENM
は、同時にシステムで有効になるNCPまたは場所プロファイルに必ずしも依存しま
せん。

ENMを作成できる外部アプリケーションおよびサービスはいくつか存在します
が、典型的な例としてVPNアプリケーションが挙げられます。システムにVPNをイ
ンストールして構成したあとに、指定された条件でアプリケーションが自動的に有
効および無効になるように、ENMを作成できます。

注 –リアクティブネットワーク構成は、システムのネットワーク構成を直接変更する
機能を持つ外部アプリケーションを自動的に検出できません。VPNアプリ
ケーション、または任意の外部アプリケーションやサービスのアクティブ化または
非アクティブ化を管理するには、まずアプリケーションをインストールしてか
ら、コマンド行インタフェース (CLI)とネットワーク管理GUIのどちらかを使用し
て、そのアプリケーション用の ENMを作成する必要があります。

ENMで実行されるネットワーク構成に関する永続的な情報がシステムによって格納
または追跡される方法は、NCPまたは場所プロファイルに関する情報が格納される
方法とまったく同じではありません。ただし、リアクティブネットワーク構成に
は、外部で開始されたネットワーク構成を記述する機能があります。リアクティブ
ネットワーク構成は、ENMによってシステムに行われた構成の変更に基づいて、ど
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の場所プロファイルをアクティブにすべきかを再評価してから、その場所を有効に
します。たとえば、特定の IPアドレスが使用中であるときに、条件付きで有効化さ
れる場所に切り替えることがあります。いつでも svc:/network/physical:default

サービスが再起動されると、アクティブなNCPで指定されたネットワーク構成が回
復します。同様に ENMが再起動されると、プロセス中にネットワーク構成が破棄さ
れ、再作成される可能性があります。

ENMのプロパティーの作成および変更については、59ページの「ENMプロファイ
ルを作成する」を参照してください。

既知のWLANの説明
既知のWLANプロファイルは、システムから接続された無線ネットワークの構成情
報に基づいてNCPが無線インタフェースを自動的に構成できるように、無線ネット
ワークの情報を格納します。

既知のWLANプロファイルは、自動的に接続できるWLANの詳細を提供します。た
とえば、各プロファイルには優先度値が含まれており、それによって 2つ以上の既
知のネットワークが使用可能な場合に接続される各種無線ネットワークの優先順位
が決まります。優先度値がもっとも小さい数値のプロファイルの優先度がもっとも
高くなります。有効にする無線リンクがNCPに含まれている場合は、既知のWLAN
プロファイルのリストが検査されます。既知のWLANプロファイルがある無線
ネットワークが使用可能な場合は、そのWLANに無線リンクが自動的に接続されま
す。既知のネットワークが 2つ以上使用可能な場合は、優先度がもっとも高い (番号
がもっとも小さい)無線ネットワークがWLANに接続されます。無線リンクが (明示
的なユーザー操作によって)接続されたもっとも新しい無線ネットワークは既知の
WLANリストの先頭に追加され、そのネットワークが新たに優先度がもっとも高い
無線ネットワークになります。これは、以前に接続されたWLANよりも最近接続さ
れたWLANの方が優先されることを意味します。既知のWLANがある時点で同じ優
先度を共有することはありません。既存のWLANと同じ優先度値を持つ新規WLAN
がリストに追加されると、既存のエントリが低い優先度値にシフトします。その結
果、リスト内のその他すべてのWLANの優先度値が動的に低い優先度値にシフトし
ます。

既知のWLANに、1つ以上のキー名を関連付けることもできます。キー名があれ
ば、dladm create-secobjコマンドを使用して独自のキーを作成できます。その
後、既知のWLAN keynameプロパティーにセキュアなオブジェクト名を追加する
と、これらのキーをWLANに関連付けることができます。詳細は、dladm(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。dladmコマンドを使用したデータリンクの操作
の詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接
続』の第 3章「データリンクの操作」を参照してください。

コマンド行ユーティリティーを使用したWLANの管理の詳細は、90ページの「無線
スキャンを実行して、使用可能な無線ネットワークに接続する」を参照してくださ
い。

ネットワークプロファイルとタイプ
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プロファイルのアクティブ化ポリシー
リアクティブネットワーク構成では、リアクティブNCPのNCPアクティブ化ポリ
シーを指定できます。このポリシーは、NCUを有効にするタイミングを記述しま
す。個々の場所プロファイルにも、アクティブ化の条件を定義したプロパティーが
含まれています。

NCU、場所プロファイル、および ENMには activation-modeプロパティーがありま
す。許容される値は、プロファイルタイプごとに異なります。さら
に、activation-modeプロパティーを検証する方法も、各プロファイルが有効になる
条件と同様に、プロファイルごとに異なります。

注 – NCUの activation-modeプロパティーは、manualと prioritizedのどちらかに設
定できます。場所プロファイルの activation-modeプロパ
ティーは、manual、conditional-any、conditional-all、または systemに設定できま
す。

NCPアクティブ化ポリシー
NCPアクティブ化ポリシーは、NCUごとに指定可能なプロパティーと条件を使用す
ることで適用されます。指定されるポリシーの例として、「無線接続よりも有線接
続を優先する」や「一度に 1つのインタフェースをアクティブにする」などがあり
ます。NCPを有効にする方法とタイミングは、NCUタイプごとに設定されたプロパ
ティーで定義されます。

注 –常にインタフェースNCUは、ベースとなるリンクNCUに関連付ける必要があり
ます。各インタフェースNCUは、関連付けられたリンクNCUを有効にするとアク
ティブになります。netadmコマンドを使用すると、NCUのデフォルト動作を
オーバーライドできます。ただし、ベースとなるリンクNCUとの依存性は削除でき
ません。たとえば、関連付けられたリンクNCUを有効化せずにインタフェース
NCUを有効化する場合は、そのインタフェースのベースとなるNCUが有効になる
まで、インタフェースは実際にオンラインになりません。

NCUのアクティブ化プロパティー
ネットワーク接続を有効にする方法は、リンクNCUのプロパティーで設定されま
す。NCPのアクティブ化ポリシーを定義する際には、次のプロパティーが使用され
ます。

■ activation-modeプロパティー

このプロパティーには、manualと prioritizedのどちらかを設定できます。

プロファイルのアクティブ化ポリシー
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■ manual – NCUのアクティブ化が管理者によって管理されます。netadmコマン
ドまたはネットワーク管理GUIを使用すると、NCUを有効または無効にでき
ます。NCUの activation-modeプロパティーが manualに設定されている場合
は、priority-groupと priority-mode NCUプロパティーに設定された値はどち
らも無視されます。

■ prioritized –指定されたNCUの priority-groupと priority-modeプロパ
ティーで設定された値に従って、NCUが有効になります。優先順位が付けら
れたNCUでは、有効なプロパティーは常に trueです。

優先順位が付けられたアクティブ化によって、リンクのグループを同時に有効
にできます。この起動モードでは、1つ以上のリンクをその他のリンクよりも
優先させることもできます。priority-groupプロパティーは、指定されたリン
クに数値の優先度を割り当てます。優先度が同じリンクはすべて、1つのグ
ループとして検査されます。priority-modeプロパティーは、有効にするグ
ループで使用可能になる可能性がある、または使用可能にする必要があるグ
ループメンバーの数を定義します。

■ enabledプロパティー (activation-modeは manualに設定される)

このプロパティーに指定可能な値は trueまたは falseです。このプロパティーの
値は設定できません。より正確には、この値は手動で有効にしたNCUの現在の
状態を反映しており、netadmコマンドまたはネットワーク管理GUIを使用して変
更できます。

■ priority-groupプロパティー (activation-modeが prioritizedに設定されている)

値は数値です。ゼロ (0)は優先度がもっとも高いことを示します。負の値は無効
です。

使用可能なすべての優先グループの中で、使用可能なもっとも高い優先度のグ
ループのNCUのみが有効になります。複数の同じ優先度のNCUが使用可能であ
る場合、アクティブ化動作は priority-modeプロパティーで定義されます。優先
度番号は絶対値ではありません。NCPリポジトリが更新されると、値が変更され
る可能性があります。

注 –優先度の順序は厳格に適用されます。

■ priority-modeプロパティー (activation-modeが prioritizedに設定されている)

このプロパティーは、priority-groupプロパティーの値が指定されている場合に
設定されます。

プロファイルのアクティブ化ポリシー
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このプロパティーの値は次のとおりです。

■ exclusive –常に優先グループ内で 1つのNCUのみをアクティブにできること
を指定します。優先グループ内で 1番目に使用可能なNCUが有効になり、グ
ループ内のほかのNCUは無視されます。

■ shared –優先グループ内の複数のNCUを同時にアクティブにできることを指
定します。優先グループ内で使用可能な任意のNCUが有効になります。

■ all –優先グループが使用可能であり、したがってアクティブにできるとみな
されるには、優先グループ内のすべてのNCUが使用可能でなければならない
ことを指定します。

NCPポリシーの例
次の例では、複数の有線リンクが同時に有効になることを指定するNCPポリシーに
従ってNCUのプロパティーが設定されています。

すべての物理リンク用:

■ NCUタイプ: link
■ NCUクラス: phys
■ activation-mode: prioritized
■ priority-group: 0 (有線の場合)
■ priority-mode: shared (有線の場合)

次の例では、アクティブなリンクがシステムに常に 1つだけ存在する可能性がある
ことを指定するNCPポリシーに従ってNCUのプロパティーが設定されています。

すべての物理リンク用:

■ NCUタイプ: link
■ NCUクラス: phys
■ activation-mode: prioritized
■ priority-group: 0 (有線の場合)
■ priority-mode: exclusive

場所のアクティブ化の選択条件
アクティブ化の条件を定義するプロパティーは、場所プロファイルが有効になる条
件に関する情報を指定します。netadmコマンドまたはネットワーク管理GUIを使用
すると、場所プロファイルを手動で有効にできます。場所を明示的に有効にしない
場合は、ネットワーク管理デーモン nwamdによって、条件付きで有効化およびシステ
ムで有効化されたすべての場所プロファイルのアクティブ化規則がチェックされた
あとに、現在のネットワーク環境に最適な場所が選択されます。
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nwamdデーモンは、構成されたすべての場所に対する選択条件を継続的に再評価
し、そのたびに現在のネットワーク環境に最適な条件を持つ場所を判定するアルゴ
リズムを使用します。場所に適した一致がない場合は、場所 Automaticが有効になり
ます。

ネットワーク環境を変更すると、nwamdデーモンが場所の選択を継続的に再評価し
て、新しい環境に最適な一致を決定します。ただし、netadmコマンドを使用して場
所プロファイル (手動で有効化した場所または条件付きで有効化した場所)を明示的
に有効にする場合は、その場所を明示的に無効にするか、別の場所を有効にするま
で、場所はアクティブなままです。この状況では、より適切な一致があるかどうか
に関係なく、ネットワーク環境を変更しても場所プロファイルは変更されませ
ん。現在の場所を明示的に指定することにより、実質的には最良の一致が決定され
ます。プロファイルを有効および無効にする手順については、75ページの「プロ
ファイルを有効および無効にする」を参照してください。

ユーザー定義の場所を有効にするタイミングと方法の選択条件は、次のプロパ
ティーで指定されます。

■ activation-mode

■ conditions

activation-modeプロパティーは、次の使用可能な値のいずれかに設定されます。

■ manual

■ conditional-any

■ conditional-all

■ system

注 – activation-modeプロパティーの値 systemは、システムで提供される場所
Automatic、NoNet、および DefaultFixedにのみ割り当てることができます。値
systemは、これらの場所がアクティブになる条件がシステムで決定されることを示
します。

activation-modeプロパティーが conditional-anyまたは conditional-allに設定され
ている場合は、conditionsプロパティーにユーザー定義の条件式 (複数可)が含まれ
ます。各式に含まれる条件には、ブール型の値を割り当てることができます (ncu
ip:net0 is-not activeなど)。この例の条件は、場所または ENMのアクティブ化に
使用できます。net0の IP NCUがオンラインでない場合、この条件は trueになりま
す。この式により、場所または ENMが有効になるタイミングが決まり、条件が満た
されない場合、場所または ENMは無効になります。

activation-modeプロパティーが conditional-anyに設定されている場合は、条件の
いずれかに該当すれば条件を満たすことになります。

activation-modeプロパティーが conditional-allに設定されている場合は、条件の
すべてに該当しなければ条件を満たすことになりません。

プロファイルのアクティブ化ポリシー

第 1章 • リアクティブネットワーク構成 (概要) 23



場所と ENMは、ユーザー指定の条件セットに基づいてアクティブ化できます。条件
は、プロファイルタイプとプロファイルプロパティーを含むオブジェクト型に対し
て設定できます。次の表では、条件文字列を作成する際に使用可能な条件および演
算を定義します。

表 1–1 条件文字列を作成するための条件と演算

オブジェクト型 条件 オブジェクト 例

ncp、ncu、enm、loc is/is-not active オブジェクトの名前 ncp Automatic is active

essid is/is-not

contains/does-not-contain

WiFiネットワークの
essid

essid contains guest

bssid is/is-not WiFiネットワークの
アクセスポイントの
bssid/MACアドレス

bssid is clear-guest

ip-address is/is-not IPv4または IPv6アド
レス

ip-address is 10.0.8.0/24

ip-address is-in-range/is-not-in-range IPv4または IPv6アド
レスとネットマス
ク/接頭辞の長さ

ip-address is-in-range

10.34.24.0/24

advertised-domain is/is-not

contains/does-not-contain

ドメインの名前 advertised-domain is

example.com

system-domain is/is-not

contains/does-not-contain

ドメインの名前 system-domain contains

mycompany

注 – essidプロパティーは、無線 LAN (WLAN)のネットワーク名であるExtended
Server Set Identifier (ESSID)を表します。bssidプロパティーは、特定の無線アクセス
ポイント (WAP)または任意のアクセスポイント (AP)のMACアドレスである Basic
Service Set Identifier (BSSID)を表します。

advertised-domainプロファイルプロパティーと system-domainプロファイルプロパ
ティーとの区別に注意してください。通知されたドメインは、外部通信によって検
出されます。たとえば、DNSdmainや NISdmainドメイン名は、DHCPサーバーに
よって通知されます。このプロファイルプロパティーは、場所の条件付きアク
ティブ化に役立ちます。たとえば、通知されたドメインが mycompany.comである場
合、workという場所を有効にします。system-domainプロファイルプロパ
ティーは、システムに現在割り当てられているドメインです。それは、domainname

コマンドで返される値です。このプロファイルプロパティーは、場所が有効化され
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ており、その特定のドメインに対してシステムが構成されてはじめて trueになるの
で、ENMの条件付きのアクティブ化に役立ちます。詳細は、domainname(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

場所のプロパティーの詳細は、17ページの「場所プロファイルの説明」を参照して
ください。

プロファイル構成タスク
リアクティブネットワーク構成では、netcfgおよび netadmコマンドを使用すること
で、プロファイルを作成および構成したり、それらに関する情報を取得したりでき
ます。プロファイルを介してネットワーク接続を構成する場合は、netcfgコマンド
を使用できます。プロファイル (NCP、場所、ENM、WLAN)およびNCU (NCPを構
成する個々の構成オブジェクト)のステータスを管理および取得する場合は、netadm

コマンドを使用できます。さらに、GUIが存在しない場合でも、netadmコマンドを
使用すれば、ネットワーク管理デーモン nwamdと対話できます。

リアクティブネットワーク環境で実行するタスクを次に示します。

■ netcfg createコマンドを使用して、ユーザー定義のプロファイルを作成しま
す。詳細は、44ページの「ユーザー定義のプロファイルを作成する」を参照し
てください。

■ netcfg setまたは netcfg walkpropコマンドを使用して、指定されたユーザー定義
プロファイルのプロパティーの 1つまたはすべてを設定または変更します。詳細
は、66ページの「プロファイルのプロパティー値を設定および変更する」およ
び 74ページの「walkpropサブコマンドを使用してプロパティー値を表示および
変更する」を参照してください。

■ netcfg revertコマンドを使用して、プロファイルに行われた変更を削除し、その
プロファイルの以前の構成に戻します。

■ netcfg listコマンドを使用して、システムに存在するプロファイルおよびそれら
のプロパティー値をすべて一覧表示します。詳細は、70ページの「システム上
のすべてのプロファイル構成情報を一覧表示する」を参照してください。

■ netcfg listコマンドを使用して、指定されたプロファイルのすべてのプロパ
ティー値を一覧表示します。詳細は、82ページの「プロファイルの現在の状態
を表示する」を参照してください。

■ netcfg getコマンドを使用して、プロファイルに関連付けられた各プロパ
ティーを一覧表示します。詳細は、72ページの「特定のプロパティーの値を取
得する」を参照してください。

■ netcfg verifyコマンドを使用して、プロファイルに有効な構成があることを確認
します。

■ netcfg commitコマンドを使用して、現在のプロファイル指定を永続ストレージに
確定し、さらにプロファイルに有効な構成があることを確認します。

プロファイル構成タスク
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■ netcfg destroyコマンドを使用して、ユーザー定義のプロファイルを削除しま
す。詳細は、88ページの「プロファイルを削除する」を参照してください。

注 –システム定義のプロファイルを作成または削除することはできません。

■ netcfg exportコマンドを使用して、ユーザー定義のプロファイルの現在の構成を
標準出力またはファイルにエクスポートします。詳細は、84ページの「プロ
ファイル構成をエクスポートおよび復元する」を参照してください。

注 –システム定義のプロファイルはどれもエクスポートできません。システム定
義のプロファイルには、Automaticと DefaultFixedの各NCP、および
Automatic、NoNet、DefaultFixedの各場所が含まれています。

■ netadm enableおよび netadm disableコマンドを使用して、指定されたプロファイ
ルを有効または無効にします。詳細は、75ページの「プロファイルを有効およ
び無効にする」を参照してください。

■ netadm listコマンドを使用して、使用可能なプロファイルおよびそれらの現在の
状態をすべて一覧表示します。詳細は、82ページの「プロファイルの状態に関
する情報を表示する」を参照してください。

■ netadm show-eventsコマンドを使用して、リアクティブネットワークからのイベ
ントのストリームを待機して表示します。詳細は、91ページの「すべての
ネットワーク接続の現在の状態を監視する」を参照してください。

■ netadm scan-wifiおよび netadm select-wifiコマンドを使用して、指定されたリ
ンクの無線スキャンを開始し、その指定されたリンクのスキャン結果から接続す
る無線ネットワークを選択します。詳細は、90ページの「無線スキャンを実行
して、使用可能な無線ネットワークに接続する」を参照してください。

タスク関連のすべての情報については、第 2章「リアクティブネットワークプロ
ファイルの作成と構成 (タスク)」および第 3章「リアクティブネットワーク構成の管
理 (タスク)」を参照してください。
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注 – NCUに関しては、netcfgコマンドを使用して表示または変更できるプロパ
ティーのセットは制限されます。ipadmおよび dladmコマンドを使用すると、現在ア
クティブなNCPの使用可能なすべてのリンクおよびインタフェースのプロパ
ティーを作成、表示、または変更できます。ただし、リアクティブNCPに関して
は、netcfgコマンドを使用するとNCUのアクティブ化条件を変更できます。

ipadmおよび dladmコマンドの詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構
成を使用したシステムの接続』の第 4章「IPインタフェースの操作」および『Oracle
Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』の第 3章「データ
リンクの操作」を参照してください。

netcfgコマンドは、対話型モード、コマンド行モード、またはコマンドファイル
モードで使用できます。netcfgコマンドは階層構造であるため、対話型モードで使
用した方が理解が容易です。各種モードの詳細は、36ページの「netcfgを使用して
プロファイルを構成する」を参照してください。

netcfgコマンドについては、netcfg(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。netadmコマンドについては、netadm(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

リアクティブネットワークプロファイルのしくみ
システムは、デフォルトのリアクティブプロファイルとして Automatic NCPと
Automatic場所プロファイルを提供します。これらのプロファイルでは、有線または
無線ネットワークの基本構成がユーザーとの対話なしで自動的に実行されます。リ
アクティブネットワークと対話する必要があるのは、無線ネットワークのセキュリ
ティーキーやパスワードを入力するなど、システムから詳細な情報を要求された場
合に限ります。

自動 (またはリアクティブ)ネットワーク構成は、次のイベントおよびアクティビ
ティーで呼び出されます。

■ Ethernetケーブルを接続または切断する
■ WLANカードを接続または切断する
■ 有線インタフェースまたは無線インタフェース (あるいは両方)が使用可能なとき
にシステムをブートする

■ 有線インタフェースまたは無線インタフェース (あるいは両方)が使用可能な (サ
ポートされている)ときに保存停止から再開する

■ DHCPリースを取得または解放する

リアクティブネットワークプロファイルのしくみ
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Automatic NCPでは、ネットワークの基本構成を自動的に実行するため、次の基本ポ
リシーが実装されます。

■ DHCPを使用して、使用可能な (接続されている)すべての Ethernetインタ
フェースを構成します。

■ Ethernetインタフェースが接続されていない場合や、IPアドレスを取得できない
場合は、1つの無線インタフェースを有効にすると、既知のWLANリストから最
適なWLANが選択され自動的に接続されます。あるいは、ユーザーが接続する無
線ネットワークを選択するまで待機します。

■ 1つ以上の IPv4アドレスが取得されるまで、場所 NoNetはアクティブのままにし
ます。この場所プロファイルには、IPアドレスの取得に関連するデータ (DHCP
および IPv6 autoconfメッセージ)のみを渡すという厳格な IP振り分け規則があり
ます。場所 NoNetのすべてのプロパティーは、アクティブ化条件を除いて変更可
能です。

■ 1つ以上の IPv4アドレスがシステムのインタフェースのいずれかに割り当てられ
たら、場所 Automaticをアクティブ化します。この場所プロファイルには、IP
フィルタや IPsecの規則はありません。場所プロファイルには、DHCPサーバーか
ら取得されたドメインネームシステム (DNS)構成データが適用されます。場所
NoNetと同様に、場所 Automaticのすべてのプロパティーは、アクティブ化条件を
除いて変更可能です。

■ システムで IPv4アドレスが割り当てられていない場合は、常に場所 NoNetを適用
します。1つ以上の IPv4アドレスが割り当てられている場合は、現在のネット
ワーク状況に最適なアクティブ化の規則を持つ場所プロファイルを選択しま
す。より適した一致が存在しない場合は、場所 Automaticに戻ります。

詳細は、20ページの「プロファイルのアクティブ化ポリシー」を参照してくださ
い。

ネットワークを自動的に構成するようにDHCPサービスを管理する方法の詳細
は、『Oracle Solaris 11.1でのDHCPの作業』を参照してください。

リアクティブネットワークとその他のOracle Solaris
ネットワーク技術の連携動作

リアクティブネットワーク構成は、次に示すその他のOracle Solarisネットワーク技
術と連携して動作します。

■ ネットワーク仮想化
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リアクティブネットワーク構成は、次のようなさまざまなOracle Solarisのネット
ワーク仮想化と連携して動作します。
■ 仮想マシン: Oracle VM Server for SPARC (以前の論理ドメイン)およびOracle

VM VirtualBox
リアクティブネットワークプロファイルは、Oracle Solarisのホストとゲストの
両方でサポートされます。リアクティブネットワーク構成は、指定された仮想
マシンに属するインタフェースのみを管理し、ほかの仮想マシンには干渉しま
せん。

■ Oracle Solarisゾーンとスタックインスタンス
リアクティブネットワークプロファイルは、大域ゾーンまたは排他的なス
タック (非大域)ゾーンで動作します。

注 –共有スタックゾーンのネットワーク構成は常に大域ゾーンで管理されるた
め、共有スタックゾーンではリアクティブネットワークプロファイルを使用で
きません。

■ 動的再構成とNCP
システムのネットワーク構成に対する動的再構成 (DR)機能とホットプラグ機能
は、これらの機能をサポートするシステムでのみサポートされます。システムの
アクティブなNCPがリアクティブ (Automaticまたはユーザー定義のリアクティブ
プロファイル)または固定 (DefaultFixed)である場合は、これらの機能を使用する
とデバイスを追加または削除できます。ただし、システムの動作はアクティブな
プロファイルによって異なります。

Automaticプロファイルがアクティブであり、デバイスが差し込まれている場
合、Automatic NCPは新たに追加されたデバイスの IP構成を自動的に作成しま
す。リアクティブ (Automaticまたはユーザー定義の)プロファイルがアクティブ
である場合にデバイスを取り外すと、そのデバイスの IPが構成解除されます
が、Automatic NCPのみは永続的な構成を削除します。固定プロファイルがアク
ティブなNCPである場合は、デバイスを追加したあとで IP構成を明示的に追加
するか、デバイスを削除する前に IP構成を明示的に削除する必要があります。
デバイスの動的な構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:デバイスとファイル
システム』を参照してください。固定プロファイルを使用する場合の動的再構成
の実行の詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシス
テムの接続』の「動的再構成を使用してネットワークインタフェースカードを交
換する方法」を参照してください。

■ 固定ネットワークコマンド

アクティブなNCPが DefaultFixedまたはリアクティブネットワークによって管
理されているユーザー定義のNCPである場合は、ipadmおよび dladmコマンドを
使用すると、現在のネットワーク構成を表示したり、現在アクティブなNCPを変
更したりできます。リアクティブ (NWAM管理) NCPがアクティブである場合

リアクティブネットワークとその他のOracle Solarisネットワーク技術の連携動作
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は、これらのコマンドで作成されたリンクおよびインタフェースに対して暗黙の
アクティブ化条件が割り当てられ、これらがベースとなるリンクまたはインタ
フェースに依存するようになります。たとえば、dladmを使用してVNICを作成し
た場合、そのVNIC NCUにはそのベースとなるリンクへの暗黙の依存関係が含ま
れます。

ipadmおよび dladmコマンドの詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク
構成を使用したシステムの接続』の第 4章「IPインタフェースの操作」およ
び『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』の
第 3章「データリンクの操作」を参照してください。

SMFネットワークサービス
Oracle Solarisでは、次のようにネットワーク構成が複数の SMFサービスで実装され
ています。

■ svc:/network/loopback:default – IPv4および IPv6のループバックインタフェース
を作成します。

■ svc:/network/netcfg:default –ネットワーク構成リポジトリを管理します。その
主要な機能は netcfgdデーモンを起動することです。このサービス
は、svc:/network/physical:defaultサービスの前提条件です。

■ svc:/network/physical:default –リンクを起動して、IPインタフェースを plumb
します。このサービスは、ネットワーク管理デーモン nwamdを起動します。

■ svc:/network/location:default – nwamdデーモンによって選択された場所プロ
ファイルを有効にします。このサービスは、svc:/network/physical:default

サービスに依存します。

注 – svc:/network/location:defaultサービスには、現在の場所プロファイルを格
納するプロパティーがあります。このプロパティーは直接操作しないでくださ
い。代わりに、CLIまたはネットワーク管理GUIを使用して、これらの種類を変
更します。

ネットワーク構成のセキュリティーと承認
リアクティブネットワーク構成のセキュリティーには、次のコンポーネントが含ま
れます。

■ CLI (netcfgと netadmコマンド)
■ ネットワーク管理GUI
■ ネットワークプロファイルリポジトリデーモン (netcfgd)
■ ネットワーク管理デーモン (nwamd)
■ ネットワーク構成管理ライブラリ (libnwam)

SMFネットワークサービス
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netcfgdデーモンは、すべてのネットワーク構成情報が格納されるリポジトリを制御
します。netcfgコマンド、ネットワーク管理GUI、および nwamdデーモン
は、netcfgdデーモンにリクエストを送信してリポジトリにアクセスします。これら
の機能コンポーネントは、ネットワーク構成管理ライブラリ libnwamを介してリクエ
ストします。

ネットワーク構成に関連する承認とプロファイル
現在のネットワーク構成実装では、特定のタスクを実行する際に次の承認が使用さ
れます。

■ solaris.network.autoconf.read – netcfgdデーモンで検証されるネットワークプロ
ファイルデータの読み取りを有効にします

■ solaris.network.autoconf.write – netcfgdデーモンで検証されるネットワークプ
ロファイルデータの書き込みを有効にします

■ solaris.network.autoconf.select – nwamdデーモンで検証される新しい構成データ
の適用を有効にします。

■ solaris.network.autconf.wlan –既知のWLAN構成データの書き込みを有効にし
ます。

これらの承認は、auth_attrデータベースに登録されています。詳細
は、auth_attr(4)のマニュアルページを参照してください。

solaris.network.autoconf.read承認は、すべてのユーザーにデフォルトで割り当て
られる Basic Solaris User権利プロファイルに含まれています。したがって、この承認
を持つユーザーは、現在のネットワーク状態とすべてのネットワークプロファイル
の内容を表示できます。

追加の権利プロファイルとして、Network Autoconf UserとNetwork Autoconf Adminの
2つがあります。Network Autoconf Userプロファイルには、read、select、および
wlan承認があります。Network Autoconf Adminプロファイルには、write承認が追加
されます。Network Autoconf Userプロファイルは、Console Userプロファイルに割り
当てられます。したがって、デフォルトでは、コンソールにログインしている
ユーザーならだれでも、プロファイルの表示、有効化、および無効化が可能で
す。Console Userプロファイルには solaris.network.autoconf.write承認が割り当て
られていないため、この承認を持つユーザーはNCP、NCU、場所、または ENMを
作成または変更できません。ただし、Console UserプロファイルはWLANを表
示、作成、および変更することはできます。

ネットワーク構成のセキュリティーと承認
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ユーザーインタフェースを使用するために必要な
承認
netcfgおよび netadmコマンドは、Basic Solaris User権利プロファイルを持つ
ユーザーがネットワークプロファイルを表示するために使用できます。このプロ
ファイルは、デフォルトですべてのユーザーに割り当てられます。

netadmコマンドは、Network Autoconf UserまたはConsole Userプロファイルを持つ
ユーザーがネットワークプロファイルを有効にするために使用することもできま
す。Console Userプロファイルは、/dev/consoleからシステムにログインしている
ユーザーに自動的に割り当てられます。

netcfgコマンドを使用してネットワークプロファイルを変更するに
は、solaris.network.autoconf.write承認またはNetwork Autoconf Adminプロファイ
ルが必要です。

プロファイル名を指定して profilesコマンドを使用すると、権利プロファイルに関
連付けられた特権を特定できます。詳細は、profiles(1)のマニュアルページを参照
してください。

たとえば、Console User権利プロファイルに関連付けられた特権を特定するには、次
のコマンドを使用します。

$ profiles -p "Console User" info

Found profile in files repository.

name=Console User

desc=Manage System as the Console User

auths=solaris.system.shutdown,solaris.device.cdrw,solaris.smf.manage.vbiosd,

solaris.smf.value.vbiosd

profiles=Suspend To RAM,Suspend To Disk,Brightness,CPU Power Management,

Network Autoconf User,Desktop Removable Media User

help=RtConsUser.html

ネットワーク管理GUIには、特権がない次のコンポーネントが含まれています。こ
れらのコンポーネントには、起動する方法および実行する必要のあるタスクに応じ
て、承認が付与されます。

■ ネットワーク構成とステータスパネルの存在

このコンポーネントは、ユーザーがネットワーク構成と対話できるようにするデ
スクトップ内のパネルアプレットです。このパネルは、すべてのユーザーが実行
可能であり、システムの自動構成を監視したり、イベント通知を処理したりする
際に使用されます。このパネルを使用して、WiFiネットワークの選択や、手動に
よる場所の切り替えなどの一部の基本ネットワーク構成タスクを実行することも
できます。このような種類のタスクを実行するには、Network Autoconf User権利
プロファイルが必要です。このパネルは /dev/consoleからログインしていて
Console Userプロファイルを持っているユーザーの承認で実行されているた
め、この権利プロファイルはデフォルトの構成で使用可能です。

ネットワーク構成のセキュリティーと承認
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■ ネットワーク管理GUI
ネットワーク管理GUI (以前はNWAM GUIと呼ばれていたもの)は、デスク
トップからネットワーク構成と対話するための主要な手段です。GUIを使用し
て、ネットワークステータスの表示、NCPと場所プロファイルの作成と変更、お
よび構成済み ENMの開始と終了を行います。GUIと対話するには、4つの
solaris.network.autoconf承認またはNetwork Autoconf Adminプロファイルが必
要です。デフォルトでは、Console Userプロファイルに、GUIを使用してネット
ワークステータスおよびプロファイルを表示するために必要な承認が含まれてい
ます。さらに、GUIを使用してプロファイルを変更するに
は、solaris.network.autoconf.write承認またはNetwork Autoconf Adminプロ
ファイルが必要です。

追加の承認を取得するには、次の方法のいずれかを実行します。

■ 特定のユーザーにNetwork Autoconf Adminプロファイルを割り当てます。
特定のユーザーの /etc/user_attrファイルを編集すれば、直接そのユーザーに適
切な承認または権利プロファイルを割り当てることができます。

■ Console UserプロファイルにNetwork Autoconf Adminプロファイルを割り当てま
す。

デフォルトで割り当てられるNetwork Autoconf Userプロファイルの代わりに、こ
のプロファイルをConsole Userプロファイルに割り当てることもできます。この
プロファイルを割り当てるには、/etc/security/prof_attrファイルのエントリを
編集します。

ネットワーク構成タスクを検索する場所
次の表には、ネットワーク構成のトピック、および詳細情報の記載場所を一覧表示
します。

ネットワークタスク 参照先

netcfgコマンドを使用して、プロファイルと構
成オブジェクトの作成、変更、および一覧表示
を行います。

第 2章「リアクティブネットワークプロファイ
ルの作成と構成 (タスク)」

netadmコマンドを使用して、プロファイルと構
成オブジェクトに関する情報の表示、およびそ
れらの管理を行います。

第 3章「リアクティブネットワーク構成の管理
(タスク)」

デスクトップからネットワーク管理GUIを使用
して、ネットワークステータスに関する情報の
表示、ネットワーク接続の切り替え、およびプ
ロファイルと構成オブジェクトの作成と変更を
行います。

第 4章「ネットワーク管理グラフィカル
ユーザーインタフェースの使用」およびオンラ
インヘルプ

ネットワーク構成タスクを検索する場所
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ネットワークタスク 参照先

リアクティブネットワーク構成と固定ネット
ワーク構成を切り替えます。

80ページの「固定ネットワーク構成とリアク
ティブネットワーク構成を切り替える」

現在アクティブなNCPでネットワーク構成を作
成します。

『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成
を使用したシステムの接続』の第 3章「データ
リンクの操作」および『Oracle Solaris 11.1での
固定ネットワーク構成を使用したシステムの接
続』の第 4章「IPインタフェースの操作」

仮想ネットワークを構成および管理します。 『Oracle Solaris 11.1での仮想ネットワークの使
用』の第 1章「Oracle Solarisでのネットワーク
仮想化およびリソース管理」

ネットワーク構成タスクを検索する場所
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リアクティブネットワークプロファイル
の作成と構成 (タスク)

この章では、netcfgコマンドを対話型モードまたはコマンド行モードで使用してシ
ステム上にリアクティブネットワークを構成するために実行できるプロファイル
ベースのネットワーク構成タスクについて説明します。これらの構成タスクに
は、ユーザー定義のプロファイルの作成、ユーザー定義のプロファイルの変更、お
よびシステムネットワーク構成を制御するさまざまな SMFサービスの管理が含まれ
ます。

この章では主にリアクティブプロファイルに焦点を当てていますが、netcfgコマン
ドには、固定プロファイルに関連する (主に固定プロファイルとそれらのプロパ
ティーを表示するための)限定的な機能も含まれています。詳細は、70ページ
の「システム上のすべてのプロファイル構成情報を一覧表示する」を参照してくだ
さい。

この章の内容は次のとおりです。

■ 36ページの「netcfgを使用してプロファイルを構成する」
■ 39ページの「netcfgおよび netadmサブコマンド」
■ 44ページの「ユーザー定義のプロファイルを作成する」
■ 66ページの「プロファイルのプロパティー値を設定および変更する」
■ 69ページの「システム上のプロファイル構成情報を一覧表示する」
■ 75ページの「プロファイルを有効および無効にする」

ネットワーク構成の切り替え、プロファイル状態の表示、プロファイルのエクス
ポートと復元、プロファイルの削除、および既知の無線ネットワークの管理につい
ては、第 3章「リアクティブネットワーク構成の管理 (タスク)」を参照してくださ
い。

システムのネットワークと対話する方法、およびデスクトップからネットワーク構
成を管理する方法については、第 4章「ネットワーク管理グラフィカルユーザーイ
ンタフェースの使用」を参照してください。

リアクティブネットワーク構成の概要については、第 1章「リアクティブネット
ワーク構成 (概要)」を参照してください。

2第 2 章
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netcfgを使用してプロファイルを構成する
netcfgコマンドを使用すると、ユーザー定義のプロファイルを選択、作成、変
更、および削除できます。netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfg

のサブコマンド」を参照してください。netcfgコマンドは、対話型モードまたはコ
マンド行モードで使用できます。このコマンドでは、プロファイル構成情報の出力
ファイルへのエクスポートもサポートされています。

Console User特権がある場合は、netcfgコマンドを使用すると、プロファイル構成
データを表示したり、既知のWLANオブジェクトを表示、作成、および変更したり
できます。これらの特権は、/dev/consoleからシステムにログインしている
ユーザーに自動的に割り当てられます。Network Autoconf Admin権利プロファイルを
持つユーザーは、すべてのタイプのリアクティブネットワーク (NWAM管理)プロ
ファイルと構成オブジェクトを作成および変更することもできます。詳細は、
30ページの「ネットワーク構成のセキュリティーと承認」を参照してください。

次のいずれかのモードでプロファイルを作成および構成できます。

■ コマンド行モード
■ 対話型モード
■ コマンドファイルモード

netcfg対話型モードでは、このコマンドで使用する構文は比較的明確です。ただ
し、コマンド行モードでは構文があまり明確でない場合があります。

netcfg対話型モード
netcfgコマンドでは、スコープの概念が使用されます。このコマンドを対話形式で
使用する場合、スコープは常にプロファイルタイプおよび実行中のタスクに依存し
ます。端末ウィンドウで netcfgコマンドを入力すると、プロンプトがグローバルス
コープに表示されます。

グローバルスコープのプロンプトから、selectまたは createサブコマンドを使用す
ると、最上位のプロファイルである次のプロファイルタイプを表示、変更、または
作成できます。

■ NCP
■ 場所
■ ENM
■ 既知のWLAN

プロファイルを作成または選択する前に、netcfg対話型プロンプトが次の形式で表
示されます。

netcfg>

netcfgを使用してプロファイルを構成する
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プロファイルを作成または選択したあとは、netcfg対話型プロンプトが次のように
表示されます。

netcfg:profile-type:profile-name>

netcfgコマンドを対話型モードで使用すると、次のタスクを実行できます。

■ プロファイルを作成します。
■ プロファイルを選択して変更します。
■ プロファイルに関する必須情報がすべて設定され、有効であることを確認しま
す。

■ 新しいプロファイルの変更を確定します。
■ 永続ストレージで変更を確定しないで、現在のプロファイル構成を取り消しま
す。

■ プロファイルに行なった変更を元に戻します。

netcfg対話型モードでの作業中に最上位プロファイルを選択または作成すると、コ
マンドプロンプトが場所プロファイルおよび ENMのプロファイルスコープに表示さ
れます。例:

netcfg> select loc test-loc

netcfg:loc:test-loc>

NCPが選択された場合は、コマンドプロンプトがNCPスコープに表示されま
す。NCPスコープから、NCUを選択または作成できます。NCUを選択または作成す
ると、選択したNCUのプロファイルスコーププロンプトになります。このスコープ
では、現在選択されているプロファイルに関連付けられたすべてのプロパティーを
表示および設定できます。

次の例では、最初に User NCPが選択され、次にNCPスコープでNCUが作成されま
す。この操作により、新たに作成されたNCUのプロファイルスコープになりま
す。このスコープでは、NCUのプロパティーを表示または設定できます。

netcfg> select ncp User

netcfg:ncp:User> create ncu phys net2

Created ncu ’net2’. Walking properties ...

activation-mode (manual) [manual|prioritized]>

どのスコープでも、コマンドプロンプトは現在選択されているプロファイルを示し
ます。このスコープでプロファイルに行われた変更は、確定できます。つまり、変
更は永続ストレージに保存されます。変更は、スコープの終了時に暗黙的に確定さ
れます。選択したプロファイルに行なった変更を確定しない場合は、そのプロ
ファイルを最後に確定したときの状態に戻すことができます。この操作を行う
と、そのレベルでプロファイルに行なった変更が元に戻ります。revertサブコマン
ドと cancelサブコマンドは同じように動作します。
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注 – walkpropサブコマンドは、プロファイルに関連付けられた各プロパティーを「調
査」するものであり、対話型モードで使用する場合にのみ有効です。netcfgのサブ
コマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照してください。

netcfgコマンド行モード
コマンド行モードでは、選択したプロファイルまたはプロパティーに影響を与える
サブコマンドは、選択したプロファイルまたはプロパティーが存在する特定のス
コープで実行する必要があります。したがって、NCUのプロパティー値を取得する
には、getサブコマンドをその特定のNCUのスコープで使用します。

たとえば、User NCPで myncuというNCUの属性である、プロパティー ip-versionの
値を取得するには、次の構文を使用します。

$ netcfg "select ncp User; select ncu ip myncu; get ip-version"

この構文では、次の点に注意してください:

■ 各スコープはセミコロンで区切られます。
■ selectサブコマンドは、各スコープで (グローバルスコープとプロファイルス
コープで 1回ずつ)発行されます。

■ getサブコマンドは、プロパティー ip-versionが存在するスコープ内で使用され
ます。

■ シェルでセミコロンが解釈されないようにするには、二重引用符が必要です。

注 –コマンド行モードでは、完全なコマンドを単一行で入力する必要がありま
す。netcfgコマンドをコマンド行モードで使用することによって、選択したプロ
ファイルに行なった変更は、コマンド入力が完了するとすぐに永続ストレージに確
定されます。

39ページの「netcfgのサブコマンド」に記載されたサブコマンドのうち、walkprop

サブコマンドを除くすべてをコマンド行モードで使用できます。

netcfgコマンドファイルモード
コマンドファイルモードでは、プロファイル構成情報とコマンドがファイルから取
得されます。ファイル内のコマンドは、対話型モードの場合と同じか、exportサブ
コマンドで指定されたものです。このファイルを作成するには、exportサブコマン
ドを使用します。その後、構成を標準出力に出力するか、または -fオプションを使
用して出力ファイルを指定することもできます。たとえば、次のコマンドは現在の
構成をファイルにエクスポートします。

netcfgを使用してプロファイルを構成する
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$ netcfg export -f /tmp/nwam.config

ファイルから構成をインポートするには、次のコマンドを入力します。

$ netcfg -f /tmp/nwam.config

exportサブコマンドは、対話形式でも使用できます。netcfgコマンドファイル
モードを使用してプロファイル構成をエクスポートする方法については、例 3–4を
参照してください。

netcfgおよび netadmサブコマンド
netcfgコマンドは、システムのネットワーク構成プロファイルを操作しま
す。netcfgコマンドは対話形式で個々のサブコマンドを使って呼び出すことも、一
連のサブコマンドが含まれているコマンドファイルを指定して呼び出すこともでき
ます。netadmコマンドは、サブコマンドを使用して、プロファイルを管理し、さら
に nwamdとの対話も行います。

netcfgのサブコマンド
対話型モードおよびコマンド行モードでは、次の netcfgサブコマンドがサポートさ
れています。特定のサブコマンドでは、各スコープで異なるセマンティクスがある
ことに注意してください。サブコマンドを特定のモードで使用できない場合につい
ては、サブコマンドの説明に注記されています。サブコマンドはアルファベット順
に並んでいます。

■ cancel

現在の変更を永続ストレージに確定せずに現在のプロファイル指定を終了してか
ら、1つ上のレベルである前のスコープに進みます。

■ clear prop-name
指定したプロパティーの値を消去します。

■ commit

現在のプロファイル指定を永続ストレージに確定します。確定されるには構成が
正確である必要があります。したがって、この操作では、プロファイルまたはオ
ブジェクトに対する verify操作も自動的に実行されます。commit操作は、endサ
ブコマンドまたは exitサブコマンドを使用して現在のスコープを終了するとき
に、自動的に試行されます。

■ create [ -t template ] object-type [ class ] object-name
指定されたタイプと名前のインメモリープロファイルを作成します。-t template
オプションは、新しいプロファイルが、templateと同一であるべきことを指定し
ます。ここで、templateは同じタイプの既存のプロファイルの名前です。-tオプ
ションを使用しない場合、新しいプロファイルはデフォルト値で作成されます。

netcfgおよび netadmサブコマンド
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■ destroy -a

すべてのユーザー定義のプロファイルをメモリーおよび永続ストレージから削除
します。

■ destroy object-type [class] object-name
指定したユーザー定義のプロファイルをメモリーおよび永続ストレージから削除
します。

注意 –この操作は即座に実行され、確定する必要はありません。削除されたプロ
ファイルを元に戻すことはできません。

■ end

現在のプロファイル指定を終了し、1つ上のレベルである前のスコープに進みま
す。編集操作が終了する前に、現在のプロファイルが検証および確定されま
す。verifyと commitのどちらかの操作に失敗すると、エラーメッセージが表示さ
れます。その後、現在の変更を確定せずに操作を終了する機会が与えられま
す。あるいは、現在のスコープに残って、プロファイルの編集を続行することも
できます。

■ exit

netcfg対話型セッションを終了します。現在のセッションが終了する前に、現在
のプロファイルが検証および確定されます。verifyと commitのどちらかの操作に
失敗すると、エラーメッセージが表示されます。その後、現在の変更を確定せず
にセッションを終了する機会が与えられます。あるいは、現在のスコープに
残って、プロファイルの編集を続行することもできます。

■ export [ -d ] [ -f output-file ] [ object-type [ class ] object-name ]
現在または指定したスコープの現在の構成を、標準出力または -fオプションで指
定したファイルに出力します。-dオプションは、出力の最初の行として destroy

-aサブコマンドを生成します。このサブコマンドを使用すると、コマンドファイ
ルに適した形式で出力が生成されます。プロファイル構成をエクスポートおよび
復元する方法については、84ページの「プロファイル構成をエクスポートおよ
び復元する」を参照してください。

注 –システム定義のプロファイルはエクスポートできません。システム定義のプ
ロファイルには、Automaticと DefaultFixedの各NCP、および
Automatic、NoNet、DefaultFixedの各場所が含まれています。

■ get [ -V ] prop-name
指定したプロパティーの現在のインメモリー値を取得します。デフォルトで
は、プロパティーの名前と値の両方が出力されます。-Vオプションが指定されて
いる場合は、プロパティー値のみが出力されます。

netcfgおよび netadmサブコマンド
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■ help [ subcommand ]

一般ヘルプまたは特定の項目に関するヘルプを表示します。

■ list [-a] [object-type [ class ] object-name ]

現在または指定されたスコープで使用される、すべてのプロファイルのプロパ
ティーと値のペアを一覧表示します。オブジェクトのプロパティーを一覧表示す
るときのデフォルトの動作では、指定された構成に適用されるプロパティーのみ
が一覧表示されます。つまり、ipv4-addrsrcが dhcpである IP NCUを一覧表示す
る場合は、ipv4-addrプロパティーが一覧表示されません。-aオプションを含め
ると、現在の設定に適用されるかどうかに関係なく、すべてのプロパティーが一
覧表示されます。

■ revert

プロファイルに行われた現在の変更を削除してから、永続ストレージの値に戻し
ます。

■ select object-type [ class ] object-name

指定されたオブジェクトを選択します。

■ set prop-name= value

指定したプロパティーの現在のインメモリー値を設定します。

コマンド行モードで実行した場合、永続ストレージにも変更がただちに確定され
ます。

複数の値が含まれるプロパティーの区切り文字は、コンマ (,)です。指定された
プロパティーの各値にコンマが含まれている場合は、前にバックスラッシュ (\)
を付ける必要があります。単一の値のみが含まれるプロパティー内のコンマ
は、区切り文字とは解釈されないため、前にバックスラッシュを付ける必要はあ
りません。

■ verify

現在のインメモリープロファイルまたはオブジェクトの構成が有効であるかどう
かを検証します。

■ walkprop [-a]

現在のプロファイルに関連付けられた各プロパティーを「調査」します。プロパ
ティーごとに、名前と現在の値が表示されます。現在の値を変更できるプロンプ
トが表示されます。

複数の値が含まれるプロパティーの区切り文字は、コンマ (,)です。指定された
プロパティーの各値にコンマが含まれている場合は、前にバックスラッシュ (\)
を付ける必要があります。単一の値のみが含まれるプロパティー内のコンマ
は、区切り文字とは解釈されないため、前にバックスラッシュを付ける必要はあ
りません。
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デフォルトでは、すでに設定されているプロパティーに基づいて必要なプロパ
ティーのみが調査されます。ipv4-addrsrcが dhcpに設定されている場
合、ipv4-addrは調査されません。-aオプションを含めると、指定したプロ
ファイルまたはオブジェクトに対して使用可能なすべてのプロパティーが繰り返
されます。

注 – walkpropサブコマンドは、対話型モードで使用する場合にのみ有効です。

netadmのサブコマンド
次の netadmサブコマンドがサポートされています。

■ enable [ -p profile-type ] [ -c ncu-class ] profile-name
指定されたプロファイルを有効にします。プロファイル名が一意でない場合
は、プロファイルタイプを指定する必要があります。プロファイルタイプが ncu

であり、名前が一意でない (たとえば、リンクとインタフェースの両方のNCUの
名前が同じである)場合、-cオプションを使用してNCUクラスを指定しないかぎ
り、両方のNCUが有効化されます。

プロファイルタイプは、次のいずれかである必要があります。
■ ncp

■ ncu

■ loc

■ enm

■ wlan

NCUクラスには、phys (リンクNCUの場合)と ip (インタフェースNCUの場合)
のいずれかを指定する必要があります。

■ disable [ -p profile-type ] [ -c ncu-class ] profile-name
指定されたプロファイルを無効にします。プロファイル名が一意でない場合、無
効にするプロファイルを識別するためにプロファイルタイプを指定する必要があ
ります。プロファイルタイプが ncuであり、名前が一意でない (たとえば、リンク
とインタフェースの両方の ncuの名前が同じである)場合、-cオプションを使用
してNCUクラスを指定しないかぎり、両方のNCUが無効になります。

プロファイルタイプは、次のいずれかである必要があります。
■ ncp

■ ncu

■ loc

■ enm

■ wlan

NCUクラスには、physと ipのいずれかを指定する必要があります。
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■ list [ -x ] [ -p profile-type ] [ -c ncu-class ] [ profile-name ]
使用可能なプロファイルおよびその現在の状態をすべて一覧表示します。プロ
ファイルを名前で指定した場合は、そのプロファイルの現在の状態のみが表示さ
れます。プロファイル名が一意でない場合は、指定された名前のプロファイルが
すべて一覧表示されます。あるいは、特定のプロファイルを識別するために、プ
ロファイルタイプ、NCUクラス、またはその両方を含めることもできます。プロ
ファイルタイプだけを指定すると、そのタイプのプロファイルがすべて一覧表示
されます。

有効なNCPを一覧表示すると、そのNCPを構成するNCUもすべて含まれます。
-xオプションが指定されている場合は、一覧表示される各プロファイルの補助的
な状態に関する詳細な説明が出力に含まれます。

プロファイルの補助的な状態の取り得る値は、次のとおりです。
■ disabled

まだ有効化されていないプロファイルが手動で有効化されたことを示します。
■ offline

まだ有効化されていないプロファイルが条件付きで有効化またはシステムで有
効化されたことを示します。条件を満たしていないために、プロファイルがア
クティブにならない場合があります。あるいは、より具体的な条件を満たす別
のプロファイルが有効化されているために、プロファイルがアクティブになら
ない場合もあります。この条件は、一度に 1つずつ有効にする必要があるプロ
ファイルタイプ (場所プロファイルなど)に適用されます。

■ online

すでに条件を満たし、正常に有効になっているプロファイルが条件付きで有効
化またはシステムで有効化されたことを示します。あるいは、手動で有効化さ
れたプロファイルがユーザーのリクエストで正常に有効化されたことを示す場
合もあります。

■ maintenance

プロファイルの有効化が試行されたが、失敗したことを示します。
■ initialized

プロファイルが、操作がまだ行われていない有効な構成オブジェクトを表して
いることを示します。

■ uninitialized

プロファイルが、システムに存在しない構成オブジェクトを表していることを
示します。たとえば、物理リンクに対応するNCUがシステムから削除された
ことを、この状態が示している可能性があります。

■ show-events

ネットワーク管理デーモン nwamdからのイベントのストリームを待機して表示し
ます。
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■ scan-wifi link-name
link-nameとして指定されたリンクで、無線スキャンを開始します。

■ select-wifi link-name
link-nameとして指定されたリンクで、接続する無線ネットワークをスキャン結果
から選択します。

■ help

各サブコマンドの簡単な説明を含む使用法メッセージを表示します。

ユーザー定義のプロファイルを作成する
netcfgコマンドを使用すると、ユーザー定義のプロファイルを作成できます。この
コマンドは、対話型モードまたはコマンド行モードで使用できます。netcfgコマン
ドでは、プロファイル構成情報の出力ファイルへのエクスポートもサポートされて
います。コマンド行モードおよび対話型モードの詳細は、38ページの「netcfgコマ
ンド行モード」および36ページの「netcfg対話型モード」を参照してください。

Console User特権がある場合は、netcfgコマンドを使用するとユーザー定義のプロ
ファイルを作成できます。これらの特権は、/dev/consoleからシステムにログイン
しているユーザーに自動的に割り当てられます。Network Autoconf Admin権利プロ
ファイルを持つユーザーは、すべてのタイプのリアクティブネットワーク (NWAM
管理)プロファイルと構成オブジェクトを作成および変更することもできます。詳細
は、30ページの「ネットワーク構成のセキュリティーと承認」を参照してくださ
い。

次のプロファイルおよび構成オブジェクトを作成できます。

■ ネットワーク構成プロファイル (NCP)
■ 場所プロファイル
■ 外部ネットワーク修飾子 (ENM)
■ 既知の無線ローカルエリアネットワーク (既知のWLAN)
■ ネットワーク構成ユニット (NCU)

プロファイルと構成オブジェクトについては、14ページの「ネットワークプロ
ファイルとタイプ」を参照してください。

注 – AutomaticNCP、DefaultFixedNCP、および場所プロファイルは、システム定義
です。netcfgコマンドを使用してこれらのプロファイルを作成しようとしないでく
ださい。

プロファイルをコマンド行から作成するための基本的なコマンド構文は、次のとお
りです。
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netcfg create [ -t template ] object-type [ class ] object-name

create 指定されたタイプおよび名前のインメモリープロファイル (または構
成オブジェクト)を作成します。

-t template 新しいプロファイルが templateと同一であることを指定します。ここ
で、templateは同じタイプの既存のプロファイルの名前を表しま
す。-tオプションを使用しない場合、新しいプロファイルはデフォル
ト値で作成されます。

object-type 作成されるプロファイルのタイプを指定します。

object-typeオプションには、次の値のいずれかを指定できます。
■ ncp

■ ncu

■ loc

■ enm

■ wlan

netcfg selectコマンドを使用して特定のオブジェクトを選択する前
に、ncuを除く、object-typeオプションで指定されたすべてのプロ
ファイルをグローバルスコープで作成する必要があります。

class object-typeで指定されたプロファイルのクラスを指定します。このパ
ラメータは、ncuオブジェクト型でのみ使用され、指定可能な値は
phys (リンクNCUの場合)または ip (インタフェースNCUの場合)の 2
つです。

object-name ユーザー定義のプロファイルの名前を指定します。NCUの場
合、object-nameは対応するリンクまたはインタフェースの名前で
す。その他のすべてのプロファイルタイプの場合、object-nameは任意
のユーザー定義の名前です。

注 – NCPを作成する場合は、classオプションは必要ありません。

ここで示すように、必要に応じて Automatic NCPのコピーをテンプレートとして使
用すると、そのプロファイルに変更を加えることができます。

$ netcfg> create -t Automatic ncp test

名前が officeの場所プロファイルを作成するには、次のコマンドを入力します。

$ netcfg> create loc office

netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照し
てください。

ユーザー定義のプロファイルを作成する

第 2章 • リアクティブネットワークプロファイルの作成と構成 (タスク) 45



NCPを作成する
プロファイルを対話型モードで作成すると、コマンドプロンプトが次のスコープの
いずれかになります。

■ NCPが作成された場合、NCPスコープ
■ 場所プロファイル、ENMプロファイル、または既知のWLANプロファイルが作
成された場合、プロファイルスコープ

NCPまたはNCUを作成すると、フォーカスがオブジェクトのスコープに移動し、指
定されたプロファイルのデフォルトプロパティーが調査されます。

NCPを対話形式で作成するには、netcfg対話型セッションを開始します。次
に、createサブコマンドを使用して新しいNCPを作成します。例:

$ netcfg

netcfg> create ncp User

netcfg:ncp:User>

NCPにNCUを作成する
NCPは基本的に、一連のNCUで構成されるコンテナです。すべてのNCPには、リ
ンクとインタフェースの両方のNCUが含まれています。リンクNCUには、リンク
構成とリンク選択ポリシーの両方を指定します。インタフェースNCUには、インタ
フェース構成ポリシーを指定します。IP接続が必要な場合は、リンクとインタ
フェースの両方のNCUが必要です。netcfgコマンドまたはネットワーク管理GUIを
使用して、NCUを明示的に追加または削除する必要があります。ネットワーク管理
GUIを使用したNCUの追加および削除の詳細は、113ページの「ネットワークプロ
ファイルを編集する」を参照してください。

DefaultFixed NCPは、netcfgコマンドを使用して変更できません。DefaultFixed

NCPのNCUは、そのNCPがアクティブであるときに ipadmおよび dladmコマンドを
使用して作成、変更、または削除できます。ipadmおよび dladmコマンドを使用する
と、物理リンクと IPインタフェース以外のNCUクラスをリアクティブNCPに追加
することもできます。ipadmおよび dladmコマンドは、より複雑なリンクとインタ
フェースのクラスを作成および変更する機能を備えています。

ipadmおよび dladmコマンドの詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構
成を使用したシステムの接続』の第 3章「データリンクの操作」および『Oracle
Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』の第 4章「IPイン
タフェースの操作」を参照してください。
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注 –現在システムにインストールされているリンクに関連しないNCUを追加できま
す。さらに、現在システムにインストールされているリンクにマップしているNCU
を削除することもできます。

NCUを作成するには、netcfgコマンドを対話型モードまたはコマンド行モードで使
用します。NCUの作成には複数の操作が伴うため、NCUおよびすべてのプロパ
ティーを作成する単一行のコマンドを構築しようとするよりも、対話型モードを使
用した方が簡単かつ効率的にNCUを作成できます。NCUは、NCPの初期作成時ま
たは作成後に作成できます。NCUを作成または変更するプロセスには、一般的な
NCUプロパティーの設定に加えて、各NCUタイプに特に適用されるプロパ
ティーの設定も含まれます。

NCPにNCUを作成するプロセス中に表示されるプロパティーは、特定のNCPの作
成中に行われた選択に基づいて最適化されます。

NCUを対話形式で作成すると、netcfgによって関連する各プロパティーが調査さ
れ、デフォルト値 (デフォルトが存在する場合)と指定可能な値の両方が表示されま
す。値を指定しないでReturnキーを押すと、デフォルト値が適用されます (デフォル
ト値がない場合、プロパティーは空白のままです)。また、代替の値を指定すること
もできます。NCPにNCUを作成するプロセス中に表示されるプロパティーは、すで
に行われた選択に応じています。たとえば、インタフェースNCUの ipv4-addrsrcプ
ロパティーで dhcpを選択すると、ipv4-addrプロパティーの値を指定するよう求める
プロンプトは表示されません。

次の表では、NCUの作成または変更時に指定する可能性のあるすべてのNCUプロ
パティーについて説明します。一部のプロパティーは、両方のNCUタイプに適用さ
れます。その他のプロパティーは、リンクNCUとインタフェースNCUのどちらか
に適用されます。すべてのNCUプロパティーの詳細 (これらのプロパティーの指定
時に適用される可能性のある規則や条件を含む)は、netcfg(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

表 2–1 NCUを作成または変更するNCUプロパティー

プロパティー 説明 取り得る値 NCUタイプ

type NCUタイプを、linkまたは
interfaceのどちらかに指定し
ます。

linkまたは interface リンクとイン
タフェース

クラス NCUクラスを指定します。 phys (リンクNCU)または ip

(インタフェースNCU)
リンクとイン
タフェース

parent このNCUが属するNCPを指
定します。

parent-NCP リンクとイン
タフェース
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表 2–1 NCUを作成または変更するNCUプロパティー (続き)
プロパティー 説明 取り得る値 NCUタイプ

enabled NCUを有効にするか、無効に
するかを指定します。このプ
ロパティーは読み取り専用で
す。netadmコマンドまたは
ネットワーク管理GUIを使用
してNCUを有効または無効に
したときに、間接的に変更さ
れます。

trueまたは false リンクとイン
タフェース

activation-mode NCUの自動アクティブ化のト
リガータイプを指定します。

manualまたは prioritized

デフォルト値は manualで
す。

リンク

priority-group グループの優先度番号を指定
します。

0 (有線リンク)または 1 (無線
リンク)

ユーザー定義のNCPで
は、さまざまなポリシーを指
定できます (たとえば、無線
リンク 1は優先度 1、有線リ
ンク 1は優先度 2、有線リン
ク 2は優先度 3)。

注 –番号が小さいほど、高い
優先度を示します。

リンク

priority-mode activation-modeプロパ
ティーを prioritizedに設定
した場合に、優先グループの
アクティブ化動作を決定する
際に使用されるモードを指定
します。

exclusive、shared、または
all

これらの値を指定する際に適
用される規則について
は、netcfg(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

リンク

mac-address このリンクに割り当てられる
MACアドレスを指定しま
す。デフォルトでは、工場出
荷時に割り当てられたMAC
アドレス、またはデフォルト
のMACアドレスがリンクで
使用されます。ここで別の値
を設定して、これらの選択を
オーバーライドすることがで
きます。

48ビットのMACアドレスを
含む文字列

ユーザー定義のプロファイルを作成する

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月48

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Mnetcfg-1m


表 2–1 NCUを作成または変更するNCUプロパティー (続き)
プロパティー 説明 取り得る値 NCUタイプ

autopush 開いたときに自動的にリンク
でプッシュされるモジュール
を指定します。

文字列のリスト (リンクで
プッシュされるモジュール)

詳細は、autopush(1M)のマ
ニュアルページを参照してく
ださい。

リンク

mtu 物理リンクにはデフォルトの
MTUが自動的に設定されま
す。このプロパティーを別の
値に設定すると、値を
オーバーライドすることがで
きます。

リンクのMTUサイズ リンク

ip-version 使用する IPのバージョンを指
定します。複数の値を割り当
てることができます。

ipv4と ipv6

デフォルト値は ipv4、ipv6

です。

インタ
フェース

ipv4-addrsrc このNCUに割り当てられた
IPv4アドレスの発信元を指定
します。複数の値を割り当て
ることができます。

dhcpと static

デフォルト値は dhcpです。

インタ
フェース

ipv6-addrsrc このNCUに割り当てられた
IPv6アドレスの発信元を指定
します。複数の値を割り当て
ることができます。

dhcp、autoconf、または
static

デフォルト値は
dhcp、autoconfです。

インタ
フェース

ipv4-addr このNCUに割り当てられる 1
つまたは複数の IPv4アドレス
を指定します。

割り当てられる 1つまたは複
数の IPv4アドレス

インタ
フェース

ipv6-addr このNCUに割り当てられる 1
つまたは複数の IPv6アドレス
を指定します。

割り当てられる 1つまたは複
数の IPv6アドレス

インタ
フェース

ipv4-default-route IPv4アドレスのデフォルト
ルートを指定します。

IPv4アドレス インタ
フェース

ipv6-default-route IPv6アドレスのデフォルト
ルートを指定します。

IPv6アドレス インタ
フェース

▼ NCUを含むNCPを対話形式で作成する方法
次の手順では、対話型モードでNCPとそのNCPのNCUを作成する方法について説
明します。
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注 –プロファイルの初期作成中にシステムのネットワークで実行される「調査」プロ
セスでは、事前に行われた選択に基づいて適用可能なプロパティーに関するプロン
プトのみが表示されます。

netcfg対話型セッションを開始します。
$ netcfg

netcfg>

NCPを作成します。
netcfg> create ncp User

netcfg:ncp:User>

ここで、ncpはプロファイルタイプ、Userはプロファイル名を表します。

NCPを作成すると、自動的にNCPスコープに移動します。場所、ENM、または
WLANオブジェクトを作成した場合は、コマンドプロンプトでそのプロファイルス
コープに移動します。

注 – NCPに必要なNCUがすべて作成されるまで、手順 3と 4を繰り返します。

NCPにリンクNCUおよびインタフェースNCUを作成します。

a. リンクNCUを作成するには、次のコマンドを入力します。
netcfg:ncp:User> create ncu phys net0

Created ncu ‘net0’, Walking properties ...

ここで、ncuはオブジェクト型、physはクラス、net0 (例示の目的のみ)はオブ
ジェクト名を表します。

NCUを作成すると、オブジェクトのスコープに移動し、オブジェクトのデフォル
トプロパティーが調査されます。

NCUプロパティーについては、表 2–1を参照してください。

b. インタフェースNCUを作成するには、次のコマンドを入力します。
netcfg:ncp:User> create ncu ip net0

Created ncu ‘net0’. walking properties ...

ここで、ncuはオブジェクト型、ipはクラス、net0 (例示の目的のみ)はオブ
ジェクト名を表します。

NCUを作成すると、オブジェクトのスコープに移動し、オブジェクトのデフォル
トプロパティーが調査されます。

1

2

3
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NCUの作成中は、2つのNCUタイプを区別するために classオプションが使用さ
れます。このオプションは、異なるNCUタイプで同じ名前を共有する状況で特
に役立ちます。classオプションを省略すると、同じ名前を共有するNCUを区別
することがかなり難しくなります。

作成したNCUに適切なプロパティーを追加します。

NCUの作成中、または指定されたNCUのプロパティー値の設定時に、verifyサブコ
マンドを使用して、行われた変更が正しいことを確認します。
netcfg:ncp:User:ncu:net0> verify

All properties verified

verifyサブコマンドは、構成を検証し、必要な値が見つからない場合は通知しま
す。プロファイルを作成または変更したときに、verifyサブコマンドを使用すると
変更を明示的に検証できます。

NCUに設定したプロパティーを確定します。
netcfg:ncp:User:ncu:net0> commit

committed changes.

commitサブコマンドは変更を暗黙的に検証します。

または、endサブコマンドを使用して、暗黙の確定処理を実行することもできま
す。これにより、対話型セッションは 1つ上のレベルである次のスコープに移動し
ます。この場合、NCPの作成とNCUの追加が完了したら、対話型セッションをNCP
スコープから直接終了できます。

対話型モードでは、確定されるまで変更は永続ストレージに保存されませ
ん。commitサブコマンドを使用すると、プロファイル全体が確定されます。永続ス
トレージの整合性を維持するため、commit操作にも検証手順が含まれています。検
証が失敗すると、commit操作も失敗します。暗黙の確定処理に失敗すると、現在の
変更を確定せずに対話型セッションを終了するオプションが与えられます。あるい
は、現在のスコープに残って、プロファイルの変更を続行することもできます。

注 –行なった変更を取り消すには、cancelまたは revertサブコマンドを使用しま
す。

cancelサブコマンドは、現在の変更を永続ストレージに確定せずに現在のプロ
ファイル構成を終了します。これにより、対話型セッションは 1レベル高い次のス
コープに移動します。revertサブコマンドは、行なった変更を元に戻し、以前の構
成を再度読み込みます。revertサブコマンドを使用すると、対話型セッションは同
じスコープに残ります。

NCPの構成を表示するには、listサブコマンドを使用します。

4

5

6

7
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NCPの構成が完了したら、対話型セッションを終了します。
netcfg:ncp:User> exit

exitサブコマンドを使用して、netcfg対話型セッションを終了すると、常に現在の
プロファイルが検証され、確定されます。検証と確定のどちらかの操作に失敗する
と、適切なエラーメッセージが発行され、現在の変更を確定せずに終了する機会が
与えられます。あるいは、現在のスコープに残って、プロファイルの変更を続行す
ることもできます。

注 – netcfg対話型セッションを終了せずにスコープを終了するには、endサブコマン
ドを入力します。

netcfg:ncp:User> end

netcfg>

NCUを含むNCPを対話形式で作成する

次の例では、1つのNCPと 2つのNCU (1つのリンクと 1つのインタフェース)が作成
されます。

$ netcfg

netcfg> create ncp User

netcfg:ncp:User> create ncu phys net0

Created ncu ‘net0’, Walking properties ...

activation-mode (manual) [manual|prioritized]>

mac-address>

autopush>

mtu>

netcfg:ncp:User:ncu:net0> end

Committed changes

netcfg:ncp:User> create ncu ip net0

Created ncu ‘net0’. Walking properties ...

ip-version (ipv4,ipv6) [ipv4|ipv6]> ipv4

ipv4-addrsrc (dhcp) [dhcp|static]> dhcp

ipv4-default-route>

netcfg:ncp:User:ncu:net0> verify

All properties verified

netcfg:ncp:User:ncu:net0> end

Committed changes

netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net0

ip net0

netcfg:ncp:User> list ncu phys net0

ncu:net0

type link

class phys

parent "User"
activation-mode manual

enabled true

8

例2–1
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netcfg:ncp:User> list ncu ip net0

ncu:net0

type interface

class ip

parent "User"
enabled true

ip-version ipv4

ipv4-addrsrc dhcp

netcfg:ncp:User> exit

$

この例では、値 ipv4が選択されているため、ipv6-addrsrcプロパティーは使用され
ず、このプロパティーを求めるプロンプトは表示されません。同様に、phys NCUで
は、priority-groupプロパティーのデフォルト値 (手動によるアクティブ化)が受け
入れられるため、その他の条件付きで関連するプロパティーは適用されません。

対話形式で既存のNCPにNCUを作成する

既存のNCPにNCUを作成したり、既存のプロファイルのプロパティーを変更する
には、selectサブコマンドとともに netcfgコマンドを使用します。

次の例では、既存のNCPに IP NCUが作成されます。既存のプロファイルを対話型
モードで変更するプロセスは、プロファイルの作成と似ています。次の例と例 2–1と
の違いは、この例ではNCPがすでに存在するため、createサブコマンドではな
く、selectサブコマンドが使用される点です。

$ netcfg

netcfg> select ncp User

netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net0

netcfg:ncp:User> create ncu ip net0

Created ncu ‘net0’. Walking properties ...

ip-version (ipv4,ipv6) [ipv4|ipv6]> ipv4

ipv4-addrsrc (dhcp) [dhcp|static]> dhcp

ipv4-default-route>

netcfg:ncp:User:ncu:net0> end

Committed changes

netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net0

ip net0

netcfg:ncp:User> list ncu phys net0

ncu:net0

type link

class phys

parent "User"
activation-mode manual

enabled true

netcfg:ncp:User> list ncu ip net0

例2–2
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NCU:net0

type interface

class ip

parent "User"
enabled true

ip-version ipv4

ipv4-addrsrc dhcp

netcfg:ncp:User> exit

$

場所プロファイルを作成する
場所プロファイルには、基本リンクおよび IP接続に直接関連しないネットワーク構
成の値を定義するプロパティーが含まれています。一部の例には、必要に応じ
て、同時に適用されるネームサービスおよび IPフィルタの設定が含まれていま
す。常に、システムで 1つの場所プロファイルと 1つのNCPをアクティブにする必
要があります。

システム定義の場所とユーザー定義の場所があります。システム定義の場所は、特
定の条件下 (場所を指定しなかった場合や、手動で有効化された場所がいずれも有効
でなく、条件付きで有効化された場所の条件がいずれも満たされていない場合など)
で、ネットワーク管理デーモン (nwamd)によって選択されるデフォルトの場所で
す。システム定義の場所の起動モードは、systemです。ユーザー定義の場所
は、ネットワーク接続によって取得される IPアドレスなどのネットワーク状況に応
じて、手動または条件付きで有効化されるように構成されています。

場所プロファイルの手動でのアクティブ化 (有効化)については、75ページの「プロ
ファイルを有効および無効にする」を参照してください。

場所を作成するには、netcfgコマンドを対話型モードまたはコマンド行モードで使
用します。場所プロファイルを作成する際は、その場所に特定の構成プロパ
ティーを定義する値を指定することによって、場所のプロパティーを設定する必要
があります。場所のプロパティーは、特定クラスの構成設定を示すグループ別に分
類されます。

場所のプロパティーは、リポジトリにも格納されます。特定の場所プロファイルが
有効になると、そのプロパティーが実行中のシステムに自動的に適用されます。場
所プロファイルの作成や変更には、プロファイルの構成方法を定義するさまざまな
プロパティーの設定と、プロファイルを有効にするタイミングを定義するプロパ
ティーの設定が伴います。構成プロセス中に表示されるプロパティーは、すでに設
定されたプロパティー値に基づいています。

次の表では、指定可能なすべての場所のプロパティーについて説明します。場所の
プロパティーはグループ別に分類されていることに注意してください。すべての場
所のプロパティーの詳細 (プロパティーの指定時に適用される可能性のある規則、条
件、依存など)は、netcfg(1M)のマニュアルページを参照してください。
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表 2–2 場所のプロパティーと説明

プロパティーグループと説明 プロパティー値と説明

選択条件

場所を有効または無効にする
方法とタイミングを指定しま
す。

■ activation-mode

activation-modeプロパティーに指定可能な値
は、manual、conditional-any、および conditional-allです。

■ conditions

条件文字列の作成に使用できる条件および演算について
は、表 1–1を参照してください。

システムドメイン

NISネームサービスで直接使
用されるホストのドメイン名
を指定します。

system-domainプロパティーは、default-domainプロパティーで構
成されます。このプロパティーは、リモートプロシージャコール
(RPC)の変換で使用されるシステム全体のドメインを指定しま
す。

ネームサービスの情報

使用するネームサービスおよ
びネームサービススイッチの
構成を指定します。

指定されたネームサービスのプロパティーを一覧表示します。
■ domain-name

■ nameservices

■ nameservices-config-file

■ dns-nameservice-configsrc

■ dns-nameservice-domain

■ dns-namservice-servers

■ dns-nameservice-search

■ dns-nameservice-sortlist

■ dns-nameservice-options

■ nis-nameservice-configsrc

■ nis-namservice-servers

■ ldap-nameservice-configsrc

■ ldap-namservice-servers

これらのプロパティーの詳細は、netcfg(1M)のマニュアルページ
の「場所のプロパティー」セクションを参照してください。

NFSv4ドメイン

NFSv4ドメインを指定しま
す。

システムの nfsmapid_domainプロパティーで使用される
値。nfsmapidのマニュアルページで説明するように、場所がアク
ティブな場合に、この値を使用して nfsmapid_domain SMFプロパ
ティーを設定します。このプロパティーを設定しないと、場所が
アクティブな場合、システムの nfsmapid_propertyがクリアーさ
れます。詳細は、nfsmapid(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。
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表 2–2 場所のプロパティーと説明 (続き)
プロパティーグループと説明 プロパティー値と説明

IPフィルタの構成

IPフィルタの構成で使用され
るパラメータを指定しま
す。これらのプロパティーに
は、IPフィルタとNATの規則
が含まれる適切な ipfおよび
ipnatファイルへのパスが指
定されます。

■ ipfilter-config-file

■ ipfilter-v6-config-file

■ ipnat-config-file

■ ippool-config-file

構成ファイルが指定されている場合は、識別されたファイル
に含まれる規則が適切な ipfilterサブシステムに適用されま
す。

IPsecの構成ファイル

IPsecの構成で使用される
ファイルを指定します。

■ ike-config-file

■ ipsecpolicy-config-file

▼ 場所プロファイルを対話形式で作成する方法
次の手順では、場所プロファイルを作成する方法について説明します。

注 –プロファイルの初期作成中にリアクティブネットワークで実行される「調査」プ
ロセスでは、事前に入力された値に基づいて適用可能なプロパティーに関するプロ
ンプトのみが表示されます。

netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照し
てください。

netcfg対話型セッションを開始します。
$ netcfg

netcfg>

場所を作成または選択します。
netcfg> create loc office

netcfg:loc:office>

この例では、officeという場所が作成されます。

場所を作成すると、この場所のプロファイルスコープに自動的に移動します。

場所に適切なプロパティーを設定します。

場所のプロパティーについては、表 2–2を参照してください。

1
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プロファイル構成を表示します。
たとえば、次の出力では場所 officeのプロパティーが表示されます。
netcfg:loc:office> list

LOC:office

activation-mode conditional-any

conditions "ncu ip:wpi0 is active"
enabled false

nameservices dns

nameservices-config-file "/etc/nsswitch.dns"
dns-nameservice-configsrc dhcp

ipfilter-config-file "/export/home/test/wifi.ipf.conf"

プロファイル構成が正しいかどうかを検証します。
次の例では、場所 officeの構成が検証されます。
netcfg:loc:office> verify

All properties verified

verifyサブコマンドは、構成を検証し、必要な値が見つからない場合は通知しま
す。プロファイルを作成または変更したときに、verifyサブコマンドを使用すると
変更を明示的に検証できます。

検証が完了したら、場所プロファイルを永続ストレージで確定します。
netcfg:loc:office> commit

Committed changes

commitサブコマンドは変更を暗黙的に検証します。

また、endサブコマンドを使用してセッションを終了して、プロファイル構成を保存
することもできます。

netcfg:loc:office> end

Committed changes

対話型モードでは、確定されるまで変更は永続ストレージに保存されませ
ん。commitサブコマンドを使用すると、プロファイル全体が確定されます。永続ス
トレージの整合性を維持するため、commit操作にも検証手順が含まれています。検
証が失敗すると、commit操作も失敗します。暗黙の確定処理に失敗すると、現在の
変更を確定せずに対話型セッションを終了するオプションが与えられます。あるい
は、現在のスコープに残って、プロファイルの変更を続行することもできます。

注 –行なった変更を取り消すには、cancelサブコマンドを使用します。

cancelサブコマンドは、現在の変更を永続ストレージに確定せずに現在のプロ
ファイル構成を終了します。これにより、対話型セッションは 1つ上のレベルであ
る次のスコープに移動します。

対話型セッションを終了します。
netcfg> exit

$

4

5

6
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場所プロファイルを対話形式で作成する

次の例では、officeという場所が作成されます。

$ netcfg

netcfg> create loc office

Created loc ’office’. Walking properties ...

activation-mode (manual) [manual|conditional-any|conditional-all]> conditional-any

conditions> ncu ip:wpi0 is active

nameservices (dns) [dns|files|nis|ldap]>

nameservices-config-file ("/etc/nsswitch.dns")>
dns-nameservice-configsrc (dhcp) [manual|dhcp]>

nfsv4-domain>

ipfilter-config-file> /export/home/test/wifi.ipf.conf

ipfilter-v6-config-file>

ipnat-config-file>

ippool-config-file>

ike-config-file>

ipsecpolicy-config-file>

netcfg:loc:office> list

LOC:office

activation-mode conditional-any

conditions "ncu ip:wpi0 is active"
enabled false

nameservices dns

nameservices-config-file "/etc/nsswitch.dns"
dns-nameservice-configsrc dhcp

ipfilter-config-file "/export/home/test/wifi.ipf.conf"
netcfg:loc:office> verify

All properties verified

netcfg:loc:office> commit

Committed changes

netcfg:loc:office> end

netcfg> list

NCPs:

DefaultFixed

User

Automatic

Locations:

Automatic

NoNet

office

DefaultFixed

WLANs:

sunwifi

ibahn

gogoinflight

admiralsclub

hhonors

sjcfreewifi

netcfg> exit

$

例2–3
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この例では、次のプロパティーが場所 officeに指定されました。

■ activation-modeプロパティーが conditional-anyに設定されたため、アクティブ
化の条件を指定できるコマンドプロンプトが表示されました。条件文字列の作成
に使用できる条件および演算については、表 1–1を参照してください。

■ アクティブ化の条件は、ncu ip:wpi0 is active と指定されました。

注 –前の手順で conditional-anyプロパティーが指定されたため、conditionsプロ
パティーが要求されました。たとえば、manualプロパティーが指定された場合
は、conditionsプロパティーは要求されません。

■ Returnキーを押すことにより、次のデフォルト値が受け入れられました。
■ nameservices

■ nameservices-config-file

■ dns-nameservice-configsrc

■ nfsv4-domain

■ ipfilter-config-fileプロパティーには、/export/home/test/wifi.ipf.conf

ファイルが指定されました。
■ Returnキーを押すことにより、次のデフォルト値が受け入れられました。

■ ipfilter-v6-config-file

■ ipnat-config-file

■ ippool-config-file

■ ike-config-file

■ ipsecpolicy-config-file

■ listサブコマンドを使用して、場所プロファイルのプロパティーを表示しまし
た。

■ verifyサブコマンドを使用して、構成の検証を実行しました。
■ commitサブコマンドを使用して、変更を永続ストレージに確定しました。
■ listサブコマンドを再度使用して、新しい場所が正しく作成され、正確な情報が
含まれていることを確認しました。

■ exitサブコマンドを使用して、netcfg対話型セッションを終了しました。

ENMプロファイルを作成する
ENMでは、アプリケーションまたはスクリプト (たとえば、VPNアプリケーション)
がNCPおよび場所プロファイルで指定された構成の外部で独自のネットワーク構成
をいつ行うかを指定できます。ENMの詳細は、18ページの「ENMの説明」を参照
してください。
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注 –システムは、ENMを作成する可能性があるアプリケーションを自動的に認識し
ません。netcfgコマンドを使用して ENMを作成する前に、まずこれらのアプリ
ケーションをシステムにインストールして構成する必要があります。

ENMを作成するには、次のコマンドを入力します。

$ netcfg

netcfg> create enm my_enm

Created enm ’my_enm’. Walking properties ...

ここで、enmは ENMプロファイル、my_enmはオブジェクト名を表します。

ENMを作成するプロセスでは、新たに作成された ENMのプロファイルスコープに
移動し、新たに作成された ENMでプロパティーの調査が自動的に開始されます。プ
ロファイルスコープから、ENMを有効にするタイミングと方法を指示する ENMの
プロパティー、およびその他の条件 (ENMの起動方法と停止方法を含む)を設定でき
ます。

ENMプロパティーを指定する詳細な手順については、netcfg(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

次の表では、ENMの作成または変更時に指定されるプロパティーについて説明しま
す。

表 2–3 ENMプロパティーと説明

プロパティー名 説明 取り得る値

activation-mode ENMのアクティブ化を決定する際
に使用されるモード。

conditional-any、conditional-all、manual

conditions activation-modeが conditional-anyま
たは conditional-allの場合
に、ENMを有効にする必要がある
かどうかを判定するためのテストを
指定します。

このプロパティーが使用されている場
合、表 1–1に指定された形式の文字列

start (オプション)アクティブ化時に実行
されるスクリプトへの絶対パス。

このプロパティーが使用されている場
合、スクリプトへのパス

stop (オプション)非アクティブ化時に実
行されるスクリプトへの絶対パス。

このプロパティーが使用されている場
合、スクリプトへのパス
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表 2–3 ENMプロパティーと説明 (続き)
プロパティー名 説明 取り得る値

fmri (オプション) ENMのアクティブ化時
に有効になる FMRI (障害管理リ
ソース識別子)。

注 – FMRIと開始スクリプトのどちら
かを指定する必要がありま
す。FMRIが指定されている場合
は、startと stopプロパティーはど
ちらも無視されます。

スクリプトへのパス

▼ ENMプロファイルを対話形式で作成する方法
次の手順では、例として test-enmを使用して、ENMプロファイルを作成する方法に
ついて説明します。

netcfg対話型セッションを開始します。
$ netcfg

netcfg>

ENMを作成します。
netcfg> create enm test-enm

Created enm ’test-enm’. Walking properties ...

activation-mode (manual) [manual|conditional-any|conditional-all]>

fmri> svc:/application/test-enm:default

start>

stop>

netcfg:enm:test-enm>

ENMを作成すると、この ENMのプロファイルスコープに自動的に移動し、プロパ
ティーが調査されます。次に、fmriプロパティーを設定します。

ENMプロパティーについては、表 2–3を参照してください。

プロファイル構成を表示します。
netcfg:enm:test-enm> list

ENM:test-enm

activation-mode manual

enabled false

fmri "svc:/application/test-enm:default"
netcfg:enm:test-enm>

プロファイル構成が正しいかどうかを検証します。
netcfg:enm:test-enm> verify

All properties verified

verifyサブコマンドは、構成を検証し、必要な値が見つからない場合は通知しま
す。プロファイルを作成または変更したときに、verifyサブコマンドを使用すると
変更を明示的に検証できます。
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検証が完了したら、ENMプロファイルを永続ストレージに確定します。
netcfg:enm:test-enm> commit

Committed changes

commitサブコマンドは、変更を暗黙的に検証してから、変更を確定します。

また、endサブコマンドを使用してセッションを終了して、プロファイル構成を保存
することもできます。

netcfg:enm:test-enm> end

Committed changes

ENMプロファイルを対話形式で作成する

次の例では、test-enmという名前の ENMが対話型モードで作成されます。

$ netcfg

netcfg> create enm test-enm

Created enm ’testenm’. Walking properties ...

activation-mode (manual) [manual|conditional-any|conditional-all]>

fmri> svc:/application/test-app:default

start>

stop>

netcfg:enm:test-enm> list

ENM:test-enm

activation-mode manual

enabled false

fmri "svc:/application/test-enm:default"

netcfg:enm:test-enm> verify

All properties verified

netcfg:enm:test-enm> end

Committed changes

netcfg> list

NCPs:

DefaultFixed

User

Automatic

Locations:

Automatic

NoNet

test-loc

DefaultFixed

ENMs:

test-enm

WLANs:

sunwifi

ibahn

gogoinflight

admiralsclub

hhonors

sjcfreewifi

netcfg> exit

$

5
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この例では、次のプロパティー値を使用して test-enmという名前の ENMが作成され
ました。

■ Returnキーを押して、activation-modeプロパティーのデフォルト値 (manual)が受
け入れられました。

■ アプリケーションの有効化および無効化で使用されるメソッドとして、SMF
FMRIプロパティー svc:/application/test-enm:defaultが指定されました。

FMRIが指定されたため、startおよび stopメソッドプロパティーはバイパスさ
れました。

■ listサブコマンドを使用して、ENMのプロパティーを表示しました。
■ verifyサブコマンドを使用して、プロファイル構成が正しいことを確認しまし
た。

■ endサブコマンドを使用して、暗黙的に構成を保存しました。
■ endサブコマンドを再度使用して、対話型セッションを終了しました。

既知のWLANプロファイルを作成する
既知のWLANプロファイルは、システムから接続された無線ネットワークの構成情
報に基づいてNCPが無線インタフェースを自動的に構成できるように、無線ネット
ワークの情報を格納します。既知のWLANの詳細は、19ページの「既知のWLANの
説明」を参照してください。

WLANオブジェクトを作成するには、次のコマンドを入力します。

$ netcfg

netcfg> create wlan mywifi

Created wlan ’mywifi’. Walking properties ...

ここで、wlanはWLANオブジェクト、mywifiはオブジェクト名を表します。

WLANオブジェクトを作成するプロセスでは、新たに作成されたWLANのプロ
ファイルスコープに移動し、新たに作成されたWLANでプロパティーの調査が自動
的に開始されます。ここから、WLANの構成を定義するためのプロパティーを設定
できます。

次の表では、WLANの作成または変更時に指定されるプロパティーについて説明し
ます。

表 2–4 既知のWLANプロパティーとデータ型

既知のWLANプロパティー プロパティーのデータ型

name ESSID (無線ネットワーク名)。
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表 2–4 既知のWLANプロパティーとデータ型 (続き)
既知のWLANプロパティー プロパティーのデータ型

bssids 指定されたWLANへの接続時にシステムが接続したWLANのベースス
テーション ID。

priority WLAN接続の優先順位 (値が小さいほど優先される)。

keyslot WEPキーが含まれるスロット番号 (1–4)。

keyname dladm create-secobjコマンドを使用して作成されるWLANキーの名
前。

dladmコマンドの詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成
を使用したシステムの接続』の第 3章「データリンクの操作」を参照し
てください。

security-mode 使用される暗号化鍵のタイプ。タイプは none、wep、または wpaです。

▼ 既知のWLANプロファイルを対話形式で作成する方法
次の手順では、例として mywifiを使用して、既知のWLANプロファイルを作成する
方法について説明します。

netcfg対話型セッションを開始します。
$ netcfg

netcfg>

WLANを作成します。
netcfg> create wlan mywifi

Created wlan ’mywifi’. Walking properties ...

priority (0)> 100

bssids>

keyname> mywifi-key

keyslot>

security-mode [none|wep|wpa]> wpa

netcfg:wlan:mywifi>

WLANを作成すると、このWLANのプロファイルスコープに自動的に移動し、プロ
パティーが調査されます。

既知のWLANプロパティーについては、表 2–4を参照してください。

プロファイル構成を表示します。
netcfg:wlan:mywifi> list known wlan:mywifi

priority 100

keyname "mywifi-key"
security-mode wpa

netcfg:wlan:mywifi>

1

2

3

ユーザー定義のプロファイルを作成する

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月64

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWSTAgfrtp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=NWSTAgfrtp


プロファイル構成が正しいかどうかを検証します。
netcfg:wlan:mywifi> verify

All properties verified

verifyサブコマンドは、構成を検証し、必要な値が見つからない場合は通知しま
す。プロファイルを作成または変更したときに、verifyサブコマンドを使用すると
変更を明示的に検証できます。

検証が完了したら、セッションを終了します。
netcfg:wlan:mywifi> end

Committed changes

endサブコマンドによって、セッションが終了し、プロファイル構成も保存されま
す。

対話型セッションを終了します。
netcfg> exit

WLANプロファイルを対話形式で作成する

次の例では、mywifiという名前のWLANオブジェクトが作成されます。

この例では、WLANを追加する前に、WLAN mywifiの keynameプロパティーで指定
されたキーが含まれる、mywifi-keyという名前のセキュアなオブジェクトが作成さ
れていることを前提としています。

その他のWLANが追加または削除されると、優先度番号が変更される可能性があり
ます。2つのWLANに同一の優先度番号を割り当てることはできないことに注意し
てください。優先されるWLANに関しては、番号が小さいほど優先度が高くなりま
す。この例では、その他の既知のWLANよりも優先度が低くなるように、WLANに
優先度番号 100が割り当てられます。

手順の最後で listサブコマンドを使用すると、新しいWLANがリストの一番下に追
加されます。これは、既存の既知の全WLANの中で優先度がもっとも低いことを示
します。WLANに優先度番号としてデフォルトのゼロ (0)が割り当てられた場合、リ
ストの一番上に表示されます。これは、優先度がもっとも高いことを示します。そ
の結果、その他の既存のすべてのWLANの優先度が下げられ、リストでは新たに追
加されたWLANのあとに表示されます。

$ netcfg

netcfg> create wlan mywifi

Created wlan ’mywifi’. Walking properties ...

priority (0)> 100

bssids>

keyname> mywifi-key

keyslot>

security-mode [none|wep|wpa]> wpa

netcfg:wlan:mywifi> list

known wlan:mywifi

4

5

6
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priority 100

keyname "mywifi-key"
security-mode wpa

netcfg:wlan:mywifi> verify

All properties verified

netcfg:wlan:mywifi> end

Committed changes

netcfg> list

NCPs:

DefaultFixed

User

Automatic

Locations:

Automatic

NoNet

test-loc

DefaultFixed

ENMs:

test-enm

WLANs:

sunwifi

ibahn

gogoinflight

admiralsclub

hhonors

sjcfreewifi

mywifi

netcfg> exit

$

プロファイルのプロパティー値を設定および変更する
新規および既存のユーザー定義のプロファイルのプロパティー値を設定または変更
するには、setサブコマンドとともに netcfgコマンドを使用します。このサブコマ
ンドは、対話型モードまたはコマンド行モードで使用できます。プロパティー値を
コマンド行モードで設定または変更する場合は、変更が永続ストレージでただちに
確定されます。

注 –場所 DefaultFixedを変更するには、関連する SMFプロパティーを直接変更する
か、特定のサブシステムによって提供されるツール (nscfgなど)を使用します。プロ
パティーの変更は、SMFリポジトリに直接保存され、場所 DefaultFixedが無効に
なっている場合にのみネットワークリポジトリに伝達されます。ネットワークリポ
ジトリにアクセスする netcfgコマンドを使用して場所 DefaultFixedの変更されたプ
ロパティーを表示できるのは、場所 DefaultFixedが無効になっている場合だけで
す。場所 DefaultFixedがアクティブである場合は、SMFリポジトリに格納されたプ
ロパティー値が信頼できる値です。

setサブコマンドの構文は、次のとおりです。

$ netcfg set prop-name=value1[,value2...]

プロファイルのプロパティー値を設定および変更する
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netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照し
てください。

特定のプロパティー値を取得する必要がある場合は、netcfg getコマンドを使用し
ます。詳細は、72ページの「特定のプロパティーの値を取得する」を参照してくだ
さい。

例 2–6 プロパティー値を netcfgコマンド行モードで設定する

netcfgコマンドを使用してプロパティー値をコマンド行モードで設定する場合
は、コマンド行に複数のサブコマンドを入力できます。

たとえば、net1という名前のリンクNCUに mtuプロパティーを設定するには、次の
コマンドを入力します。

$ netcfg "select ncp User; select ncu phys net1; set mtu=1492"

この例では、最上位のプロファイルを選択し、さらに変更された mtuプロパ
ティー値が含まれるNCUを選択するために selectサブコマンドを使用しています。

コマンド行から、特定のプロパティーに同時に複数の値を設定できます。複数の値
を設定する場合は、各値をコンマ (,)で区切る必要があります。指定されたプロパ
ティーの各値にコンマも含まれている場合は、プロパティー値の一部であるコンマ
の前に、バックスラッシュ (\)を付ける必要があります。単一の値のみが含まれるプ
ロパティー内のコンマは、区切り文字とは解釈されないため、前にバックス
ラッシュを付ける必要はありません。

次の例では、NCP User内のNCU myncuに ip-versionプロパティーの値が設定されま
す。

$ netcfg "select ncp User; select ncu ip myncu; set ip-version=ipv4,ipv6"

▼ プロパティー値を対話形式で設定する方法
プロパティー値を対話形式で設定する場合は、まず現在のスコープでプロファイル
を選択します。これにより、対話型セッションがプロファイルのスコープに移動し
ます。このスコープから、変更するプロパティーが含まれるオブジェクトを選択で
きます。その後、選択したプロファイルが永続ストレージからメモリーに読み込ま
れます。このスコープでは、プロファイルまたはそのプロパティーを変更できま
す。

次の手順では、場所 test-locの ipfilter-config-fileプロパティーを設定する例を
挙げて、プロパティー値の設定方法について説明します。

netcfg対話型セッションを開始します。
$ netcfg

netcfg>

1
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(省略可能)プロファイルを一覧表示します。
netcfg> list

NCPs:

DefaultFixed

Automatic

User

Locations:

Automatic

NoNet

test-loc

DefaultFixed

設定する必要があるプロファイルまたは構成オブジェクトを選択します。
netcfg> select loc test-loc

(省略可能)選択したプロファイルの構成情報を一覧表示します。
netcfg:loc:test-loc> list

LOC:test-loc

activation-mode manual

enabled false

nameservices dns

dns-nameservice-configsrc dhcp

nameservices-config-file "/etc/nsswitch.dns"

プロパティー値を設定します。
netcfg:loc:test-loc> set ipfilter-config-file = /path/to/ipf-file

(省略可能)構成情報を一覧表示して、設定を確認します。
netcfg:loc:test-loc> list

LOC:test-loc

activation-mode manual

enabled false

nameservices dns

dns-nameservice-configsrc dhcp

nameservices-config-file "/etc/nsswitch.dns"
ipfilter-config-file "/path/to/ipf-file"

セッションを終了します。
netcfg:loc:test-loc> end

Committed changes

endサブコマンドは、変更を保存して、セッションを終了します。

対話型セッションを終了します。
netcfg> exit

プロファイルのプロパティー値を対話形式で設定する
$ netcfg

netcfg> select ncp User

netcfg:ncp:User> select ncu ip iwk0

netcfg:ncp:User:ncu:iwk0> set ipv4-default-route = 129.174.7.366

2

3

4

5

6

7

8
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上記の例では、NCP Userの ipv4-default-routeプロパティーが設定されていま
す。IPv4ルーターの構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.1ネットワークの構成と管
理』の「IPv4ルーターの構成」を参照してください。

次の例では、NCP User内のNCU net0の mtuプロパティーが対話形式で変更されま
す。

$ netcfg

netcfg> select ncp User

netcfg:ncp:User> select ncu phys net0

netcfg:ncp:User:ncu:net0> list

NCU:net0

type link

class phys

parent "User"
enabled true

activation-mode prioritized

priority-mode exclusive

priority-group 1

netcfg:ncp:User:ncu:net0> set mtu = 5000

netcfg:ncp:User:ncu:net0> list

NCU:net0

type link

class phys

parent "User"
enabled true

activation-mode prioritized

priority-mode exclusive

priority-group 1

mtu 5000

netcfg:ncp:User:ncu:net0> commit

Committed changes

netcfg:ncp:User:ncu:net0> exit

$

システム上のプロファイル構成情報を一覧表示する
現在のスコープまたは指定されたスコープで存在するプロファイル、プロパ
ティー値のペア、およびリソースをすべて一覧表示するには、listサブコマンドと
ともに netcfgコマンドを使用します。すべてのプロファイルに関する一般的な情報
についてシステムに問い合わせたり、特定のプロファイルに関する具体的な情報を
取得したりするには、listサブコマンドを使用します。listサブコマンドは、対話
型モードまたはコマンド行モードで使用できます。

netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照し
てください。

プロファイルおよびその現在の状態に関する情報を取得する必要がある場合
は、listサブコマンドとともに netadmコマンドを使用します。詳細は、82ページ
の「プロファイルの現在の状態を表示する」を参照してください。
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システム上のすべてのプロファイル構成情報を一
覧表示する
netcfg listコマンドは、システム上のすべてのシステム定義およびユーザー定義の
プロファイルを一覧表示します。オプションを付けないで listサブコマンドを使用
すると、システム上にあるすべての最上位プロファイルが表示されます。このコマ
ンドでは、各プロファイルの状態は一覧表示されません。プロファイルおよびその
状態 (オンラインまたはオフライン)のリストを表示するには、netadm listコマンド
を使用します。

システム上のすべての最上位プロファイルを一覧表示するには、listサブコマンド
を使用します。

$ netcfg list

NCPs:

DefaultFixed

Automatic

User

Locations:

Automatic

NoNet

home

office

DefaultFixed

ENMs:

myvpn

testenm

WLANs:

workwifi

coffeeshop

homewifi

この例では、次のプロファイルが一覧表示されます。

■ NCP
次のNCPが一覧表示されます。
■ DefaultFixed NCP –システム定義の固定プロファイル
■ Automatic NCP –システム定義のリアクティブプロファイル
■ User NCP –ユーザー定義のリアクティブNCP

■ 場所

次の場所プロファイルが一覧表示されます。
■ システム定義の場所:

■ Automatic

■ NoNet

■ DefaultFixed

■ ユーザー定義のリアクティブな場所:
■ home

システム上のプロファイル構成情報を一覧表示する
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■ office

■ ENM
次の ENMが一覧表示されます。
■ myvpn –インストールおよび構成されたVPNアプリケーション用の ENM
■ testenm – ENMの動作をテストするためのテスト ENM

■ WLAN
次のWLANが一覧表示されます。
■ workwifi –仕事用のWLAN
■ coffeeshop –近所の喫茶店用のWLAN
■ homewifi –ユーザーの自宅の無線ネットワーク用のWLAN

注 –作成、変更、または削除できるのは、ユーザー定義のプロファイルのみで
す。

特定のプロファイルのプロパティー値をすべて一
覧表示する
指定されたプロファイルのすべてのプロパティー値を一覧表示するには、listサブ
コマンドとともに netcfgコマンドを使用します。

listサブコマンドの構文は、次のとおりです。

$ netcfg list [ object-type [ class ] object-name ]

例 2–8 NCUのプロパティー値をすべて一覧表示する

たとえば、User NCPで IP NCUのすべてのプロパティー値を一覧表示するには、次
のコマンドを入力します。

$ netcfg "select ncp User; list ncu ip net0"

NCU:net0

type interface

class ip

parent "User"
enabled true

ip-version ipv4

ipv4-addrsrc dhcp

ipv6-addrsrc dhcp,autoconf

例 2–9 ENMのプロパティー値をすべて一覧表示する

次の例では、myenmという名前の ENMのすべてのプロパティーが一覧表示されま
す。

システム上のプロファイル構成情報を一覧表示する
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例 2–9 ENMのプロパティー値をすべて一覧表示する (続き)

$ list enm myenm

ENM:myenm

activation-mode manual

enabled true

start "/usr/local/bin/myenm start"
stop "/bin/alt_stop"

この例では、listサブコマンドの出力に次の情報が表示されます。

■ この ENMの activation-modeプロパティーは manualに設定されています。
■ ENMは有効になっています。
■ FMRIを使用するのではなく、startおよび stopメソッドプロパティーが指定さ
れています。

特定のプロパティーの値を取得する
getサブコマンドとともに netcfgコマンドを使用すると、指定されたプロパ
ティーの特定の値を取得して一覧表示できます。このサブコマンドは、対話型
モードまたはコマンド行モードで使用できます。

getサブコマンドの構文は、次のとおりです。

netcfg get [ -V ] prop-name

User NCPの一部である myncuという名前のNCUの ip-versionプロパティーの値を取
得するには、次のコマンドを入力します。例:

$ netcfg "select ncp User; select ncu ip myncu; get -V ip-version"

ipv4

-Vオプションとともに getサブコマンドを使用すると、ここで示すようにプロパ
ティー値だけが表示されます。

netcfg:ncp:User:ncu:net0> get -V activation-mode

manual

それ以外の場合、プロパティーとその値の両方が表示されます。例:

netcfg:ncp:User:ncu:net0> get activation-mode

activation-mode manual

▼ 単一プロパティー値を対話形式で取得する方法
この手順では、netcfg getコマンドを netcfg対話型モードで使用して、単一のプロ
パティー値を取得して一覧表示する方法について説明します。この特定の手順のい
くつかの例では、User NCPでNCUの単一プロパティー値を取得する方法を示してい

システム上のプロファイル構成情報を一覧表示する
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ます。これらの例は、デモ目的でのみ使用されます。このコマンドの使用時に指定
する情報は、取得を試みるプロファイルおよびプロパティー値によって異なりま
す。

プロファイルのプロパティー値をすべて表示する場合は、代わりに walkpropサブコ
マンドを使用できます。このサブコマンドでは、特定のプロファイルのすべてのプ
ロパティーが 1つずつ調査されるため、プロファイルのプロパティーの 1つまたはす
べてを変更できます。詳細は、74ページの「walkpropサブコマンドを使用してプロ
パティー値を表示および変更する」を参照してください。

netcfg対話型セッションを開始します。
$ netcfg

netcfg>

取得するプロパティー値が含まれるプロファイルまたは構成オブジェクトを選択し
ます。
netcfg> select object-type [ class ] object-name

注 – classパラメータは、NCPを選択している場合にのみ適用可能です。また、phys

と ipの両方のクラスのNCUが同じ名前を共有する場合、classパラメータを指定す
る必要があります。ただし、NCU名が一意の場合は、classパラメータは必要あり
ません。

たとえば、User NCPを選択するには、次のように入力します。

netcfg> select NCP User

この例では、User NCPを選択することで、選択したオブジェクトのスコープに対話
型セッションが移動します。

(省略可能)プロファイルのコンポーネントを表示します。
netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net0

ip net0

取得するプロパティー値が含まれるオブジェクトを選択します。

次の例では、User NCPでリンク (phys) NCU net0が選択されます。

netcfg:ncp:User> select ncu phys net0

NCU net0を選択すると、該当オブジェクトのスコープに対話型セッションが移動
し、NCUの現在のプロパティーがメモリーから読み込まれます。

1

2

3

4
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指定されたプロパティー値を取得します。
netcfg:ncp:User:ncu:net0> get property-value

たとえば、activation-modeプロパティーの値を取得するには、次のように入力しま
す。

netcfg:ncp:User:ncu:net0> get activation-mode

activation-mode manual

この時点で、setサブコマンドを使用してプロパティーに新しい値を設定したり、変
更を行わずに対話型セッションを終了したりできます。対話型モードでプロパ
ティー値を変更する場合は、commitまたは exitサブコマンドを使用して、変更を保
存する必要があることに注意してください。netcfg対話型モードでのプロパ
ティー値の設定については、66ページの「プロファイルのプロパティー値を設定お
よび変更する」を参照してください。

walkpropサブコマンドを使用してプロパティー値
を表示および変更する
walkpropサブコマンドを使用すると、プロファイルのプロパティーを対話形式で表
示できます。このサブコマンドでは、プロファイルのプロパティーが 1つずつ調査
され、プロパティーごとに名前と現在の値が表示されます。指定されたプロパ
ティーの現在の値を変更するために使用可能な対話型コマンドプロンプトも表示さ
れます。複数の値が含まれるプロパティーの区切り文字は、コンマ (,)です。指定さ
れたプロパティーの各値にコンマが含まれている場合は、前にバックスラッシュ (\)
を付ける必要があります。単一の値のみが含まれるプロパティー内のコンマは、区
切り文字とは解釈されないため、前にバックスラッシュを付ける必要はありませ
ん。netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参
照してください。

注 – walkpropサブコマンドは、対話型モードで使用する場合にのみ有効です。

例 2–10 特定のプロファイルのプロパティー値を表示および変更する

次の例では、場所 test-locの activation-modeプロパティーを表示してか
ら、walkpropサブコマンドを使用して変更します。walkpropサブコマンドを使用す
るときは、setサブコマンドを使用してプロパティー値を設定する必要がないことに
注意してください。

$ netcfg

netcfg> select loc test-loc

netcfg:loc:test-loc> list

loc:test-loc

activation-mode manual

5

次の手順
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例 2–10 特定のプロファイルのプロパティー値を表示および変更する (続き)

enabled false

nameservices dns

nameservices-config-file "/etc/nsswitch.dns"
dns-nameservice-configsrc dhcp

nfsv4-domain "Central.example.com"
netcfg:loc:test-loc> walkprop

activation-mode (manual) [manual|conditional-any|conditional-all]> conditional-all

conditions> advertised-domain is example.com

nameservices (dns) [dns|files|nis|ldap]>

nameservices-config-file ("/etc/nsswitch.dns")>
dns-nameservice-configsrc (dhcp) [manual|dhcp]>

nfsv4-domain ("Central.example.com")>
ipfilter-config-file>

ipfilter-v6-config-file>

ipnat-config-file>

ippool-config-file>

ike-config-file>

ipsecpolicy-config-file>

netcfg:loc:test-loc> list

loc:test-loc

activation-mode conditional-all

conditions "advertised-domain is example.com"
enabled false

nameservices dns

nameservices-config-file "/etc/nsswitch.dns"
dns-nameservice-configsrc dhcp

nfsv4-domain "Central.example.com"
netcfg:loc:test-loc> commit

Committed changes

netcfg:loc:test-loc> end

netcfg> exit

$

注 –関連するプロパティーのみが調査されます。たとえば、ipv4-addrsrcプロパ
ティーが staticに設定されている場合は、ipv4-addrプロパティーが調査に含まれま
す。ただし、ipv4-addrsrcが dhcpに設定されている場合は、ipv4-addrプロパ
ティーは調査されません。

プロファイルを有効および無効にする
ユーザー定義のNCU、場所プロファイル、および ENMにはすべ
て、activation-modeプロパティーが存在します。netcfgコマンドを使用してプロ
ファイルを作成または変更すると、activation-modeプロファイルが設定されま
す。詳細は、20ページの「プロファイルのアクティブ化ポリシー」を参照してくだ
さい。NCPに activation-modeプロパティーはありません。すべてのNCPは手動で
有効化されます。次の表に、さまざまなプロファイルタイプの activation-modeプロ
パティーの取り得る値を示します。

プロファイルを有効および無効にする
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表 2–5 activation-modeプロパティーの値

プロファイルタイプ activation-modeの値

NCU manualまたは prioritized

場所 manual、conditional-any、conditional-all、または system

ENM manual、conditional-any、または conditional-all

プロファイルや構成オブジェクトを手動で有効または無効に (アクティブ化または非
アクティブ化)するには、netadm enableコマンドまたは netadm disableコマンドを
使用します。

システムには常に、1つのアクティブなNCPと 1つのアクティブな場所プロファイ
ルが必要です。アクティブなNCPは、別のNCPを有効にするまでアクティブなまま
です。別のNCPを有効にすると、現在アクティブなNCPは暗黙的に無効になりま
す。システム上で現在アクティブなNCPを明示的に無効にすることはできませ
ん。現在アクティブなNCPを明示的に無効にすると、システムの基本ネットワーク
接続がシャットダウンされます。

現在アクティブなNCPの一部であり、その activation-modeプロパティーが manual

に設定されている個々のNCUを手動で有効および無効にすることもできます。NCU
クラスを指定しなかった場合は、その名前を持つすべてのNCU (1つのリンクNCU
と 1つのインタフェースNCU)が有効または無効になります。

デフォルトでは、システムが最適な場所プロファイルを選択して有効にします。シ
ステムは、activation-modeが systemまたは conditionalである場所のセットから場
所を選択します。ただし、場所の起動モードに関係なく、ユーザーはいつでも手動
で場所を有効にしてシステムの選択をオーバーライドできます。場所プロファイル
を手動で有効にすると、システムはアクティブな場所を自動的に変更しません。シ
ステムによる場所の自動選択は無効になります。システムによる条件付きの場所選
択に戻すには、手動で有効化された場所を明示的に無効にする必要があります。

ENMの activation-modeプロパティーは、manualまたは conditionalに設定できま
す。activation-modeプロパティーを conditionalに設定した場合は、システムが指
定された条件に基づいて ENMを有効または無効にします。条件文字列の作成に使用
できる条件および演算については、表 1–1を参照してください。activation-modeを
manualに設定した場合は、netadmコマンドを使用すると ENMを有効化または無効化
できます。ENMのアクティブ化には制約はありません。常にシステムで 0個以上の
ENMをアクティブにすることができます。1つの ENMを有効または無効にして
も、ほかの現在アクティブな ENMには影響しません。

オブジェクトの有効化および無効化は、非同期的に実行されます。したがって、有
効化または無効化のリクエストに成功しても、操作自体は失敗する可能性がありま
す。このような失敗はプロファイルの状態に反映され、プロファイルに対して最後

プロファイルを有効および無効にする
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に行われた操作が失敗したことを示す maintenance状態に変わります。プロファイル
の状態の表示については、82ページの「プロファイルの状態に関する情報を表示す
る」を参照してください。

例 2–11 プロファイルを有効にする

次の例では、officeという場所が有効になっています。

$ netadm enable -p loc office

同様に、UserというNCPが有効になります。

$ netadm enable -p ncp User

Enabling ncp ’User’

.

.

.

プロファイル名を指定する際に、netadmコマンドでは大文字と小文字が区別されな
いことに注意してください。

例 2–12 リンクNCUを無効にする

次の例では、net1という名前のリンクNCUが無効になります。

$ netadm disable -p ncu -c phys net1

例 2–13 プロファイルを切り替える

次の例では、固定プロファイル (DefaultFixed)が有効になります。

$ netadm enable -p ncp DefaultFixed

同様に、Automatic NCPが有効になります。

$ netadm enable -p ncp Automatic

netadmコマンドの詳細は、netadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

プロファイルを有効および無効にする
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リアクティブネットワーク構成の管理
(タスク)

この章では、netadmコマンドを使用して、NCP、場所、ENM、および既知のWLAN
プロファイルを管理する方法について説明します。netadmコマンドを使用する
と、NCU (NCPを構成する個々の構成オブジェクト)を管理できます。また、ネット
ワーク管理GUIが存在しない場合でも、netadmコマンドを使用すれば、デーモン
nwamdと対話できます。この章では、netcfgコマンドを使用してユーザー定義のプロ
ファイルをエクスポートおよび削除する方法についても説明します。

netadmコマンドの使用方法の詳細は、netadm(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。netcfgコマンドの使用方法の詳細は、netcfg(1M)のマニュアルページを参
照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 80ページの「固定ネットワーク構成とリアクティブネットワーク構成を切り替
える」

■ 82ページの「プロファイルの状態に関する情報を表示する」
■ 84ページの「プロファイル構成をエクスポートおよび復元する」
■ 88ページの「プロファイルを削除する」
■ 90ページの「無線スキャンを実行して、使用可能な無線ネットワークに接続す
る」

■ 91ページの「リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブル
シューティング」

プロファイルの作成と構成、プロファイルの変更、プロファイルの一覧表示、およ
びプロファイルの有効化と無効化については、第 2章「リアクティブネットワーク
プロファイルの作成と構成 (タスク)」を参照してください。

リアクティブネットワーク構成と対話する方法、およびネットワーク管理GUIを使
用してデスクトップからネットワーク構成を管理する方法について
は、第 4章「ネットワーク管理グラフィカルユーザーインタフェースの使用」を参
照してください。
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リアクティブネットワーク構成の概要については、第 1章「リアクティブネット
ワーク構成 (概要)」を参照してください。

固定ネットワーク構成とリアクティブネットワーク構成
を切り替える

ネットワーク構成管理は、プロファイルベースであり、2つのタイプのネットワーク
構成 (固定とリアクティブ)の切り替えを伴います。固定ネットワーク構成とリアク
ティブネットワーク構成を切り替えるには、該当するNCPを有効にします。固定
ネットワーク構成の場合は、DefaultFixed NCPを有効にします。リアクティブ
ネットワーク構成の場合は、Automatic NCPまたはユーザー定義のNCPを有効にし
ます。固定ネットワーク構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構
成を使用したシステムの接続』を参照してください。

▼ リアクティブネットワーク構成から固定ネット
ワーク構成に切り替える方法
固定ネットワーク構成管理を選択する場合は、次の手順に従って DefaultFixed NCP
を有効にできます。

rootユーザーになります。

DefaultFixedNCPを有効にします。
$ netadm enable -p ncp DefaultFixed

network/physical:defaultサービスが再起動され、オンラインになっていることを確
認します。
$ svcs -xv network/physical:default

svc:/network/physical:default (physical network interface configuration)

State: online since Thu Jun 21 17:30:25 2012

See: man -M /usr/share/man -s 1M ipadm

See: man -M /usr/share/man -s 5 nwam

See: man -M /usr/share/man -s 1M dladm

See: /var/svc/log/network-physical:default.log

Impact: None.

$

DefaultFixedNCPがアクティブであることを確認します。
$ netadm list

TYPE PROFILE STATE

ncp DefaultFixed online

ncp ncp1 disabled

ncp Automatic disabled

loc Automatic offline

1

2

3

4
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loc NoNet offline

loc User disabled

loc DefaultFixed online

$

▼ 固定ネットワーク構成からリアクティブネット
ワーク構成に切り替える方法
固定ネットワーク構成からリアクティブネットワーク構成に戻すには、使用する
ネットワーク構成プロファイルを有効にします。

rootユーザーになります。

NCPを有効にします (たとえば、Automatic)。
$ netadm enable -p ncp Automatic

network/physical:defaultサービスが再起動され、オンラインになっていることを確
認します。
$ svcs -xv network/physical:default

svc:/network/physical:default (physical network interface configuration)

State: online since Thu Jun 21 15:30:25 2012

See: man -M /usr/share/man -s 1M ipadm

See: man -M /usr/share/man -s 5 nwam

See: man -M /usr/share/man -s 1M dladm

See: /var/svc/log/network-physical:default.log

Impact: None.

$

NCPおよびその他のリアクティブ (NWAM管理)プロファイルの状態をチェックしま
す。
$ netadm list -x

TYPE PROFILE STATE AUXILIARY STATE

ncp DefaultFixed disabled disabled by administrator

ncp Automatic online active

ncu:phys net0 online interface/link is up

ncu:ip net0 online interface/link is up

ncu:phys net1 offline interface/link is down

ncu:ip net1 offline conditions for activation are unmet

ncp User disabled disabled by administrator

loc Automatic online active

loc NoNet offline conditions for activation are unmet

loc DefaultFixed offline conditions for activation are unmet

$

1

2

3

4
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プロファイルの状態に関する情報を表示する
listサブコマンドとともに netadmコマンドを使用すると、システムで使用可能なす
べてのプロファイルとその現在の状態を表示したり、特定のプロファイルとその状
態を表示したりできます。netadmのサブコマンドについては、42ページの「netadm

のサブコマンド」を参照してください。

listサブコマンドの構文は、次のとおりです。

netadm list [ -p profile-type ] [ -c ncu-class ] [ profile-name ]

たとえば、システム上のすべてのプロファイルとその状態を表示するには、次のコ
マンドを入力します。

$ netadm list

TYPE PROFILE STATE

ncp DefaultFixed disabled

ncp ncp1 disabled

ncp Automatic online

ncu:phys net0 online

ncu:phys net1 offline

ncu:ip net0 online

ncu:ip net1 offline

loc Automatic online

loc NoNet offline

loc User disabled

loc DefaultFixed offline

$

この例では、システム上にあるすべてのシステム定義およびユーザー定義のプロ
ファイルの現在の状態が表示されます。listサブコマンドでは、有効なNCPおよび
特定のNCPを構成するすべてのNCUが表示されます。

プロファイルの現在の状態を表示する
コマンド構文にプロファイルタイプおよびNCUクラスを含めると、特定のプロ
ファイルを識別できます。プロファイルタイプのみを指定した場合は、そのタイプ
のプロファイルがすべて表示されます。プロファイルを名前で指定した場合は、そ
のプロファイルの現在の状態が表示されます。プロファイル名が一意でない場合
は、その名前のプロファイルがすべて一覧表示されます。

例 3–1 指定されたプロファイルの現在の状態を表示する

次の例では、名前で指定されている、Automaticというプロファイルの現在の状態を
一覧表示します。

$ netadm list Automatic

TYPE PROFILE STATE

ncp Automatic online

プロファイルの状態に関する情報を表示する
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例 3–1 指定されたプロファイルの現在の状態を表示する (続き)

ncu:ip net1 offline

ncu:phys net1 offline

ncu:ip net0 online

ncu:phys net0 online

loc Automatic online

$

次の例では、-pオプションとともに listサブコマンドを使用して、システムに現在
存在する場所をすべて表示します。

$ netadm list -p loc

TYPE PROFILE STATE

loc office disabled

loc NoNet offline

loc Automatic online

$

次の例では、-cオプションとともに listサブコマンドを使用して、アクティブな
NCPのインタフェースNCUをすべて表示します。

$ netadm list -c ip

TYPE PROFILE STATE

ncu:ip net0 online

ncu:ip net1 disabled

$

補助的な状態の値を表示する
プロファイルの補助的な状態は、指定されたプロファイルがオンラインまたはオフ
ライン (有効または無効)である原因について説明しています。補助的な状態の値を
一覧表示するには、次の例に示すように、-xオプションとともに listサブコマンド
を使用します。

$ netadm list -x

TYPE PROFILE STATE AUXILIARY STATE

ncp DefaultFixed disabled disabled by administrator

ncp ncp1 disabled disabled by administrator

ncp Automatic online active

ncu:phys net0 online interface/link is up

ncu:phys net1 offline interface/link is down

ncu:ip net0 online interface/link is up

ncu:ip net1 offline conditions for activation are unmet

loc Automatic offline conditions for activation are unmet

loc NoNet offline conditions for activation are unmet

loc office online active

loc DefaultFixed offline conditions for activation are unmet

$

補助的な状態の値は、プロファイルタイプによって異なります。補助的な状態の詳
細は、nwamd(1M)のマニュアルページを参照してください。

プロファイルの状態に関する情報を表示する
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プロファイル構成をエクスポートおよび復元する
netcfgコマンドの exportサブコマンドを使用すると、プロファイル構成を保存およ
び復元できます。プロファイルのエクスポートは、同一のネットワーク構成が必要
な複数のサーバーを保守する責任のあるシステム管理者にとって役立つことがあり
ます。exportサブコマンドは、対話型モードまたはコマンド行モードで使用できま
す。また、コマンドをコマンドファイルモードで使用すると、ファイルをコマンド
の出力として指定できます。

注 –構成によっては、export機能の使用が制限されます。エクスポートまたは復元で
きるのは、最初に netcfgコマンドで作成された構成オブジェクトだけです。dladm

または ipadmコマンドを使用して作成されたNCPの構成オブジェクト (アグリ
ゲーションや IPMPグループなど)はエクスポートできません。また、DefaultFixed

NCPおよび場所プロファイルをエクスポートまたは復元することもできません。

exportサブコマンドのコマンド構文は、次のとおりです。

$ netcfg export [ -d ] [ -f output-file ] [ object-type [ class ] object-name ]

ここで、output-fileは出力ファイル名、object-typeはプロファイルタイプ、classは
NCUクラス、object-nameはプロファイル名です。

netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照し
てください。

注 – exportサブコマンドの -dおよび -fオプションは、相互に独立して使用できま
す。-fオプションは、現在のスコープまたは指定したスコープの現在の構成を、標
準出力または指定したファイルに出力します。-dオプションは、出力の最初の行と
して destroy -aを生成します。

例 3–2 プロファイル構成を netcfg対話型モードでエクスポートする

この例では、netcfgコマンドの exportサブコマンドを使用して、システムのプロ
ファイル構成を画面上に表示します。

$ netcfg

netcfg> export

create ncp "User"
create ncu ip "net2"
set ip-version=ipv4

set ipv4-addrsrc=dhcp

set ipv6-addrsrc=dhcp,autoconf

end

create ncu phys "net2"
set activation-mode=manual

set mtu=5000

プロファイル構成をエクスポートおよび復元する
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例 3–2 プロファイル構成を netcfg対話型モードでエクスポートする (続き)

end

create ncu phys "wpi2"
set activation-mode=prioritized

set priority-group=1

set priority-mode=exclusive

set mac-address="13:10:73:4e:2"
set mtu=1500

end

end

create loc "test"
set activation-mode=manual

set nameservices=dns

set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"
set dns-nameservice-configsrc=dhcp

set nfsv4-domain="domainl.example.com"
end

create loc "test-loc"
set activation-mode=conditional-all

set conditions="system-domain is example.com"
set nameservices=dns

set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"
set dns-nameservice-configsrc=dhcp

set nfsv4-domain="domain.example.com"
end

create enm "myenm"
set activation-mode=conditional-all

set conditions="ip-address is-not-in-range 1.2.3.4"
set start="/my/start/script"
set stop="/my/stop/script"
end

create wlan "mywlan"
set priority=0

set bssids="0:13:10:73:4e:2"
end

netcfg> end

$

例 3–3 プロファイル構成を -dオプション付きの netcfg対話型モードでエクスポートする

次の例では、-dオプションとともに exportサブコマンドを使用します。-dオプ
ションを付けると、destroy -aコマンドが netcfg export出力の先頭行として追加さ
れます。

$ netcfg

netcfg> export -d

destroy -a

create ncp "User"
create ncu ip "net2"
set ip-version=ipv4

set ipv4-addrsrc=dhcp

set ipv6-addrsrc=dhcp,autoconf

end

create ncu phys "net2"
set activation-mode=manual

プロファイル構成をエクスポートおよび復元する
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例 3–3 プロファイル構成を -dオプション付きの netcfg対話型モードでエクスポートする
(続き)

set mtu=5000

end

create ncu phys "wpi2"
set activation-mode=prioritized

set priority-group=1

set priority-mode=exclusive

set mac-address="13:10:73:4e:2"
set mtu=1500

end

end

create loc "test"
set activation-mode=manual

set nameservices=dns

set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"
set dns-nameservice-configsrc=dhcp

set nfsv4-domain="domain.example.com"
end

create loc "test-loc"
set activation-mode=conditional-all

set conditions="system-domain is example.com"
set nameservices=dns

set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"
set dns-nameservice-configsrc=dhcp

set nfsv4-domain="domain.example.com"
end

create enm "myenm"
set activation-mode=conditional-all

set conditions="ip-address is-not-in-range 1.2.3.4"
set start="/my/start/script"
set stop="/my/stop/script"
end

create wlan "mywlan"
set priority=0

set bssids="0:13:10:73:4e:2"
end

netcfg> end

$

例 3–4 プロファイル構成を netcfgコマンドファイルモードでエクスポートする

次の例では、-fオプションとともに netcfg exportコマンドを使用することに
よって、User NCPの構成情報がファイルに書き込まれます。-fオプションを付ける
と、出力が user2という名前の新規ファイルに書き込まれます。-dオプションを付
けると、destroy -aコマンドが netcfg export出力の先頭行として追加されます。

$ netcfg export -d -f user2 ncp User

$ ls -al

drwx------ 3 root root 4 Oct 14 10:53 .

drwxr-xr-x 37 root root 40 Oct 14 10:06 ..

-rw-r--r-- 1 root root 352 Oct 14 10:53 user2

$

プロファイル構成をエクスポートおよび復元する
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例 3–4 プロファイル構成を netcfgコマンドファイルモードでエクスポートする (続き)

$ cat user2

destroy -a

create ncp "User"
create ncu ip "net2"
set ip-version=ipv4

set ipv4-addrsrc=dhcp

set ipv6-addrsrc=dhcp,autoconf

end

create ncu phys "net2"
set activation-mode=manual

set mtu=5000

end

create ncu phys "wpi2"
set activation-mode=prioritized

set priority-group=1

set priority-mode=exclusive

set mac-address="13:10:73:4e:2"
set mtu=1500

end

end

create loc "test"
set activation-mode=manual

set nameservices=dns

set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"
set dns-nameservice-configsrc=dhcp

set nfsv4-domain="domain.example.com"
end

create loc "test-loc"
set activation-mode=conditional-all

set conditions="system-domain is example.com"
set nameservices=dns

set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"
set dns-nameservice-configsrc=dhcp

set nfsv4-domain="domain.example.com"
end

create enm "myenm"
set activation-mode=conditional-all

set conditions="ip-address is-not-in-range 1.2.3.4"
set start="/my/start/script"
set stop="/my/stop/script"
end

create wlan "mywlan"
set priority=0

set bssids="0:13:10:73:4e:2"
end

$

ユーザー定義のプロファイルを復元する
エクスポートされた構成を復元するには、次のように netcfgコマンドを -fオプ
ションとともに使用します。

$ netcfg [ -f ] profile-name

プロファイル構成をエクスポートおよび復元する
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例:

$ netcfg -f user2

このコマンドでは、エクスポートされた構成が含まれるコマンドファイルが実行さ
れます。

プロファイルを削除する
netcfg destroy -a コマンドを使用すると、すべてのユーザー定義のプロファイルま
たは指定されたユーザー定義のプロファイルをメモリーおよび永続ストレージから
削除できます。

注 –システム定義のプロファイルは削除できません。システム定義のプロファイルに
は、Automaticと DefaultFixedの各NCP、および NoNet、Automatic、DefaultFixedの
各場所プロファイルが含まれています。

destroyサブコマンドの構文は、次のとおりです。

netcfg destroy [ -a | object-type [ class ] object-name]

netcfgのサブコマンドについては、39ページの「netcfgのサブコマンド」を参照し
てください。

注 –システム上で、常に少なくとも 1つのプロファイルがアクティブである必要があ
ります。ユーザー定義のプロファイルを削除するときは、使用中エラーを避けるた
め、destroy -aコマンドを使用する前に Automatic NCPが有効になっていることを確
認してください。

例 3–5 netcfgコマンド行モードを使用して、特定のユーザー定義のプロファイルを削除する

システム上の特定のユーザー定義のプロファイル (たとえば、Userという名前の
NCP)を削除するには、次のコマンドを入力します。

$ netcfg destroy ncp User

destroyサブコマンドを使用すると、既存のNCPからNCUを削除することもできま
す。次の例では、net1という名前のインタフェースNCUがユーザー定義のNCPか
ら削除されます。

$ netcfg "select ncp User; destroy ncu ip net1"

プロファイルが削除されたことを確認するには、ここで示すように、listサブコマ
ンドを使用します。

プロファイルを削除する
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例 3–5 netcfgコマンド行モードを使用して、特定のユーザー定義のプロファイルを削除す
る (続き)

$ netcfg

netcfg> select ncp User

netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net1

netcfg:ncp:User> exit

$

例 3–6 netcfg対話型モードを使用して、特定のユーザー定義のプロファイルを削除する

次の例では、net2という名前の IP NCUが削除されます。

$ netcfg list

NCPs:

DefaultFixed

Automatic

User

Locations:

Automatic

NoNet

test

test-loc

DefaultFixed

$ netcfg

netcfg> select ncp User

netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net2

ip net2

netcfg:ncp:User> destroy ncu ip net2

Destroyed ncu ’net2’

netcfg:ncp:User> list

ncp:User

management-type reactive

NCUs:

phys net2

netcfg:ncp:User> end

netcfg> exit

$

プロファイルを削除する

第 3章 • リアクティブネットワーク構成の管理 (タスク) 89



無線スキャンを実行して、使用可能な無線ネットワーク
に接続する

netadmコマンドを使用すると、使用可能な無線ネットワークをスキャンして接続で
きます。

無線リンクをスキャンして使用可能な無線ネットワークのリストを取得するに
は、netadm scan-wifi link-nameコマンドを使用します。

link-nameとして指定されたリンク上で、スキャン結果から無線ネットワークを選択
して接続するには、netadm select-wifi link-nameコマンドを使用しま
す。select-wifi link-nameサブコマンドでは、必要に応じてWiFiの選択、鍵、およ
び鍵スロットを求めるプロンプトが表示されます。

netadmのサブコマンドについては、42ページの「netadmのサブコマンド」を参照し
てください。

注 – netadm select-wifiコマンドを使用する前に、鍵を作成しておく必要がありま
す。

netadm scan-wifi link-nameコマンドを使用すると、使用可能な無線ネットワークを
検索するための後続のネットワークスキャンをトリガーすることもできます。新規
スキャン結果が既存のスキャン結果と同一である場合は、後続のスキャンでス
キャンイベントがトリガーされない可能性があることに注意してください。nwamd

デーモンは、最後のスキャン以降にデータが変更されたかどうかに関係なく、ス
キャンを実行します。

次の例では、netadm scan-wifiコマンドを使用して、無線リンク net1のスキャンを
実行します。次に、netadm select-wifiコマンドを使用して、選択する無線ネット
ワークのリストを表示します。表示されるリストは、以前に net1で実行されたス
キャンの結果に基づきます。

例 3–7 無線ネットワークに接続する

$ netadm select-wifi net1

1: ESSID home BSSID 0:b:e:85:26:c0

2: ESSID neighbor1 BSSID 0:b:e:49:2f:80

3: ESSID testing BSSID 0:40:96:29:e9:d8

4: Other

Choose WLAN to connect to [1-4]: 1

$

この例では、番号 1で表されている無線ネットワークの homeネットワークを選択し
ています。

無線スキャンを実行して、使用可能な無線ネットワークに接続する
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例 3–8 リストに載っていないワイヤレスネットワークに接続する

$ netadm select-wifi net1

1: ESSID home BSSID 0:b:e:85:26:c0

2: ESSID neighbor1 BSSID 0:b:e:49:2f:80

3: ESSID testing BSSID 0:40:96:29:e9:d8

4: Other

Choose WLAN to connect to [1-4]: 4

Enter WLAN name: clear

1: None

2: WEP

3: WPA

Enter security mode:1

$

この例では、番号 4で表される、リストに載っていない無線ネットワークを選択す
るための Otherオプションによって、無線ネットワークの名前とセキュリ
ティーモードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

WLANでキーが必要な場合、WEPがセキュリティーモードに対して指定されていれ
ば、鍵および鍵スロットの入力を求めるプロンプトが表示されます。例:

Enter WLAN key for ESSID home: mywlankey

Enter key slot [1-4]: 1

リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブル
シューティング

このセクションでは、リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブル
シューティングを行う方法について説明します。

すべてのネットワーク接続の現在の状態を監視す
る
show-eventsサブコマンドとともに netadmコマンドを使用すると、ネットワーク管理
デーモン nwamdで監視されているイベントを待機して表示できます。このサブコマン
ドは、ネットワークプロファイルおよび構成オブジェクトの構成プロセスに関連す
るイベントについて、役立つ情報を提供します。

netadm show-eventsコマンドの構文は次のとおりです。

netadm show-events [-v]

netadmのサブコマンドについては、42ページの「netadmのサブコマンド」を参照し
てください。

リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブルシューティング
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次の例では、Automatic NCPが有効な場合に、-vオプションとともに netadm

show-eventsコマンドを使用します。-vオプションは、イベントを詳細モードで表示
して、さまざまな状態の変化を示します。

$ netadm show-events -v

EVENT DESCRIPTION

OBJECT_ACTION ncp Automatic -> action enable

OBJECT_STATE ncp Automatic -> state online, active

OBJECT_STATE ncu link:net0 -> state offline*, (re)initialized but not config

OBJECT_STATE ncu link:net0 -> state online, interface/link is up

OBJECT_STATE ncu interface:net0 -> state offline*, (re)initialized but not c

OBJECT_STATE ncu interface:net0 -> state offline*, waiting for IP address to

PRIORITY_GROUP priority-group: 0

LINK_STATE net0 -> state up

OBJECT_STATE loc NoNet -> state offline*, method/service executing

OBJECT_STATE loc Automatic -> state offline, conditions for activation are u

OBJECT_STATE loc NoNet -> state online, active

IF_STATE net0 -> state flags 1004843 addr 10.153.125.198/24

OBJECT_STATE ncu interface:net0 -> state offline*, interface/link is up

OBJECT_STATE ncu interface:net0 -> state online, interface/link is up

IF_STATE net0 -> state flags 2080841 addr 2002:a99:7df0:1:221:28ff:fe3c:

IF_STATE net0 -> state flags 2004841 addr 2001:db8:1:2::4ee7/128

OBJECT_STATE loc Automatic -> state offline*, method/service executing

OBJECT_STATE loc NoNet -> state offline, conditions for activation are unmet

OBJECT_STATE loc Automatic -> state online, active

ネットワークインタフェース構成に関する問題の
トラブルシューティング
netadm list -xコマンドは、ネットワークインタフェースが正しく構成されない場合
の原因を特定する際に役立ちます。このコマンドは、さまざまなプロファイルと構
成オブジェクト、それらの現在の状態、およびそれらがその状態である理由を表示
します。

たとえば、ケーブルが抜かれている場合に、netadm list -xコマンドを使用する
と、リンク状態がオフラインであるかどうか、およびその理由 (「link is down」など)
を特定できます。同様に、重複アドレスが検出された場合は、netadm list -xコマン
ドの出力に、物理リンクがオンライン (起動中)であるが、IPインタフェースは保守
状態であることが表示されます。この例では、表示される理由は「アドレスの重複
が検出されました」です。

netadm list -xコマンドの出力例を次に示します。

$ netadm list -x

TYPE PROFILE STATE AUXILIARY STATE

ncp DefaultFixed offline disabled by administrator

ncp Automatic online active

ncu:phys net0 offline interface/link is down

ncu:ip net0 offline conditions for activation are unmet

リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブルシューティング

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月92



ncu:phys net1 offline* need WiFi network selection

ncu:ip net1 offline conditions for activation are unmet

ncp User disabled disabled by administrator

loc Automatic offline conditions for activation are unmet

loc NoNet online active

loc office offline conditions for activation are unmet

loc DefaultFixed offline conditions for activation are unmet

$

リンクまたはインタフェースがオフラインになっている原因が特定されたら、問題
の修正に進むことができます。IPアドレスが重複している場合は、netcfgコマンド
を使用して、指定されたインタフェースに割り当てられた静的 IPアドレスを変更す
る必要があります。手順については、66ページの「プロファイルのプロパティー値
を設定および変更する」を参照してください。変更を確定したら、netadm list -xコ
マンドを再度実行して、インタフェースが正しく構成され、状態が onlineと表示さ
れることをチェックします。

インタフェースが正しく構成されない場合の原因のもう 1つの例として、使用可能
な既知のWLANが存在しないことが挙げられます。この場合、WiFiリンクの状態が
offlineと表示され、その理由が need WiFi network selectionと表示されます。ある
いは、WiFiの選択は行われたが、鍵が必要である場合は、その理由が need WiFi key

と表示されます。

リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブルシューティング
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ネットワーク管理グラフィカル
ユーザーインタフェースの使用

この章では、Oracle Solarisデスクトップ上のネットワーク管理グラフィカル
ユーザーインタフェース (以前はNWAM GUIと呼ばれていたもの)を紹介し、その
ネットワーク管理GUIを構成するコンポーネントについて説明します。デスク
トップからのリアクティブネットワークプロファイルとの対話、ネットワーク接続
の制御、無線ネットワークの追加、およびネットワークプロファイルの作成と管理
のための基本手順についても、この章で説明します。

ネットワーク管理GUIを使用してネットワークを排他的に管理するための段階的な
手順については、この章では説明しません。詳細な手順については、オンラインヘ
ルプを参照してください。オンラインヘルプには、デスクトップのパネル通知領域
に常に表示される「ネットワークステータス」アイコンを右クリックすればアクセ
スできます。ネットワーク管理GUIのリンクをクリックすると、各トピックに関す
る詳細な情報を提供するオンラインヘルプのページにアクセスできます。また、テ
キストに表示されるリンクをクリックするか、サイドペインのさまざまなトピック
をクリックして、オンラインヘルプをナビゲートすることもできます。

この章の内容は次のとおりです。

■ 96ページの「ネットワーク管理グラフィカルユーザーインタフェースの紹介」
■ 98ページの「GUIの機能コンポーネント」
■ 101ページの「デスクトップからリアクティブネットワークプロファイルと対話
する」

■ 106ページの「お気に入りの無線ネットワークに加入して管理する」
■ 109ページの「ネットワークプロファイルを管理する」
■ 116ページの「場所を作成および管理する」
■ 120ページの「外部ネットワーク識別子について」
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ネットワーク管理グラフィカルユーザーインタフェース
の紹介

ネットワーク管理GUIは、ネットワークコマンド行インタフェース (CLI)のグラ
フィカル版です。ネットワーク管理GUIを使用すると、デスクトップからネット
ワークのステータスを表示して監視したり、リアクティブネットワークプロファイ
ルと対話して Ethernetおよび無線の構成を管理したりできます。さらに、起動時の
有線または無線ネットワークへの接続や、新しい有線または無線ネットワークの構
成などの、さまざまなネットワークタスクをデスクトップから実行できま
す。ネットワーク管理GUIを使用すると、場所を作成および管理することもできま
す。場所は、異なるネームサーバーやセキュリティータイプを必要とする構成
や、異なるタイミングで有効にする必要があるネットワークインタフェース構成を
必要とする構成など、システム全体のネットワーク構成の複雑なタスクを簡素化す
るプロファイルです。GUIには、現在のネットワーク接続のステータスに関する情
報、およびネットワーク環境全体の状況に関する情報を表示する機能があります。

ネットワーク管理GUIの基本的な機能には次が含まれます。

■ ネットワークステータスの通知
■ ホットプラグイベントの検出
■ ネットワークプロファイルの作成と管理
■ 無線ネットワークの管理

ネットワーク管理GUIは、目的のプロパティー値をプロファイルの形式でシステム
上に格納することによって、ネットワーク構成をネットワークCLIと同じ方法で管
理します。システムのネットワークサービスは、現在のネットワーク状況に基づい
て、特定の時間にアクティブにするプロファイルを決定し、最適なプロファイルを
有効にします。

デスクトップからネットワーク管理GUIにアクセ
スする
ネットワーク管理GUIは、デスクトップパネルに継続的に表示される「ネット
ワークステータス」通知アイコンと、ネットワーク構成ダイアログの 2つのコン
ポーネントで構成されています。これらのダイアログには、「システム」→「管
理」メニューからアクセスすることも、通知アイコンを右クリックすることでアク
セスすることもできます。ネットワーク管理GUIは、電源管理アイコンなどの継続
的なステータス通知アイコンが付いたその他のアプリケーションと同様に動作しま
す。これらのアプリケーションでは、右クリック (コンテキスト)メニューにアクセ
スするか、アイコンまたは各種設定メニューからアクセス可能な構成ダイアログを
使用することによって、特定のタスクを実行できます。
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パネルアイコンは、ネットワーク構成との接点としてもっとも頻繁に使用されま
す。アイコンには、有線と無線のどちらのネットワークに現在接続しているのかが
表示されます。アイコンの上にマウスポインタを重ねると、現在アクティブなNCP
や場所プロファイルなどの追加情報がツールチップに表示されます。アイコンを右
クリックすると、別の無線ネットワークに接続するなどの、システムの基本的な
ネットワーク構成を変更できます。

パネルアイコンをクリック (左クリック)すると、「ネットワーク設定」ダイアログ
が開きます。このダイアログは、「システム」→「管理」メニューからでも開くこ
とができます。ここでは、静的 IPv4および IPv6アドレスの定義、接続優先度の設
定、外部ネットワーク修飾子 (ENM)の管理、さまざまな場所で使用するための
ネットワーク設定グループの作成などの、より詳細なネットワーク構成を実行でき
ます。

ネットワーク管理GUIとネットワークCLIの相違
点
ネットワーク管理GUIとネットワークCLIのどちらを使用しても、ネットワーク構
成の管理、およびリアクティブネットワーク構成との対話が可能です。特定のタス
クを実行する際に、GUIとCLIの使用のどちらを選択するのかは、そのタスクや与
えられた状況によって異なります。タスクによっては、ネットワーク管理GUIを使
用することがもっとも論理的な選択であることもあります。例として、現在アク
ティブなネットワーク接続のステータスのチェックや、起動時に接続する無線
ネットワークの選択が挙げられます。これらのタスクは、デスクトップからGUI経
由でリアクティブネットワーク構成と直接対話する方が、より簡単かつ迅速に実行
できます。新規 ENMの起動および停止方法としてスクリプトを指定するなどの、よ
り複雑なタスクでは、コマンド行モードでの作業を選択できます。

CLIとGUIは基本的には同じですが、次の相違点があることに注意してください。

■ 機能の相違点

ネットワーク管理GUIには、デスクトップからリアクティブネットワーク構成と
対話して、ネットワーク接続をチェックできる機能が含まれています。ネット
ワークのステータスに関する情報を取得する方法は、GUIとCLIのコマンド間で
若干異なります。GUIを使用している場合は、通知が発生するとデスクトップに
表示されます。CLIを使用している場合は、netadm show-eventsコマンドを使用
して、リアクティブネットワークイベントの発生を監視できます。詳細は、
91ページの「すべてのネットワーク接続の現在の状態を監視する」を参照してく
ださい。

また、ネットワーク管理GUIを使用してネットワークのステータスに関する情報
を取得するには、デスクトップに表示される「ネットワークステータス」通知ア
イコンを視覚的にチェックしたり、マウスポインタを重ねたり、クリックしたり
します。コマンド行からネットワークのステータスに関する情報を取得するに
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は、listサブコマンドとともに netadmコマンドを使用します。このコマンドの出
力には、システムで構成されている各ネットワークオブジェクトの基本的な状態
に関する情報が含まれます。ただし、ネットワーク管理GUIでは、接続されてい
る無線ネットワークの種類やネットワーク接続の IPアドレスなどの、ネット
ワークステータスに関するより完全な情報や詳細が提供されます。

CLIを使用して実行できるコマンドの一部は、GUIを使用しては実行できませ
ん。たとえば、GUIを使用してプロファイル構成をエクスポートすることはでき
ません。プロファイル構成をエクスポートするには、netcfg exportコマンドを使
用します。詳細は、84ページの「プロファイル構成をエクスポートおよび復元す
る」を参照してください。

また、GUIを使用して固定ネットワークプロファイルを作成または変更すること
もできません。固定プロファイルを変更するには、ipadmおよび dladmコマンドを
使用します。

ipadmコマンドの詳細は、ipadm(1M)のマニュアルページおよび『Oracle
Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』の第 4章「IP
インタフェースの操作」を参照してください。

dladmコマンドの詳細は、dladm(1M)のマニュアルページおよび『Oracle
Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接続』の第 3
章「データリンクの操作」を参照してください。

■ コンポーネント名と用語の使用上の相違点

GUIでは、ネットワーク構成プロファイル (NCP)はネットワークプロファイルと
同じです。CLIでネットワーク構成ユニット (NCU)と呼ばれているものは、GUI
ではネットワーク接続と呼ばれます。

CLIを使用してNCPを有効または無効にすることは、GUIを使用する場合の
ネットワークプロファイルまたは接続を切り替えるためのタスクと同じです。

GUIの機能コンポーネント
ネットワーク管理GUIには、CLIを使用して実行できるタスクと実質的に同じタス
クを実現するために使用される複数の機能コンポーネントがあります。表 4–1で
は、これらの各コンポーネントについて説明します。ダイアログによっては、複数
の方法でアクセスしたり、開いたりできることに注意してください。また、一部の
ダイアログでは、ダイアログにアクセスする方法に応じて異なる情報が表示されま
す。このような相違点に関する具体的な情報については、この章を通じて関連する
セクションで述べられ、オンラインヘルプでも詳細に説明しています。

GUIの機能コンポーネント
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表 4–1 ネットワーク管理GUIの主要なコンポーネント

コンポーネン
ト 機能 アクセス方法

「ネット
ワークス
テータ
ス」通知ア
イコン

ネットワークのステータスを
表示する方法およびデスク
トップからネットワークと対
話する方法。このアイコンに
は、GUIを使用してネット
ワーク構成を作成および管理
するためにアクセス可能なコ
ンテキストメニューが付いて
います。

■ 常にデスクトップパネルの通知領域に表示されて
いるアイコンを参照します。

■ アイコンの上にマウスポインタを重ねると、現在
のネットワークステータスに関する情報を提供す
るツールチップが表示されます。

■ アイコンをクリックすると、「ネットワーク設
定」ダイアログが表示されます。

■ アイコンを右クリックすると、そのコンテキスト
メニューが開きます。

「ネット
ワーク設
定」ダイア
ログ

リアクティブネットワークプ
ロファイルと固定ネット
ワークプロファイルを切り替
える方法。この方法は、主要
な 2つのネットワークプロ
ファイルタイプ (システム定
義の Automaticプロファイル
と複数のユーザー定義の
ネットワークプロファイル)
を有効化および管理するため
にも使用されます。Automatic

およびユーザー定義のネット
ワークプロファイル
は、ネットワークインタ
フェースごとにネットワーク
構成を管理します。

このダイアログは、ネット
ワークインタフェースごとに
IPv4および IPv6アドレスを構
成して、お気に入りの無線
ネットワークを管理する際に
も使用されます。

■ デスクトップ上の「ネットワークステータス」通
知アイコンをクリックします。

■ デスクトップパネルのメインメニューバーか
ら、「システム」→「管理」→「ネット
ワーク」の順に選択します。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコン
テキストメニューから「ネットワーク設定」を選
択します。
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表 4–1 ネットワーク管理GUIの主要なコンポーネント (続き)
コンポーネン
ト 機能 アクセス方法

「ネット
ワークの場
所」ダイア
ログ

システム定義および
ユーザー定義の場所プロ
ファイルのプロパティーを作
成、有効化、および管理する
方法。場所には、ネーム
サービスやファイアウォール
の設定などのネットワーク構
成の特定要素を指定します
(必要に応じて、同時に適用さ
れます)。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコン
テキストメニューから「ネットワークの場所」を
選択します。

■ 「ネットワーク設定」ダイアログの「接続ス
テータス」ビューから、「場所」ボタンをク
リックします。

「無線
ネット
ワークの加
入」ダイア
ログ

無線ネットワークに加入する
方法およびお気に入りネット
ワークのリストを管理する方
法。

注 –このダイアログは、無線
ネットワークの追加を試み
て、そのネットワークに関す
る詳細情報が必要な場合に自
動的に開きます。

■ 通知アイコンのコンテキストメニューから「リス
トにない無線ネットワークの加入」オプションを
選択します。

■ 「無線チューザ」ダイアログで「リストにない
ネットワークの加入」ボタンをクリックします。

■ 次の通知メッセージをクリックします。「無線
ネットワークが見つかりませんでした。この
メッセージをクリックして、リストにない無線
ネットワークに加入してください。」

「無線
チューザ」ダ
イアログ

無線ネットワークを選択する
方法および接続する方法。

次の通知メッセージをクリックします。「インタ
フェースが ESSIDから切断しました。その他の使用
可能なネットワークを表示するには、この
メッセージをクリックしてください。」

注 –このダイアログは、加入可能な無線ネットワーク
の選択肢がある場合に、必ず自動的に開きます。

「ネット
ワーク修飾
子」ダイア
ログ

ネットワーク構成の作成や変
更が可能な外部ネットワーク
修飾子アプリケーションを追
加する方法。

このダイアログは、ネット
ワーク修飾子を停止または起
動するためにも使用されま
す。ネットワーク修飾子につ
いては、120ページの「外部
ネットワーク識別子につい
て」を参照してください

■ 「ネットワーク設定」ダイアログの「接続ス
テータス」ビューで「修飾子」ボタンをクリック
します。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンを右ク
リックしてから、「ネットワーク修飾子の設
定」メニュー項目を選択します。

GUIの機能コンポーネント
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デスクトップからリアクティブネットワークプロファイ
ルと対話する

常にデスクトップパネルの通知領域に表示されている「ネットワークステータ
ス」通知アイコンは、ネットワークのステータスを表示したり、自動ネットワーク
構成のプロセスと対話したりするための主要な方法です。「ネットワークステータ
ス」通知アイコンは、ネットワークに関する情報メッセージが表示される場所でも
あります。アイコンのコンテキスト (右クリック)メニューを使用すると、基本的な
ネットワーク機能にすばやくアクセスできます。このアイコンの外観は、ネット
ワークの全体的な状態を示します。

ネットワーク接続のステータスの確認
ネットワークに関する重要な情報は、デスクトップのパネル通知領域に表示され
る「ネットワークステータス」通知アイコンをチェックすることで、すばやく確認
できます。「ネットワークステータス」通知アイコンは、現在有効なネットワーク
接続のステータスを表示し、リアクティブネットワーク構成と対話するための主要
な手段です。アイコンの表示は、現在有効なネットワーク接続のステータスに応じ
て変化します。現在有効なネットワーク接続に関する情報を表示する別の方法とし
て、「ネットワークステータス」通知アイコン上にマウスのポインタを重ねる方法
もあります。通知アイコンのコンテキストメニューにアクセスするには、アイコン
を右クリックします。このコンテキストメニューから、現在有効なネットワークイ
ンタフェースを変更し、接続先の無線ネットワーク (存在する場合)に関する詳細情
報を参照できます。

注 –「ネットワークステータス」通知アイコンは、いずれかのネットワークプロ
ファイルがアクティブである場合にデスクトップに表示されます。固定プロファイ
ルがアクティブである場合、ネットワーク構成は変更できませんが、プロパ
ティーは引き続き表示できます。たとえば、IPアドレス、ステータス、および接続
速度をパネルアイコンのツールチップや、「ネットワーク設定」ダイアログの「接
続ステータス」ビューに表示できます。

次の表は、リアクティブプロファイルがアクティブなときにシステムで有効な
ネットワーク接続のステータスを反映して変化する「ネットワークステータス」ア
イコンの表示を示しています。

デスクトップからリアクティブネットワークプロファイルと対話する
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表 4–2 リアクティブプロファイルがアクティブな場合の「ネットワークステータス」アイコン
の外観

アイコン ステータス 説明

完全な接続 アクティブなネットワークプロファイル内にある手動で有効
になったすべての接続がオンラインであること、およびアク
ティブなプロファイルグループ内の必要な数の接続がオンラ
インであること (このようなグループが存在する場合)を示し
ます。
必要な数は次のとおりです。
■ そのグループの優先度タイプが「排他的」である場合
は、1つの接続

■ そのグループの優先度タイプが「共有」である場合は、1
つ以上の接続

■ そのグループの優先度タイプが「すべて」である場合
は、グループ内のすべての接続

詳細は、115ページの「優先グループを操作する」を参照して
ください。

部分的な接続 1つ以上の手動で有効になった接続または優先グループ接続が
オフラインであることを示します。また、接続がユーザー入
力 (使用可能な無線ネットワークの選択やWEP/WPAキーの入
力など)を待機していることも示します。

接続なし ネットワークに構成の問題があることを示します。

次の表は、固定ネットワークプロファイルがアクティブである場合の「ネット
ワークステータス」アイコンの外観を示しています。

表 4–3 固定プロファイルがアクティブな場合の「ネットワークステータス」アイコンの外観

アイコン ステータス 説明

完全な接続 構成されたすべての接続がオンラインであることを示しま
す。

部分的な接続 構成された 1つ以上の接続がオフラインであることを示しま
す。

接続なし ネットワークに構成の問題があることを示します。

リアクティブネットワークプロファイルと固定ネットワークプロファイルの詳細
は、109ページの「ネットワークプロファイルを管理する」を参照してください。

デスクトップからリアクティブネットワークプロファイルと対話する
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▼ 有効なネットワーク接続に関する詳細を表示する方法

「ネットワーク設定」ダイアログを開いて、必要に応じてドロップダウンリストか
ら「接続ステータス」を選択します。

「ネットワーク設定」ダイアログは、次の方法のいずれかで開くことができます。

■ デスクトップパネルの「ネットワークステータス」通知アイコンをクリックしま
す。

■ デスクトップパネルのメインメニューバーから、「システム」→「管
理」→「ネットワーク」の順に選択します。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンを右クリックしてメニューを開いてか
ら、「ネットワーク設定」を選択します。

無線ネットワーク接続の場合は、IPアドレス、信号の強さ、接続速度、接続ス
テータス、およびセキュリティーのタイプが表示されます。

固定ネットワークプロファイルがアクティブな場合は、プロファイル内のすべて
の有線および無線接続のステータスがリストに表示されます。

リアクティブネットワークプロファイルがアクティブな場合は、手動で有効に
なったすべての接続のステータスがリストに表示されます。

特定のネットワーク接続の追加プロパティーを表示または編集するには、リスト内
の接続をダブルクリックするか、ダイアログの一番上にある「表示」ドロップダウ
ンメニューから接続を選択します。

注 –固定ネットワークプロファイルがアクティブな場合は、この方法を使用して特定
のネットワーク接続のプロパティーを表示することはできません。

デスクトップからネットワーク接続を制御する
デフォルトでは、ネットワーク構成は常にネットワーク接続の維持を試みます。有
線ネットワーク接続に失敗すると、お気に入りの無線ネットワークのいずれかへの
接続が試みられます。その試みにも失敗すると、アクセス権を持つ、その他の使用
可能な無線ネットワークへの接続が試みられます。

また、必要に応じて、有線ネットワークと無線ネットワークを手動で切り替えるこ
ともできます。

1

2
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注 –すべての接続タイプで、接続動作は現在のセッションのみに設定されます。シス
テムをリブートまたは接続解除すると、有効なネットワークプロファイルで定義さ
れている優先度に従ってネットワーク接続の確立が試みられます。

ネットワーク構成を次の方法で使用することにより、ネットワーク接続をデスク
トップから制御できます。

■ デフォルトの接続優先度を変更します。

デフォルトでは、すべての有線ネットワークがすべての無線ネットワーク接続よ
りも優先されます。つまり、無線ネットワーク接続が試みられるのは、有線接続
を確立できない場合に限ります。現在の場所で複数の無線ネットワークが利用で
きる場合は、加入するネットワークの選択が求められます。この動作は
Automaticネットワークプロファイル (GUIのネットワークプロファイルはNCPと
同じである)で定義され、デフォルトで有効になっています。別の動作を強制す
るには、別のネットワークプロファイルを作成して有効にする必要があります。

ユーザー定義のプロファイルに接続を追加できます。この接続は、そのプロ
ファイルがアクティブになると有効になります。接続を無効にするには、その接
続をプロファイルから削除できます。接続の追加および削除の詳細は、113
ページの「ネットワークプロファイルを編集する」を参照してください。

■ 有線ネットワークから無線ネットワークに切り替えます。

Automaticネットワークプロファイルが有効な場合は、有効になっているすべて
の有線インタフェースからネットワークケーブルをすべて切り離します。

デフォルトでは、お気に入りの無線ネットワークのいずれかが使用可能な場合
は、お気に入りリストに表示される順序での加入が試みられます。それ以外の場
合は、「無線チューザ」ダイアログが表示されます。このダイアログでは、加入
するネットワークを選択できます。

注 –無線ネットワークに加入する方法は、「接続プロパティー」ビューの「無
線」タブで変更できます。

Automaticネットワークプロファイル以外のネットワークプロファイルが有効な
場合、無線ネットワークに切り替えるために使用する方法は、そのネットワーク
プロファイルの定義によって異なります。

デスクトップからリアクティブネットワークプロファイルと対話する
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次のいずれかの方法を選択します。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコンテキストメニューの「接
続」サブメニューを使用して、有線接続を無効にしてから、無線接続を有効に
します。

この方法が使用可能なのは、両方の接続の起動型が「手動」であり、アク
ティブなネットワークプロファイルのタイプがリアクティブである場合に限る
ことに注意してください。

■ 無線接続を有効にしてから、必要に応じてその他の接続を無効にするには、有
効なネットワークプロファイルを編集します。

この方法が使用可能なのは、アクティブなネットワークプロファイルのタイプ
がリアクティブである場合に限ることに注意してください。

無線接続が確立されると、通知メッセージが表示されます。

■ 無線ネットワークから有線ネットワークに切り替えます。

Automaticネットワークプロファイルが有効な場合は、使用可能な有線インタ
フェースにネットワークケーブルを接続します。

Automaticネットワークプロファイル以外のネットワークプロファイルが有効な
場合、有線ネットワークに切り替えるために使用する方法は、そのネットワーク
プロファイルの定義によって異なります。

次のいずれかの方法を選択します。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコンテキストメニューの「接
続」サブメニューを使用して、無線接続を無効にしてから、有線接続を有効に
します。

この方法が使用可能なのは、両方の接続の起動型が「手動」であり、アク
ティブなネットワークプロファイルのタイプがリアクティブである場合に限る
ことに注意してください。

■ 有線接続を有効にしてから無線接続を無効にするには、有効なネットワークプ
ロファイルを編集します。

この方法が使用可能なのは、アクティブなネットワークプロファイルのタイプ
がリアクティブである場合に限ることに注意してください。

有線接続が確立されると、通知メッセージが表示されます。

注 –固定ネットワークプロファイルがアクティブなときは、接続を手動で切り替える
ことはできません。

ネットワーク管理GUIを使用して実行できるその他のタスクについては、オンライ
ンヘルプを参照してください。

デスクトップからリアクティブネットワークプロファイルと対話する
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お気に入りの無線ネットワークに加入して管理する
リアクティブネットワーク構成のデフォルトでは、無線ネットワーク接続が有効な
場合、接続が一覧表示される際の優先度の順に、お気に入りリストで使用可能な
ネットワークへの接続が要求なしで試みられます。使用可能なお気に入りのネット
ワークがない場合は、「無線チューザ」ダイアログが開きます。このダイアログで
は、加入する無線ネットワークを選択できます。

「ネットワーク設定」ダイアログの「接続プロパティー」ビューの「無線」タブ
で、無線ネットワークへの接続が試行される方法を変更することもできます。リア
クティブプロファイルがアクティブな場合は、「ネットワークステータス」通知ア
イコンのコンテキストメニューにアクセスして、別の無線ネットワークに手動で接
続できます。

ヒント –「ネットワーク設定」ダイアログを使用して、選択したネットワークの「接
続プロパティー」ビューにアクセスできます。このダイアログには、「表示」とい
うラベルが付いたドロップダウンリストが付いています。このリストでは、特定の
ネットワークのビューを切り替えることができます。各ビューでは、実行可能なさ
まざまなタスクや、選択したネットワークに関する、該当ビューに固有の情報が提
供されます。

次のビューは、システム上にある各ネットワークプロファイルのネットワーク接続
ごとに存在します。

■ 接続ステータス
■ ネットワークプロファイル
■ 接続プロパティー

ネットワークプロファイルの操作の詳細 (「ネットワーク設定」ダイアログの説明を
含む)は、109ページの「ネットワークプロファイルを管理する」を参照してくださ
い。

▼ 無線ネットワークに加入する方法
無線ネットワークに加入するには、「ネットワークステータス」通知アイコンを右
クリックすると使用可能になる「無線ネットワークの加入」オプションを選択しま
す。「無線チューザ」ダイアログは、表示される使用可能なネットワークのリスト
から、接続する無線ネットワークを選択する場所です。

リアクティブネットワークプロファイルがアクティブなときに別の無線ネット
ワークに手動で接続するには、次のいずれかを行うことができます。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコンテキストメニューから、使用可
能な無線ネットワークを選択します。

1
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■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコンテキストメニューから、「リス
トにない無線ネットワークに加入」オプションを選択します。

リストにない無線ネットワークはそのネットワーク名をブロードキャストしない
ように構成されていますが、引き続き加入が可能です。

■ 「無線チューザ」ダイアログから、使用可能な無線ネットワークを選択します。

加入可能な無線ネットワークの選択肢がある場合は、このダイアログが自動的に
表示されます。

注 –固定ネットワークプロファイルがアクティブなときは、別の無線ネット
ワークを手動で選択することはできません。

「無線ネットワークの加入」ダイアログが開いたら、選択した無線ネットワークに
関するすべての必要情報を指定してください。

場合によって指定する必要がある情報の詳細は、ネットワーク管理GUIのオンライ
ンヘルプを参照してください。

図 4–1 「無線チューザ」ダイアログ

2
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お気に入りのネットワークを管理する
デフォルトでは、無線ネットワークにはじめて加入すると、「無線ネットワークに
加入」ダイアログに「接続が成功したらお気に入りのネットワークのリストに追加
する」という名前のチェックボックスが表示されます。

■ お気に入りリストに無線ネットワークを追加するには、接続に成功したら、この
ボックスを選択します。お気に入りリストにネットワークを追加しない場合
は、ボックスの選択を解除します。ボックスはデフォルトで選択されています。

■ 現在使用できない、または現在お気に入りリストにネットワーク名をブロード
キャストしていない無線ネットワークを追加するには、「接続プロパ
ティー」ビューの「無線」タブに移動してから、「追加」ボタンをクリックしま
す。ネットワークを追加するには、ネットワーク名、セキュリティータイプ、お
よびセキュリティーキーを知っている必要があります。

図 4–2 「接続プロパティー」ビューの「無線」タブ

お気に入りの無線ネットワークに加入して管理する
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ネットワークプロファイルを管理する
ネットワーク管理GUIでは、ネットワークプロファイルは15ページの「NCPの説
明」で説明するNCPに相当します。

ネットワークプロファイルでは、いつでも有効または無効にすることができる
ネットワークインタフェースを指定します。ネットワークプロファイルを使用する
と、複数のネットワークインタフェースが使用可能な状況で役立ちます。たとえ
ば、最新のノートパソコンブランドには、有線と無線の両方のインタフェースが搭
載されています。物理的な場所や作業環境によっては、セキュリティーまたはその
他の理由で、一方のインタフェースのみを使用して、他方のインタフェースは無効
にする場合があります。

ネットワーク管理GUIで使用できるネットワークプロファイルは、リアクティブま
たは固定のどちらかです。デフォルトでは、1つのリアクティブネットワークプロ
ファイル (Automatic)と 1つの固定ネットワークプロファイル (DefaultFixed)があり
ます。必要に応じてGUIを使用すると、プロファイルを切り替えることができま
す。ユーザー定義のリアクティブプロファイルはGUIを使用して作成、編集、およ
び削除できますが、デフォルトのシステム定義のプロファイルを編集または削除す
ることはできません。

デフォルトでは、Automaticネットワークプロファイルは最初に 1つの有線接続の有
効化を試みます。この試みに失敗すると、1つの無線接続の有効化が試みられます。

「ネットワーク設定」ダイアログについて
「ネットワーク設定」ダイアログは、個々のネットワーク接続が構成される場所で
あり、各ネットワーク接続の現在の状態が表示されます。ダイアログの一番上にあ
るドロップダウンリストを使用して、切り替え可能なさまざまなビューにアクセス
できます。

ダイアログは、次の方法で開くことができます。

■ デスクトップ上の「ネットワークステータス」通知アイコンをクリックします
■ デスクトップパネルのメインメニューバーから、「システム」→「管
理」→「ネットワーク」の順に選択します

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンのコンテキストメニューから「ネット
ワーク設定」を選択します

「ネットワーク設定」ダイアログの一番上には、「表示」というラベルが付いたド
ロップダウンリストがあります。このリストでは、各ネットワークプロファイルの
ネットワーク接続ごとに、「接続ステータス」ビュー、「ネットワークプロファイ
ル」ビュー、および「接続プロパティー」ビューを切り替えることができます。

■ 「接続ステータス」ビュー

ネットワークプロファイルを管理する
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「接続ステータス」ビューには、アクティブなネットワークプロファイル内の
ネットワーク接続に関する情報が表示されます。プロファイルのタイプが固定の
場合、このビューにはプロファイル内の構成されたすべての有線および無線接続
が表示されます。プロファイルのタイプがリアクティブの場合、このビューには
起動型が「手動」である個々の有効なネットワーク接続が表示されます。詳細
は、103ページの「有効なネットワーク接続に関する詳細を表示する方法」を参
照してください。

■ 「ネットワークプロファイル」ビュー

ネットワークプロファイルの情報は、「ネットワーク設定」ダイアログ
の「ネットワークプロファイル」ビューで表示できます。

このビューを表示するには、「ネットワーク設定」ダイアログの一番上にあるド
ロップダウンリストで「ネットワークプロファイル」を選択します。

■ 「接続プロパティー」ビュー

「接続プロパティー」ビューでは、指定されたネットワーク接続のプロパ
ティーを表示および変更できます。このビューに切り替えるには、「表示」ド
ロップダウンリストから接続名を選択するか、「接続ステータス」と「ネット
ワークプロファイル」のどちらかのビューで接続名をダブルクリックします。接
続のプロパティーを表示または編集できるタブ付きのビューが表示されます。

図 4–3 「ネットワーク設定」ダイアログ

ネットワークプロファイルを管理する
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注 –固定ネットワークプロファイルがアクティブな場合は、どの接続の「接続プ
ロパティー」ビューにもアクセスできません。

「接続プロパティー」ビューには、「IPアドレス」タブと「無線」タブの 2つの
タブが付いています。「無線」タブは、接続タイプが無線の場合にのみ表示され
ます。この「IPアドレス」タブでは、IPv4と IPv6の両方のアドレスを構成できま
す。「無線」タブでは、お気に入りネットワークのリストを構成し、使用可能な
ネットワークに無線インタフェースを接続する方法を選択できます。

ネットワークプロファイルに関する情報を表示す
る
ネットワークプロファイルの情報は、「ネットワーク設定」ダイアログの「ネット
ワークプロファイル」ビューで表示できます。

このビューを表示するには、「ネットワーク設定」ダイアログの一番上にあるド
ロップダウンリストで「ネットワークプロファイル」を選択します。

「ネットワークプロファイル」リストには、使用可能な各ネットワークの名前が表
示されます。現在有効になっているプロファイルは、ラジオボタンインジケータ付
きで表示されます。デフォルトでは、1つのリアクティブネットワークプロファイル
(Automatic)と 1つの固定ネットワークプロファイル (DefaultFixed)があります。こ
れらのデフォルトのシステム定義プロファイルを有効にすることはできますが、そ
れらを編集または削除することはできません。ただし、複数のユーザー定義のリア
クティブネットワークプロファイルを作成することは可能です。手動で作成された
リアクティブネットワークプロファイルは、必要に応じて有効化、編集、または削
除できます。

図 4–4 「接続プロパティー」ビュー
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「ネットワークプロファイル」リストの下には、選択したプロファイルのサマ
リーが表示されます。選択したプロファイルを完全に表示したり、プロファイルを
編集したりするには、「編集」ボタンをクリックします。

注 –選択したプロファイルが、有効なプロファイルと異なる場合があります。

▼ あるネットワークプロファイルから別のネットワークプロファイ
ルに切り替える方法

「ネットワーク設定」ダイアログの「ネットワークプロファイル」ビューを開きま
す。

有効にするネットワークプロファイルの横にあるラジオボタンを選択します。

ネットワークプロファイルを切り替えるには、「了解」をクリックします。プロ
ファイルを切り替えずにダイアログを閉じるには、「取消し」をクリックします。

ネットワークプロファイルを追加または削除する
ネットワークプロファイルを作成または編集するには、「ネットワーク設定」ダイ
アログの一番上にあるドロップダウンリストから「ネットワークプロファイル」を
選択します。

■ 新しいネットワークプロファイルを作成するには、「追加」ボタンをクリックし
てから、新しいプロファイルの名前を入力します。作成できるのは、リアク
ティブネットワークプロファイルだけです。

■ 既存のネットワークプロファイルを複製するには、リスト内でプロファイルを選
択し、「複製」ボタンをクリックしてから、新しいプロファイルの名前を入力し
ます。複製できるのは、リアクティブネットワークプロファイルだけです。

■ ネットワークプロファイルを削除するには、リスト内でプロファイルを選択して
から、「削除」ボタンをクリックします。

注 – Automaticネットワークプロファイルおよび DefaultFixedネットワークプロ
ファイルを削除することはできません。

追加または複製したプロファイルの編集の詳細は、113ページの「ネットワークプロ
ファイルを編集する」を参照してください。
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ネットワークプロファイルを編集する
リアクティブネットワークプロファイルを編集するには、「ネットワーク設定」ダ
イアログの「ネットワークプロファイル」ビューでプロファイルを選択してか
ら、「編集」ボタンをクリックします。「ネットワークプロファイルの編集」ダイ
アログが開きます。このダイアログでは、プロファイルの接続 (NCU)を追加または
削除できます。プロファイルに接続を追加した場合は、そのプロファイルがアク
ティブになったときに、追加した接続が有効になります。プロファイルから接続を
削除すると、その接続は無効になります。115ページの「優先グループを操作す
る」を参照してください。

注 –手動で作成したネットワークプロファイルは、編集および削除することができま
す。ただし、Automaticネットワークプロファイルを編集または削除することはでき
ません。

▼ 固定ネットワークプロファイルを編集する方法
「ネットワークプロファイルの編集」ダイアログを使用して固定ネットワークプロ
ファイルを編集することはできません。

「ネットワーク設定」ダイアログの「ネットワークプロファイル」ビューで、プロ
ファイルを選択します。

編集する固定ネットワーク接続プロファイルのラジオボタンを選択し、「了解」を
クリックしてそのプロファイルを有効にします。

ipadmおよび dladmコマンドを使用して、アクティブなプロファイルに必要な変更を
加えます。

ipadmおよび dladmコマンドの詳細は、ipadm(1M)のマニュアルページ、dladm(1M)の
マニュアルページ、および『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用した
システムの接続』を参照してください。

▼ 接続を追加または削除する方法
プロファイルの接続 (NCU)を追加または削除できます。プロファイルに接続を追加
した場合は、そのプロファイルがアクティブになったときに、追加した接続が有効
になります。プロファイルから接続を削除すると、その接続は無効になります。

「ネットワーク設定」ダイアログの「ネットワークプロファイル」ビューでプロ
ファイルを選択してから、「編集」ボタンをクリックします。
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選択されたプロファイルで有効になっているネットワーク接続が一覧表示されま
す。選択されたプロファイルの接続を追加または削除できます。

注 – Automaticネットワークプロファイルを編集または削除することはできませ
ん。「ネットワークプロファイルの編集」ダイアログで Automaticネットワークプロ
ファイルが選択されたときは、常にプロファイル編集のすべてのボタンおよびド
ロップダウンリストが無効になります。

詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

「ネットワークプロファイルの編集」ダイアログで、「接続」ボタンをクリックし
ます。

あるいは、使用可能な接続のリストから有効または無効にする接続を選択し、「有
効」または「無効」ボタンをクリックすることもできます。

「接続の編集」ダイアログが表示されます。

接続を追加または削除するには、次のいずれかを選択します。

■ プロファイルに追加する接続を選択し、「了解」をクリックします。

接続がプロファイルに追加され、プロファイルがアクティブになったときに有効
になります。

■ プロファイルから削除する選択済みの接続の選択を解除し、「了解」をクリック
します。

接続がプロファイルから削除され、無効になります。

図 4–5 「ネットワークプロファイルの編集」ダイアログ
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注 –デフォルトでは、すべての有線ネットワークがすべての無線ネットワーク接続よ
りも優先されます。つまり、無線ネットワーク接続が試みられるのは、有線接続を
確立できない場合に限ります。現在の場所で複数の無線ネットワークが利用できる
場合は、加入するネットワークの選択が求められます。

優先グループを操作する
1つ以上のネットワークインタフェースを 1つのグループとして処理するネット
ワークプロファイルを作成できます。優先度が最高のグループで 1つ以上のインタ
フェースを有効にすることができない場合は、グループの優先度タイプに
従って、次に優先度が高いグループが考慮されます。

次の表は、使用可能な 3つの異なる優先グループのタイプを示しています。

優先度タイプ 説明

Exclusive グループ内の 1つの接続が有効になり、その他のすべての接続は無効
になります。グループ内の 1つ以上の接続が有効である限り (必ずし
も常に同じ接続とは限りません)、優先度が低いグループ内の接続の
有効化は試みられません。

共有 有効化可能なグループ内のすべての接続が有効になります。グループ
内の 1つ以上の接続が有効のままである限り、優先度が低いグループ
内の接続の有効化は試みられません。

All グループ内のすべての接続が有効になります。接続のいずれかが失わ
れると、グループ内のすべての接続が無効になります。グループ内の
すべての接続が有効のままである限り、優先度が低いグループ内の接
続の有効化は試みられません。

たとえば、デフォルトの Automaticネットワークプロファイルには、排他的な 2つの
優先グループが含まれています。優先度が高い方のグループには、すべての有線
ネットワーク接続が含まれています。優先度が低い方のグループには、すべての無
線ネットワーク接続が含まれています。

このようなタスクまたはその他のタスクの実行の詳細な手順については、オンライ
ンヘルプを参照してください。

▼ ネットワーク接続を「常に有効」グループに移動する方法
「常に有効」グループ内のネットワーク接続は、選択されたネットワークプロ
ファイルがアクティブなときに常に有効になります。

編集するネットワークプロファイルを有効にします。1
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「ネットワークプロファイルの編集」ダイアログで、常に有効にする接続を選択し
ます。

接続が「常に有効」グループに移動するまで「上へ」ボタンをクリックします。

▼ ネットワーク接続を削除する方法
ネットワーク接続は、プロファイルがアクティブなときにそれがプロファイルから
削除されると無効になります。

「ネットワークプロファイルの編集」ダイアログで、「接続」ボタンをクリックし
ます。

「接続の編集」ダイアログが表示されます。

無効にする接続の選択を解除し、「了解」をクリックします。

場所を作成および管理する
場所には、ネームサービスやファイアウォールの設定などのネットワーク構成の特
定要素 (必要に応じて、同時に適用される)が含まれています。さまざまな使用目的
で複数の場所を作成できます。たとえば、オフィスで会社のイントラネットを使用
して接続しているときは、1つの場所を使用できます。無線アクセスポイントを使用
してパブリックインターネットに接続しているときは、自宅で別の場所を使用でき
ます。場所は、ネットワーク接続で取得される IPアドレスなどの環境条件に従って
手動で、または自動的に有効にできます。

「ネットワークの場所」ダイアログでは、場所を切り替えたり、場所のプロパ
ティーを編集したり、新しい場所を作成したり、場所を削除したりできます。作成
および削除できるのはユーザー定義の場所だけであることに注意してくださ
い。「場所」ダイアログは、「ネットワーク設定」ダイアログの「接続ステータ
ス」ビューから開くことができます。
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「場所」リストは、「ネットワークステータス」通知アイコンのコンテキストメ
ニューのリストと似ています。使用可能な各場所は、起動型を表すアイコン付きで
一覧表示されます。

場所タイプは、その起動モードに応じて決まります。それらは次のとおりです。

■ システム –このタイプの場所は、システム定義の場所 (Automatic、NoNet、および
DefaultFixed)です。つまり、現在のネットワーク状況に基づいて、場所を有効に
するタイミングがシステムにより決定されます。場所 DefaultFixedが有効になる
のは、対応する DefaultFixedネットワークプロファイルが有効な場合に限られま
す。場所 DefaultFixedを手動で有効または無効にすることはできません。

■ 手動 –このタイプの場所は、「ネットワークの場所」ダイアログを使用する
か、「ネットワークステータス」通知アイコンと対話することによって、手動で
有効または無効にすることができます。

■ 条件付き –このタイプの場所は、場所の作成中に指定する規則に従って、自動的
に有効または無効になります。

注 –システムの場所または固定の場所が選択されているときは、ドロップダウンリス
トに「システムによって起動されました」または「固定プロファイルによって起動
されました」がそれぞれ表示されます。ドロップダウンリストと「規則の編集」ボ
タンの両方が無効になります。

▼ 場所の起動モードを変更する方法
次の手順では、GUIを使用して場所の起動モードを変更する方法について説明しま
す。netcfgコマンドを使用する場合は、指定された場所のプロパティーを変更して
起動モードを変更します。詳細は、66ページの「プロファイルのプロパティー値を
設定および変更する」を参照してください。

図 4–6 「場所」ダイアログ
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「ネットワークステータス」通知アイコンの「場所」サブメニューから、「ネット
ワークの場所」を選択します。または、「ネットワーク設定」ダイアログの「接続
ステータス」ビューから、「場所」ボタンをクリックします。

場所の起動モードを変更するには、リスト内で場所を選択してから、「選択された
場所」ドロップダウンリストから新しい起動モードを選択します。

システムの場所または固定の場所が選択されているときは、ドロップダウンリスト
に「システムによって起動されました」または「固定プロファイルによって起動さ
れました」がそれぞれ表示されます。ドロップダウンリストと「規則の編集」ボタ
ンの両方が無効になります。

「手動」または「条件付き」の場所が選択されているときは、ドロップダウンリス
トのオプションは次のとおりです。

■ 手動起動のみ:この場所は、手動で選択した場合にのみ有効になります。このオ
プションが選択されると、「規則の編集」ボタンが無効になります。

■ 規則によって起動:この場所は、特定のネットワーク条件で自動的に選択されま
す。このオプションが選択されると、「規則の編集」ボタンが有効になります。

(省略可能)場所を有効にする方法とタイミングに対する規則を設定するには、「規則
の編集」ボタンをクリックします。

詳細な手順については、オンラインヘルプの「「規則」ダイアログの操作」を参照
してください。

▼ ある場所から別の場所に切り替える方法
次の手順では、GUIを使用してある場所から別の場所に切り替える方法について説
明します。CLIを使用して場所を切り替えるには、netadmコマンドを使用して新しい
場所を有効にします。システムでは常に 1つの場所だけが有効である必要があるた
め、新しい場所を有効にすると、暗黙的に現在有効になっている場所は無効になり
ます。ネットワークプロファイルを有効にするときにも、同じ規則が適用されま
す。場所の有効化および無効化の詳細は、75ページの「プロファイルを有効および
無効にする」を参照してください。

「ネットワークステータス」通知アイコンの「場所」サブメニューから、有効にす
る場所を選択します。

「場所」サブメニューで「場所の自動切り替え」オプションが選択されている場合
は、有効にする場所を手動で選択できません。ネットワーク環境の変化に応じ
て、常に最適な「システム」または「条件付き」の場所が自動的に有効になりま
す。
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「場所」サブメニューで「場所の手動切り替え」オプションが選択されている場合
は、その起動型には関係なく、使用可能な場所を有効にできます。選択された場所
は、無期限に有効なままになります。

■ あるいは、「ネットワークの場所」ダイアログでも場所を切り替えることができ
ます。このためには、次の手順に従います。

a. 「ネットワークステータス」通知アイコンの「場所」サブメニューか
ら、「ネットワークの場所」を選択します。または、「ネットワーク設定」ダ
イアログの「接続ステータス」ビューから、「場所」ボタンをクリックしま
す。

b. 切り替える場所のラジオボタンを選択してから、「了解」をクリックします。

■ 「ネットワークの場所」ダイアログで「場所の自動切り替え」ラジオボタ
ンが選択されている場合は、有効にする場所を手動で選択できませ
ん。ネットワーク環境の変化に応じて、常に最適な「システム」また
は「条件付き」の場所が自動的に有効になります。

■ 「ネットワークの場所」ダイアログで「場所の手動切り替え」ラジオボタ
ンが選択されている場合は、固定の場所以外の使用可能な場所を有効にで
きます。新しい場所は、無期限に有効なままになります。

場所を編集する
GUIを使用した場所の編集は、CLIを使用した場合の場所のプロパティーの変更に相
当します。

▼ 場所を編集する方法

「ネットワークステータス」通知アイコンのサブメニューから「ネットワークの場
所」を選択します。

あるいは、「ネットワーク設定」ダイアログの「接続ステータス」ビューか
ら、「場所」ボタンをクリックします。

リストから場所を選択して、「編集」をクリックします。

あるいは、リスト内の場所をダブルクリックすることもできます。

注 –固定の場所のプロパティーは編集できません。

「場所の編集」ダイアログが開き、次の 2つのタブが使用できます。
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ネームサービス 指定された場所内にネームサービスを構成できます。

セキュリティー 指定された場所が有効なときに、IPフィルタや IPsec機能で使用
される構成ファイルを選択できます。

該当するタブを選択して、編集する情報を表示します。

外部ネットワーク識別子について
外部ネットワーク修飾子 (ENM)には、アプリケーションまたはスクリプト (たとえ
ば、VPNアプリケーション)がNCPおよび場所プロファイルで指定された構成の外
部で独自のネットワーク構成を行うタイミングを指定する機能があります。ENM
は、有効または無効になったときにネットワーク構成を直接変更するサービスやア
プリケーションとして定義することもできます。ENMは、GUIで「ネットワーク修
飾子」ダイアログを使用することで構成および監視されます。

注 – GUIを使用してネットワーク修飾子アプリケーションまたはサービスを管理する
前に、手動でインストールしてから、証明書や共有シークレットのインストールな
どの初期設定を完了する必要があります。

ENMは、必要に応じて手動で起動および停止できます。また、ユーザー定義の規則
に従って、自動的に起動することもできます。このダイアログを使用して管理する
には、ネットワーク修飾子アプリケーションをコマンド行ツールまたは SMFサービ
スとして実装する必要があります。

CLIを使用した ENMの作成方法および管理方法の詳細は、59ページの「ENMプロ
ファイルを作成する」を参照してください。

「ネットワーク修飾子」ダイアログについて
このダイアログは、ENM (ネットワーク構成を作成および変更できるアプリ
ケーション)の追加や削除、起動と停止、および編集を行う際に使用されます。
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次のいずれかの方法を使用してダイアログを開きます。

■ 「ネットワーク設定」ダイアログの「接続ステータス」ビューで「修飾子」ボタ
ンをクリックします。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンを右クリックしてから、「ネット
ワーク修飾子の設定」メニュー項目を選択します。

「使用可能なネットワーク修飾子」ダイアログのメインセクションには、ENMごと
に次の情報が表示されます。

■ アクティブ化状態アイコン (「手動」または「条件付き」)
■ ユーザー定義の名前 (修飾子名)、たとえば「OpenVPN」
■ 現在のステータス (「実行中」または「停止しました」)

「規則に従って開始/停止する」チェックボックスは、選択したネットワーク修飾子
アプリケーションの起動型が「条件付き」の場合はチェックされ、起動型が「手
動」の場合はチェックが解除されます。起動型を変更するには、チェックボックス
を切り替えます。

図 4–7 「ネットワーク修飾子」ダイアログ
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▼ コマンド行の ENMを追加する方法
次の手順では、コマンド行の ENMを追加する方法について説明します。ネット
ワーク修飾子アプリケーションサービスの追加の詳細は、オンラインヘルプを参照
してください。

次のいずれかの方法を使用して「ネットワーク修飾子」ダイアログを開きます。

■ 次に、「ネットワーク設定」ダイアログの「接続ステータス」ビューから、「修
飾子」ボタンをクリックします。

■ 「ネットワークステータス」通知アイコンを右クリックしてから、「ネット
ワーク修飾子の設定」メニュー項目を選択します。

「追加」ボタンをクリックします。

新しいネットワーク修飾子アプリケーションの名前を入力します。

新しいエントリを追加したり、編集を取り消したりするには、次のいずれかを選択
します。

■ 起動型が「手動」である新しいエントリを追加するには、EnterまたはTabキーを
押します。

2つの修飾子の管理のラジオボタンを有効にします。1つ目の「コマンド行アプリ
ケーション」は、デフォルトで選択されています。「開始コマンド」および「停
止コマンド」フィールドと、2つの「参照」ボタンも有効になっています。

■ 変更を取り消すには、Escapeキーを押します。

「開始コマンド」フィールドに、このネットワーク修飾子アプリケーションを開始
するコマンドを入力します。

あるいは、「参照」ボタンを使用して、使用するコマンドを選択できるファイル
チューザダイアログを開くこともできます。

このネットワーク修飾子アプリケーションの「開始」ボタンは、このフィールドに
有効なコマンドが入力されるまで無効になっています。

「停止コマンド」フィールドに、このネットワーク修飾子アプリケーションを停止
するコマンドを入力します。

あるいは、「参照」ボタンを使用して、使用するコマンドを選択できるファイル
チューザダイアログを開くこともできます。

このネットワーク修飾子アプリケーションの「停止」ボタンは、このフィールドに
有効なコマンドが入力されるまで無効になっています。

1

2

3

4

5

6
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このアプリケーションを追加するには、「了解」をクリックします。

外部ネットワーク修飾子が追加されます。

7

外部ネットワーク識別子について

第 4章 • ネットワーク管理グラフィカルユーザーインタフェースの使用 123



124



索引

A
activation-modeプロパティー, 20
さまざまなプロファイルタイプのプロパ
ティー値, 76

場所プロファイルの使用可能な値, 23
Automatic NCP, 15–16
基本構成を実行するためのポリシー, 28

Automatic場所プロファイル, 17

D
DefaultFixed, 66
DefaultFixed NCP, 15, 46
DefaultFixed場所プロファイル, 17

E
ENM, 18–19, 120–123

ENMプロファイルのプロパティー, 60–61
ENMプロファイルを作成する, 59–63
ENMプロファイルを対話形式で作成す
る, 61–63

コマンド行の ENMを追加する, 122–123
「ネットワーク修飾子」ダイアログ, 120–121

G
GUIの機能コンポーネント, 98–100

N
NCP, 15–16

activation-modeプロパティー, 20
Automatic NCP, 15–16
NCPアクティブ化ポリシー, 20–22
NCPを作成する, 46–54
NCU, 16
NCUを含むNCPを対話形式で作成する, 49–54
ユーザー定義のNCP, 15–16

NCPアクティブ化ポリシー, 20–22
NCU, 16
作成する, 46–49
プロパティー, 47–49

netadmコマンド
disableサブコマンド, 42
enableサブコマンド, 42
helpサブコマンド, 44
listサブコマンド, 43
scan-wifiサブコマンド, 44
select-wifiサブコマンド, 44
show-eventsサブコマンド, 43

netadmコマンドの disableサブコマンド, 42
netadmコマンドの enableサブコマンド, 42
netadmコマンドの helpサブコマンド, 44
netadmコマンドの listサブコマンド, 43
netadmコマンドの scan-wifiサブコマンド, 44
netadmコマンドの show-eventsサブコマンド, 43
netcfgコマンド

cancelサブコマンド, 39
clearサブコマンド, 39
commitサブコマンド, 39
createサブコマンド, 39

125



netcfgコマンド (続き)
destroyサブコマンド, 40
endサブコマンド, 40
exitサブコマンド, 40
exportサブコマンド, 40
getサブコマンド, 40
helpサブコマンド, 41
listサブコマンド, 41
revertサブコマンド, 41
selectサブコマンド, 41
setサブコマンド, 41
verifyサブコマンド, 41
walkpropサブコマンド, 41, 74–75
コマンド行モード, 38
コマンドファイルモード, 38–39
対話型モード, 36–38

netcfgコマンドの cancelサブコマンド, 39
netcfgコマンドの clearサブコマンド, 39
netcfgコマンドの commitサブコマンド, 39
netcfgコマンドの createサブコマンド, 39
netcfgコマンドの destroyサブコマンド, 40
netcfgコマンドの endサブコマンド, 40
netcfgコマンドの exitサブコマンド, 40
netcfgコマンドの exportサブコマンド, 40
netcfgコマンドの getサブコマンド, 40
netcfgコマンドの helpサブコマンド, 41
netcfgコマンドの listサブコマンド, 41
netcfgコマンドの revertサブコマンド, 41
netcfgコマンドの selectサブコマンド, 41
netcfgコマンドの setサブコマンド, 41
netcfgコマンドの verifyサブコマンド, 41
netcfgコマンドの walkpropサブコマンド, 41
netcfgコマンドの対話型モード, 36–38
netcfgのコマンド行モード, 38
netcfgのコマンドファイルモード, 38–39
NoNet場所プロファイル, 17

P
priority-groupプロパティー, 21, 48
priority-modeプロパティー, 21, 48

S
select-wifiサブコマンド, 44
SMFネットワークサービス, 30

W
walkpropサブコマンド,プロパティー値を表示お
よび変更する, 74–75

WLAN, 19

い
一覧表示する
システム上のプロファイル情報, 69–75
すべてのプロファイル, 70–71
特定のプロパティーの値, 72–74
特定のプロファイルのすべてのプロパ
ティー値, 71–72

インタフェースNCU, 16

か
外部ネットワーク修飾子 (ENM), 120–123
「ネットワーク修飾子」ダイアログ, 120–121

加入する
およびお気に入りの無線ネットワークを管理す
る, 106–108

無線ネットワーク, 106–107
管理する
お気に入りのネットワーク, 108
ネットワークプロファイル, 109–120

き
既知のWLAN, 19
既知のWLANプロファイルを作成する, 63–66
プロパティー, 63–64

既知のWLANプロファイル,対話形式で作成す
る, 64–66

索引

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月126



切り替える
あるネットワークプロファイルから別のネット
ワークプロファイルに, 112

ある場所から別の場所に, 118–119
固定ネットワーク構成からリアクティブネット
ワーク構成に, 81

プロファイル, 77
リアクティブネットワーク構成から固定ネット
ワーク構成に, 80–81

こ
固定ネットワークコマンド, 30
コマンド,固定ネットワーク用, 30
コマンド行の ENMを追加する, 122–123

さ
最上位のプロファイル, 36
サブコマンド

netadmコマンド, 42–44
netcfgコマンド, 39–42

し
使用可能な無線ネットワークに接続する, 90–91
無線スキャンを実行する, 90–91

承認, 31
ネットワーク管理GUI, 33
ネットワーク構成とステータスパネルの存
在, 32

ユーザーインタフェースを使用するために必
要, 32–33

す
ステータスを確認する
固定プロファイルがアクティブな場合, 102
ネットワーク接続, 101–103
リアクティブプロファイルがアクティブな場
合, 102

すべてのネットワーク接続の現在の状態を監視す
る, 91–92

せ
セキュリティーと承認, 30–33

た
対話形式で作成する

ENMプロファイル, 61–63
NCUを含むNCP, 49–54
既知のWLANプロファイル, 64–66
場所プロファイル, 56–59

単一のプロパティー値を対話形式で取得す
る, 72–74

て
データリンク, 16
デスクトップ
ネットワーク接続のステータスを確認す
る, 101–103

リアクティブネットワークプロファイルと対話
する, 101–105

デスクトップからネットワークGUIにアクセスす
る, 96–97

デスクトップからリアクティブネットワークプロ
ファイルと対話する, 101–105
ネットワーク接続のステータスを確認す
る, 101–103

と
動的再構成とNCP, 29
特定のプロパティーの値を取得する, 72–74

索引

127



ね
ネットワークインタフェース構成に関する問題の
トラブルシューティング, 92–93

ネットワーク管理GUI
CLIとGUIの相違点, 97–98
概要, 96–98
機能コンポーネント, 98–100
主要なコンポーネント, 99–100
使用する, 95–123
デスクトップからアクセスする, 96–97

ネットワーク管理GUIとCLIの相違点, 97–98
機能の相違点, 97
コンポーネント名と用語の使用上の相違点, 98

ネットワーク管理GUIを使用する, 95–123
概要, 96–98

ネットワーク構成の承認
と関連するプロファイル, 31
とセキュリティー, 30–33
ユーザーインタフェースを使用するために必
要, 32–33

ネットワーク構成プロファイル, 15–16
「ネットワーク修飾子」ダイアログ, 120–121
ネットワーク接続
切り替える
無線ネットワークから有線ネットワーク
に, 105

有線ネットワークから無線ネットワーク
に, 104

ステータスを確認する
固定プロファイルがアクティブな場合, 102
ネットワーク接続, 101–103
リアクティブプロファイルがアクティブな
場合, 102

デフォルトの接続優先度を変更する, 104
ネットワーク接続を制御する, 103–105
有効なネットワーク接続の詳細を表示す
る, 103

ネットワーク接続のステータス
固定プロファイル, 102
リアクティブプロファイル, 102

ネットワーク接続を制御する, 103–105
「ネットワーク設定」ダイアログ, 109–111
「接続ステータス」ビュー, 109
「接続プロパティー」ビュー, 110

「ネットワーク設定」ダイアログ (続き)
「ネットワークプロファイル」ビュー, 110

ネットワークプロファイル, 14–19
ENM, 14, 18–19
NCP, 14, 15–16
NCU, 14
あるネットワークプロファイルから別のネット
ワークプロファイルに切り替える, 112

エクスポートされたプロファイルを復元す
る, 87–88

既知のWLAN, 14, 19
固定ネットワークプロファイルを編集す
る, 113

作成する
ENMプロファイル, 59–63
NCP, 46–54
およびリアクティブネットワークプロ
ファイルを構成する, 35–77

既知のWLANプロファイル, 63–66
場所プロファイル, 54–59

システム上のプロファイル情報を一覧表示す
る, 69–75

デスクトップからリアクティブネットワークプ
ロファイルと対話する, 101–105

動的再構成, 29
ネットワークプロファイルに関する情報を表示
する, 111–112

ネットワークプロファイルを追加または削除す
る, 112

場所プロファイル, 14, 17–18
プロファイル構成をエクスポートおよび復元す
る, 84–88

プロファイルのプロパティー値を設定および変
更する, 66–69

プロファイルを削除する, 88–89
プロファイルを作成する, 44–66
プロファイルを有効および無効にする, 75–77
編集する, 113–115

ネットワークプロファイル構成
作成する

ENMプロファイル, 59–63
NCP, 46–54
既知のWLANプロファイル, 63–66
場所プロファイル, 54–59

索引

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月128



ネットワークプロファイル構成 (続き)
システム上のプロファイル情報を一覧表示す
る, 69–75

プロファイル構成をエクスポートおよび復元す
る, 84–88

プロファイルのプロパティー値を設定および変
更する, 66–69

プロファイルを有効および無効にする, 75–77
ネットワークプロファイルに関する情報を表示す
る, 111–112

ネットワークプロファイルを追加または削除す
る, 112

は
場所
ある場所から別の場所に切り替える, 118–119
作成および管理する, 116–119
場所の起動モードを変更する, 117–118
編集する, 119–120

場所のアクティブ化の選択条件, 22–25
条件と演算, 24

場所プロファイル, 17–18
activation-modeプロパティー, 23
システム定義の場所, 54
対話形式で作成する
場所プロファイル, 56–59

場所 Automatic, 17
場所 DefaultFixed, 17
場所 NoNet, 17
場所プロファイルを作成する, 54–59
プロパティー, 55–56
ユーザー定義の場所, 54

場所を作成および管理する, 116–119
ある場所から別の場所に切り替える, 118–119
場所の起動モードを変更する, 117–118
場所を編集する, 119–120

ひ
表示する
プロファイルの状態に関する情報, 82–83
補助的な状態の値, 83

ふ
プロパティー

activation-modeプロパティー, 20
ENMプロファイルのプロパティー, 60–61
NCUのアクティブ化プロパティー, 20–22
NCUプロパティー, 47–49
priority-groupプロパティー, 21
priority-modeプロパティー, 21
walkpropサブコマンドを使用してプロパ
ティー値を変更する, 74–75

既知のWLANプロパティー, 63–64
単一のプロパティー値を対話形式で取得して一
覧表示する, 72–74

特定のプロパティーの値を取得する, 72–74
特定のプロファイルのすべてのプロパティー値
を一覧表示する, 71–72

場所プロファイルのプロパティー, 55–56
プロパティー値を対話形式で設定する, 67–69
プロファイルのプロパティー値を設定および変
更する, 66–69

プロパティー値を対話形式で設定する, 67–69
プロファイル,ネットワークプロファイルタイ
プ, 14–19

プロファイル管理ネットワーク構成の特
徴, 12–13

プロファイル構成タスク, 25–27
プロファイル構成をエクスポートおよび復元す
る, 84–88

プロファイルのアクティブ化ポリシー, 20–25
NCPアクティブ化ポリシー, 20–22
場所のアクティブ化の選択条件, 22–25
条件と演算, 24

プロファイルのプロパティー値を設定および変更
する, 66–69
プロパティー値を対話形式で設定する, 68–69

プロファイルを削除する, 88–89
プロファイルを作成する, 44–66
作成する

ENMプロファイル, 59–63
NCP, 46–54
NCPにNCUを作成する, 46–49
既知のWLANプロファイル, 63–66
場所プロファイル, 54–59

索引

129



プロファイルを作成する (続き)
対話形式で作成する

ENMプロファイル, 61–63
NCUを含むNCP, 49–54
既知のWLANプロファイル, 64–66
場所プロファイル, 56–59

プロファイルを復元する, 87–88
プロファイルを無効にする, 77
プロファイルを有効および無効にする, 75–77
プロファイルを有効にする, 77

へ
変更,プロファイルのプロパティー値, 66–69
変更する

walkpropサブコマンドを使用してプロパ
ティー値を変更する, 74–75

場所の起動モード, 117–118
編集する
固定ネットワークプロファイル, 113
ネットワークプロファイル, 113–115
接続を追加または削除する, 113–115

場所, 119–120

ほ
補助的な状態の値,表示する, 83

ゆ
有効なネットワーク接続の詳細を表示する, 103
ユーザー定義のNCP, 15–16
優先グループ, 21, 115
優先グループを操作する, 115–116

優先グループを操作する, 115–116

り
リアクティブネットワーク構成

SMFネットワークサービス, 30
概要, 11–34

リアクティブネットワーク構成 (続き)
切り替える
固定ネットワーク構成からリアクティブ
ネットワーク構成に, 81

リアクティブネットワーク構成から固定
ネットワーク構成に, 80–81

使用可能な無線ネットワークに接続す
る, 90–91

動的再構成, 29
ネットワークプロファイルとタイプ, 14–19
プロファイル管理ネットワーク構成の特
徴, 12–13

プロファイル構成をエクスポートする, 86–87
プロファイルを削除する, 88–89
プロファイルを作成する, 44–66
リアクティブネットワーク構成とは, 13
リアクティブネットワークとその他のネット
ワーク技術の連携動作, 28–30

リアクティブネットワークプロファイルを作成
および構成する, 35–77

リアクティブネットワークを使用する場合, 13
リアクティブネットワーク構成の管理, 79–93
リアクティブネットワークプロファイル

Automatic NCP, 15–16
ENM, 18–19
NCU, 16
既知のWLAN, 19
場所プロファイル, 17–18
プロファイルのアクティブ化ポリシー, 20–25
ユーザー定義のNCP, 15–16
リアクティブネットワークプロファイルのしく
み, 27–28

リアクティブネットワークプロファイルを作成お
よび構成する, 35–77

リンクNCU, 16

れ
例

NCPアクティブ化ポリシー, 22
walkpropサブコマンドを使用して特定のプロ
ファイルのプロパティー値を変更す
る, 74–75

監視されているイベントを表示する, 91

索引

Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続 • 2012年 10月130



例 (続き)
削除する
特定のユーザー定義のプロファイル, 88–89
プロファイルを対話形式で, 89

対話形式で作成する
ENMプロファイル, 62–63
NCP, 52–53
WLAN, 65–66
既存のNCPにNCUを, 53–54
場所プロファイル, 58–59

プロパティー値を netcfgコマンド行モードで
設定する, 67

プロパティー値を対話形式で設定する, 68–69
プロファイル構成をエクスポートする, 84–85
コマンドファイルモードで, 86–87
対話型モードで, 85–86

プロファイルを切り替える, 77
プロファイルを無効にする, 77
プロファイルを有効にする, 77
無線ネットワークに接続する, 90

索引

131



132


	Oracle® Solaris 11.1 でのリアクティブネットワーク構成を使用したシステムの接続
	はじめに
	対象読者
	Oracle サポートへのアクセス
	表記上の規則

	リアクティブネットワーク構成 (概要)
	プロファイル管理ネットワーク構成の特徴
	リアクティブネットワーク構成とは
	リアクティブネットワーク構成を使用する場合
	ネットワークプロファイルとタイプ
	NCP の説明
	Automatic NCP とユーザー定義の NCP の説明
	NCU の説明

	場所プロファイルの説明
	ENM の説明
	既知の WLAN の説明

	プロファイルのアクティブ化ポリシー
	NCP アクティブ化ポリシー
	NCU のアクティブ化プロパティー
	NCP ポリシーの例

	場所のアクティブ化の選択条件

	プロファイル構成タスク
	リアクティブネットワークプロファイルのしくみ
	リアクティブネットワークとその他の Oracle Solaris ネットワーク技術の連携動作
	SMF ネットワークサービス
	ネットワーク構成のセキュリティーと承認
	ネットワーク構成に関連する承認とプロファイル
	ユーザーインタフェースを使用するために必要な承認

	ネットワーク構成タスクを検索する場所

	リアクティブネットワークプロファイルの作成と構成 (タスク)
	netcfg を使用してプロファイルを構成する
	netcfg 対話型モード
	netcfg コマンド行モード
	netcfg コマンドファイルモード

	netcfg および netadm サブコマンド
	netcfg のサブコマンド
	netadm のサブコマンド

	ユーザー定義のプロファイルを作成する
	NCP を作成する
	NCP に NCU を作成する
	NCU を含む NCP を対話形式で作成する方法

	場所プロファイルを作成する
	場所プロファイルを対話形式で作成する方法

	ENM プロファイルを作成する
	ENM プロファイルを対話形式で作成する方法

	既知の WLAN プロファイルを作成する
	既知の WLAN プロファイルを対話形式で作成する方法


	プロファイルのプロパティー値を設定および変更する
	プロパティー値を対話形式で設定する方法

	システム上のプロファイル構成情報を一覧表示する
	システム上のすべてのプロファイル構成情報を一覧表示する
	特定のプロファイルのプロパティー値をすべて一覧表示する
	特定のプロパティーの値を取得する
	単一プロパティー値を対話形式で取得する方法

	walkprop サブコマンドを使用してプロパティー値を表示および変更する

	プロファイルを有効および無効にする

	リアクティブネットワーク構成の管理 (タスク)
	固定ネットワーク構成とリアクティブネットワーク構成を切り替える
	リアクティブネットワーク構成から固定ネットワーク構成に切り替える方法
	固定ネットワーク構成からリアクティブネットワーク構成に切り替える方法

	プロファイルの状態に関する情報を表示する
	プロファイルの現在の状態を表示する
	補助的な状態の値を表示する

	プロファイル構成をエクスポートおよび復元する
	ユーザー定義のプロファイルを復元する

	プロファイルを削除する
	無線スキャンを実行して、使用可能な無線ネットワークに接続する
	リアクティブネットワーク構成に関する問題のトラブルシューティング
	すべてのネットワーク接続の現在の状態を監視する
	ネットワークインタフェース構成に関する問題のトラブルシューティング


	ネットワーク管理グラフィカルユーザーインタフェースの使用
	ネットワーク管理グラフィカルユーザーインタフェースの紹介
	デスクトップからネットワーク管理 GUI にアクセスする
	ネットワーク管理 GUI とネットワーク CLI の相違点

	GUI の機能コンポーネント
	デスクトップからリアクティブネットワークプロファイルと対話する
	ネットワーク接続のステータスの確認
	有効なネットワーク接続に関する詳細を表示する方法

	デスクトップからネットワーク接続を制御する

	お気に入りの無線ネットワークに加入して管理する
	無線ネットワークに加入する方法
	お気に入りのネットワークを管理する

	ネットワークプロファイルを管理する
	「ネットワーク設定」ダイアログについて
	ネットワークプロファイルに関する情報を表示する
	あるネットワークプロファイルから別のネットワークプロファイルに切り替える方法

	ネットワークプロファイルを追加または削除する
	ネットワークプロファイルを編集する
	固定ネットワークプロファイルを編集する方法
	接続を追加または削除する方法

	優先グループを操作する
	ネットワーク接続を「常に有効」グループに移動する方法
	ネットワーク接続を削除する方法

	場所を作成および管理する
	場所の起動モードを変更する方法
	ある場所から別の場所に切り替える方法

	場所を編集する
	場所を編集する方法


	外部ネットワーク識別子について
	「ネットワーク修飾子」ダイアログについて
	コマンド行の ENM を追加する方法


	索引

